セットアップ編 


このマニュアルは、以下の製品に対応しています。 

水平インサータプリンタ 

MICROLINE ⑪ SU2 
MICROLINE ®4M)SU2R 


〇このマニュアルには、プリンタを安全に使用していただくための 
注意事項が書かれています。プリンタをご使用になる前に、必ず 
本マニュア；)レをお読みください。 

〇本マニュアルをプリンタのそばに置いて、ご使用ください。 












はじめに 


マニュアルの構成 


このたびは、沖データの MICR 〇 LINE 8480 SU 2 シリーズをお買い求めいただきま 
して、誠にありがとうございます。 

このユーザーズマニュアルは 、 MICROLINE 8480 SU 2/8480 SU 2- R の操作方法に 
ついて述べたものです。 

ご使用の前にこの説明書をよくお読みになり、正しい使用方法をご理解いただきま 
すようお願いいたします。 

この ユーザー ズマニュアルは、必ず保管してください。万一、ご使用中にわからな 
いことが起きたとき、きっとお役に立ちます。 


安全上の注意表示 

A 苗乞と t この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また 
1=1 は重傷を負う可能性があることを示しています。 

A : t 胃この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負 
う可能性があることを示しています。 


A △記号は警告、注意を促す事項があることを告げるものです。 

/ t \ △の中に具体的な警告内容が描かれています。 

(左図の場合は、「感電注意」を表します。） 


本製品には、次の説明書（セットアップ編、応用編）が付属しています。 

ユーザー ズ マニュアル（セットアップ 編） …本書 

必ずお読みください。 

プリンタの設置からプリンタドライバのイン 
ス I ルまでの手順、操作パネルの表示、基 
本的な印刷、消耗品の交換などが記載され 
ています。 



ユーザーズマニュアル (応用編）•••プリンタソフトウェア CD - R 〇 M 内 

@ オプシヨン品を用いた使用方法や便利な印 

刷方法を説明しています。 

プリンタソフトウェア CD - ROM の内容をご 
覧ください。 



Q 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
Q の中に具体的な禁止内容が描かれています。 

(左図の場合は、「分解禁止」を表します。） 


® •記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 
籲の中に具体的な指示内容が描かれています。 

(左図の場合は、「アースを接続してください。」を表します。) 













諸注意 


電波障害防止について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくク 
ラス B 情報技術装置です。この装置は家庭環境で使用することを目的としていま 
すが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると受信障害 
を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 

なお、オプションのネットワークカードを使用した場合、この装置はクラス A 情 
報技術装置になり、この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこと 
があります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあ 
ります。 


晶調波規制について 


この装置は、「高調波電流規格 JISC 61000 -3-2 適合品」です。 


エネルギースターについて 


当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本 
製品が国際エネルギースタープログラムの基準に適合していると 
判断します。 


ENERGY STAR 


本製品を日本国外へ持ち出す場合の注意 


本製品(ソフトウェアを含む)は日本国内仕様のため、修理 • 保守サービスおよび 
技術サボートなどの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。 
また、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないこと 
があります。このような国では、本製品を運用した結果罰せられることがありま 
すが、当社といたしましては一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 


本製品を廃棄する場合の注意 


本製品を廃棄する場合は、関係国内法、および各地方の廃棄物処理基準に従っ 
て廃棄してください。 


本書について 

1 . 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。 

2. 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容につきましては万全を期しておりますが、万一記載もれなどお気付き 
の点がございましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

4. 本書の内容に関して、運用上の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負 
いかねますのでご了承ください。 


商標について 

各会社名，製品名は各社の登録商標または商品名です。 

ESC / P は、セイコーエプソン（株）の登録商標です。 

Microsoft 、 Windows 、 MS-DOS は、米国 Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標です。 

MICROLINE は株式会社沖データの商標です。 


マニュアルの版権について 

すべての権利は、株式会社沖データに属しています。無断で複製、転記、翻訳等を行っ 
てはいけません。必ず、株式会社沖データの文書による承諾を得てください。 


© 2007 Oki Data Corporation 


















使用許諾契約 


プリンタに付属のソフトウェアおよびドキュメンテーションは、株式会社沖データ 
が提供するものです。本ソフトウェアを使用することにより、お客樹ま、株式会社 
沖データ（以下、沖データという）との間で契約が成立し、本契約条項の拘束を受 
けることに同意したものと見なされます。 

1. お客様は、本ソフトウェアに対応する沖データプリンタを所有している場合の 
み、ソフトウェアを使用することが出来ます。 

2. 本ソフトウェアおよびドキュメンテーション、そしてそれらのコピーの著作権、 
版権、所有権は、沖データまたは沖データに使用許諾を与えたライセンサーに 
あります。本ソフトウェアあるいはドキュメンテーションの一部または全部を 
複製したり、他人に複製を作らせたり、複製を許可したり、商行為をすること 
はできません。お客様は本ソフトウェアを、修正、改変、翻訳、リバースエン 
ジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルしないことに同意します。また、 
本契約で認められた項目を除き、本ソフトウェアとドキュメンテーションに関 
するいかなる知的所有権の権利も付与しません。 

3. お客様は以下の条件すべてを満足することにより本ソフトウェアを第三者に譲 
渡できます。 

( 1 ) 本ソフトウェアに対応する沖データプリンタと一緒に譲渡する。 

(2) 本ソフトウェアおよびドキュメンテーションのコピー全てを当該第三者に 
譲渡し、または譲渡しなかったコピーを全て破棄する。 

(3) 当該第三者が事前に本契約の拘束に同意する。 

また、本ソフトウェアを賃貸、貸与、リース、配布、転載、移転することは 
できません。 

お客様は、本ソフトウェアを日本国外に出荷、移転、輸出、再輸出できな 
いこと、違法な方法で使用しないことに同意します。 

4. お客様が本契約の条件に違反した場合には、沖データは、お客様の本ソフトウェ 
アおよびドキュメンテーションの使用中止およびライセンス契約の解除を行う 
ことがあります。この様な解除が行われた場合には、お客様は本ソフトウェア 
およびドキュメンテーシヨンのオリジナルおよび全てのコピーを破棄し、商標 
の使用を中止するものとします。 


5. 沖データ及び沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテー 
ションに関して、以下のことを含む一切の保証をしません。 

(1) 本ソフトウェアを使用する事によってお客様の要望する性能または結果が 
得られること。 

(2) 本ソフトウェアあるいはドキュメンテーションに瑕疵がないこと。 

(3) 第三者の権利を侵害していないこと。 

(4) 特定の目的に適合していること。 

またソフトウェアまたはドキュメンテーションは、予告なく改良、変更するこ 
とがあります。 

6. 沖データおよび沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメン 
テーションによって生じる、いかなる直接的、間接的、派生的な損害、損失に 
対しても、一切責任を負わないものとします。 










本書の見方 


表言己 

本書では、次のように表記している場合があります。 

• MICROLINE 8480 SU 2 - ML 8480 SU 2 

• MICROLINE 8480 SU 2 -R - ML 8480 SU 2 -R 

• Microsoft ® Windows Vista ® operating system 日本語版 — Windows Vista 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 x 64 Edition operating system 日本語 
版 — Windows Server 2 〇 03( x 64 版)※ 

• Microsoft ® Windows ® XP x 64 Edition operating system 日本語版— 
WindowsXP ( x 64 版)※ 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 operating system 日本語版— Win ¬ 
dows Server 2003^ 

• Microsoft ® Windows ® XP operating system 日本語版 — WindowsXP ^ 

• Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating system 日本語版— 
WindowsMe 

• Microsoft ® Windows ® 98 operating system 日本語版— Windows 98 

• Microsoft ® Windows ® 95 operating system 日本語版— Windows 95 

• Microsoft ® Windows ® 2000 operating system 日本語版— Windows 2000 

• Microsoft ® Windows NT ® operating system Version 4.0 日本語版— Win - 
dowsNT 4.0 

• Windows Vista , Windows Server 2003, WindowsXP 、 WindowsMe 、 Win - 
dows 98 、Windows 95、 Windows 2 〇〇〇、 WindowsNT 4.0 の総称 — Windows 

※特に記載がない場合は 、 Windows Server 2003と WindowsXP には 64 bit 版 

も含みます。 



-ク 

/ プリンタを正しく動作させるための注意や制限です。 
y 誤った操作をしないため、必ずお読みください。 


S 

w 


プリンタを使用するときに知っておくと便利なことや参考になる 
ことです。 

お読みになることをお勧めします。 


5 

















本書の見方 


図の表記のしかた 


本書の内容は、大きく分けて次の9つの構成になっています。 

第1章 ご使用前に必ずお読みくださぃ 

ご使用時の注意事項につしゝて説明しています。 

第2章 プリンタの準備 

プリンタを箱がら取り出して、設置がらテスト印刷するまでの手順 
を説明しています。 


第3章 ホストコンピュータに接続する 

ホストコンピュータに接続するための手順と設定について説明して 
います。 


第4章 プリンタをより活用するために 

プリンタの操作パネルの使い方からプリンタのメニュー設定につい 
ての説明と、その設定の変更のしかたについて説明しています。 


第5章 用紙の取り扱い 

し、ろいろな用紙の取り扱い方法と印刷のしかたについて説明してい 


ます。 


第6章 ォプション 

オプション品の取り付けから操作方法，使用方法について説明して 
います。 

^ 7 $； こんなときには 

インクリボンの交換方法，紙づまりの処置方法について説明してい 
ます。 

第8章 定期清掃のしかた 

プリンタおよびカツトシートフィーダの清搨のしかたについて説明 
しています。 

付金录 このプリンタの仕様、用紙規格や印字範囲、アフターサービスにつ 
いて説明しています。 


操作 

パネル 


印 ^ 「印字可」スイッチを押し 

ます0 


檢目ヒセノ」普 印字可 


「機能切替/用紙カット」 
スイッチを押しながら「印 
字可」スイッチを押します。 


オンライン，通常印字モー 
ド，単票手差しモードであ 
ることを示しています。 
パネルへの表示は、 


表示 

パネル 


才 

ン 

ラ 

ィ 

ン 





ヅ 

ゥ 

シ 


3 

ゥ 


テ 

サ 

シ 















ML 8480 SU 2 の表示で説 
明をしています。 

ML 8480 SU 2 -R で「楽々 
セット」モードを使用され 
ている場合は、下段が「テ 
サシラクラク*」となり 
ます。ホはメニュー設定に 
より1〜4となります。 
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ご使用前に必ずお読みくださし、 


© 〈□口、 \ 乙 □口、 

W w W 

MICROLINE 8480 SU 2 シリーズの特長 



□ □ □ □ , 


◎単票の手差し給紙にて、用紙セット時の用紙曲がりを自動補正することがで 
きます （ML8480SU2-R のみ） 


◎単票の手差し給紙にて、用紙を一定範囲の自由な位置にセ、. 
きます （ML8480SU2-R のみ） 


卜することがで 


◎連続紙が1枚目から無駄なく印刷できます 

印字範囲がとても広く佣紙の端から 6.35 mm )、 連続紙でも1枚目から印 
刷できます。 

◎用紙を自動的にセットします 

才一トロードにより、連続紙や単票を自動的に印字位置にセットします。 
◎いろいろな用紙に印刷できます 

連続紙や単票をはじめ、はがき，封筒，複写紙，その他いろいろな用紙に印 
刷できます。 

◎単票，はがきおよび複写紙を自動給紙します 

オプションのカットシートフィーダを装着すると、単票，はがき，封筒およ 
び複写紙を自動給紙します。 

◎自動紙厚調整機能で最適な印字を行います。 

用紙をセットすると、用紙の厚さを自動的に測定し、最適な印字圧に調整 
します。 

◎単票の排出方向が選べます 

単票を前へ排出したり、後へ排出したり、スイッチ1つで切り替えできます。 

◎バーコードを印刷できます 

JAN ， NW 7, カスタマバーコードなど、7種類のバーコードが印刷できます。 


◎ 2 種類の連続紙をセットできます 

オプションのリアピントラクタを装着すると、連続紙をプリンタ後方からも 
給紙できます。標準装備のピントラクタと合わせて、2種類の連続紙を使 
い分けられます。 

※リアピントラクタを取り付けているときは、カットシートフィーダをプ 
リンタ後方に取り付けられません。 

◎ 2 種類の単票を自動給紙できます 

オプションのカットシートフィーダを、プリンタの前後に2台装着できます。 
メニュー設定もしくは、ホストコンピュータからのコント□ールコマンドに 
より、切り替えて使用できます。 

※カットシートフィーダをプリンタ後方に取り付けているときは、リアピ 
ントラクタを取り付けられません。 

◎ 2種類のインタフヱースを自動切り替えできます 

パラレルインタフェースと USB インタフェースに対応しており、メニュー 
設定により、自動切り替えおよび、各インタフェースに固定することが出 
来ます。 

◎ネットワークに対応しています 

オプションのネットワークカード（別売）を取り付けると、ネットワークに 
接続して使用できます。 （ 1〇〇 BASE - TX / 1 0 BASE - T ) 


MIOF {〇匚 NE 8480SU2 シリ—ズの特長 
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各部の名称と機能 




〔前面〕 


リボンカートリッジ 

印字に必要なインク 
リボンが入っています。 


シー トガイド 


印字ヘッド 

文字を印字する部分です。 

トップカバ- 


単票の左端位置を 
決める支えです。 


テー ブル 

単票を手差しで 
セツトする台です。 


ン_ トサ ホー ト 



リボンカートリツジを交換する際などに開閉します。 


シー トスタツカ 

排出した単票を一時的にためておきます。 


表示パネル 

プリンタの状態を表示します。 

プラテンノブ 

用紙を繰り出します。 


〔背面〕 

ネットワークインタフエース用アタッチメント 

オプションのネットワークカードを取り付けるアタッチ 
メントです。 

取り付け方法は「ネットワークカード」 （188 ページ） 
をご覧ください。 


単票を受けるワイヤーです。 
( ML 8480 SU 2 -R のみ） 


操作パネル 

プリンタの操作に必要な 
スイッチやランプがあります。 


電源スイッチ 

電源を ON/OFF 
します。 


リアカットシートフィーダコネクタ 

カットシートフィーダをリア（プリン 
夕後方）に実装するときに接続するコ 
ネクタです。 



AC コネクタ 

電源コードを差し込む 
コネクタです。 

パラレルインタ フェー スコネクタ 

パラレルインタフェースケープルを 
差し込むコネクタです。 

USB インタフェースコネクタ 

USB インタフェースケープルを 
差し込むコネクタです。 


フロント カツ トシートフィー ダ コネクタ 

カツトシートフィーダをフロント（プリンタ 
前面）に実装するときに接続するコネクタです。 


各部の名称と機能 
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ご使用前に必ずお読みください 


塵 設置場所について 


WWW 



□ □ □ □ , 


◎直射日光のあたる場所やヒータなどの熱器具の近く I ◎衝撃を与えたり、衝撃や振動の加わる場所は避けて I ◎急激な温度変化のある場所は避けてください。 
は避けてください。 





◎じゅうたんを敷いた場所は避けてください。静電気 ◎湿気やほこりの多い場所は避けてください。 

障害の原因になります。 ^ 


◎フロッピーディスクを乗せると、フロッピーディス 
クの内容が壊れることがあります。 




?x 


*? 



設置場所について 
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◎プリンタを設置する台，机は、プリンタの振動で動く ◎ CRT の近くは避けてください。 

場合がありますので、キヤスター付きのものは避け 電磁界の影響により、画面に歪みが発生することが 

てください。 あります。 

















1 ご使用前に必ずお読みください 



塵 電源について 



電 

源 

に 


て 


◎電源は必ず ACIOOV (50 Hz または 60 Hz ) を使用し| ◎オプションを取り付けるときは、電源スイッチを ◎電源コードの抜き差しは、必ず電源スイッチを 「 OFF 」 

てください。 fOFFJ にしてください。 にし、電源プラグを持って行ってください。 



◎雷が鳴っているときは電源スイッチを rOFFJ にし、 
電源プラグを抜いてください。 



◎プリンタとホストコンピュータを接続するときは、 
両方の電源スイッチを fOFFJ にしてください。 



◎長時間プリンタを使用しないときは、電源スイッチ 
を fOFFJ にしてください。 
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ご使用時の注意 



A 注意 

ケガをする恐れがあります。 

A 



電源をいれたままでカバーを開け 
て、リボンカートリッジの交換な 
どをしないで くださし、。 

プリンタが突然動き出し、ケガを 
する恐れがあります。 


注意 


装置が壊れる恐れがあります 





プリンタ内部にクリップなどの異 
物を落とさないでください。 

もし、落ちてしまったときは、す 
ぐに電源スイッチを 「 OFF 」 にし、 
電源プラグをコンセントから抜い 
て、お客様相談センターにご連絡 
ください。 

ご自分で分解しないでくださし、0 
故障の原因になります。 


A 注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字へツドやその周辺 
が高温になっていますので、印字 
へッ ドにはさわらないで くださし、。 


/； t A -用紙やリボンカートリッジが無い状態では、絶対に印字させない 
でくださしヽ。また、用紙幅以上の領域にも印字させないでください。 
印字へ ッ ドの寿命低下や、破損の原因になります。 

• インクリボンとリボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮さ 
せるために、沖データ純正の消耗品をご使用くださしヽ。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ 
本来の性能を発揮できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無 
償保障期間中あるいは保守契約期間中であっても有償となります。 
(純正品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわけではありま 
せんが、ご使用にあたっては+分にご留意ください。） 

• 印字が薄くなったり、インクリボンがほつれたりした場合には交 
換してください。包装を解いたリボンカートリッジは長時間放置 
すると寿命が短くなります。 

• リボンカートリッジ交換後は、インクリボンがたるんでいないこ 
とを確認してください。たるんでいる場合は、つまみを矢印方向 
に回してたるみをとってから動作させて くださし、。 

詳細は、 「リボンカートリッジを取り付ける」 （26 ページ） を参照 
してく ださし、。 

• 用紙は、仕様に合ったものを使用してください。用紙詰まりや印 
字精度低下等の原因となります。詳細は、 「用紙規格および印字範 
囲」 （205 ぺージ） を参照してください。 



















1 ご使用前に必ずお読みください 


© 厂 □口、 


故障や異常のときは 


△警告 


故障や感電の原因になります。 




故障や異常（においがしたり、煙が出たり、熱くなった）に気付い 
たときは、すぐに電源スイッチを 「OFF」 にし、電源プラグをコン 
セントから抜いて、お客様相談センターにご連絡ください。 

ご自分で分解したり、修理したりしないでください。故障や感電の 
原因になります。 




故障や異常のときは 
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プリンタのお手入れ 



□ □ □ □ , 


◎プリンタカバーの汚れは、中性洗剤を薄めた液にひたした布を、堅くしぼってふ ◎プリンタ内部にごみやほこり•紙紛が目立つ場合は、掃除機などを使用して取り 


き取ってください。 



堅い布やシンナ ー ，ベンジンなどでふかないでください。 



除いてください。 G 00 ページ参照） 



㉞ 


ごみやほこり • 紙紛がたまるとセンサーの誤動作や用紙送り不良、 
印字乱れなどの原因になります。 


|プリンタのお手入れ 
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2 プリンタの準備 


梱包を開く . 22 

プリンタを設置する . 23 

固定具を取り除く . 24 

電源コードを取り付ける . 25 

リボンカートリツジを取り付ける . 26 

シートスタツカ、スタツカサポートを取り付ける . 31 

テスト印字をする . 32 

















2 プリンタの準備 


梱包を開く 




プリンタの梱包を開いて、以下の付属品が揃っていることを確認してください。 
もし、足りない場合は、プリンタをお買い求めの販売店にご連絡ください。 


□プリンタ 



□ 


リボンカートリツジ 



□ 電源コード 


□ シートスタツカ 




□キヤリツジ固定注意文口電源用プラグ 



⑱ 


• 保証書に必要事項が記入されているか確認してくださしヽ。 

正しく記入されていない保証書は無効になり、無償保証を受けられ 
ない場合があります。もし、記入内容が不十分でしたら、販売店に 
お問い合わせください。 

• 保証書は大切に保管してください。 

• 梱包箱，梱包材は保管しておき、再輸送の際に必ず使用してくださしヽ。 





































プリンタを設置する 


プリンタは、水平で安定した台の上に設置してください。また、操作，日常の点検 
および消耗品の交換など、プリンタの性能を維持する作業を行うために下記の設置 
スペースを確保してください。 



設置スペース 


158cm 


ガ ////////////////////////////A 



覃/////////////////////////ルノ 


90cm 


プリンタを設置する 
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輸送時の振動などによる破損を防ぐため、キヤリツジを固定具で固定してあります。 
ご使用になる前に、この固定具を外してください。 


⑩: 


輸送時にはこの固定具で再度キャリッジを固定してください。 

固定具を固定する際は、電源スイッチを「〇 N 」 にしてキャリッジ 
が止まった後、電源スイッチを 「 OFF 」 にしてから固定してくだ 
さし、0 (キャリッジが上昇します） 


トッ プカバーを開きます。 

トップカバーの左右のつまみを両手で持って開きます。 

つまみ 



2 


固定具を取り外します。 

① 表示パネルを手前に倒します。 

② ©部を持って矢印部を引き抜いて固定具を外してください。 

固定具を取り付ける際は、取り外しの逆の操作でキャリッジを右端に寄せて 
下のメインシャフトにはさみ、上のサブシャフトと®部の孔にはまりこむま 
で押し込んでください。 



3 


トップカバーを閉じます。 

表示パネルを元の位置に戻して、両手で左右のつまみを持ってトップカバー 
がロックされるまで閉じます。 



固定具を取り除く 
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電源コードを取り付ける 



□ □ □ □ , 


電源 コー ドと アース 線を接続します。 


電源スイッチが「〇 FF 」 （〇側）になっていることを確認し 
ます。 


4 


アース線をアース端子に接続し、電源プラグをコンセント 
に差し込みます。 


A 注意 


ケガをする恐れがあります。 


A 



プリンタが突然動作することが 
あります。 

必ず、電源スイッチを「〇 FF 」 に 
してく ださし、。 


2 


電源コードをプリンタの AC コネクタに接続します c 



電源コード 


3 


電源コードに電源用プラグを差し込みます。 

コンセントが3極の場合は、電源用プラグは不要です。 



A 警告 


感電の恐れがあります c 


A 





万一の危険防止のため、アースは必 
ず接続してください。ガス管には絶 
対に接続しないでください。 

電源ブラグのアースが接続できない 
場合は、電気工事店へご相談ください。 
電源プラグを外す時は逆の手順で 
行ってください。 


アース線をコンセントに一緒に差し込まないでください。 

電源は必ず AC 100 V (50 Hz または 60 Hz ) を使用してください。 
電源を入れたとき、一瞬大きな電流が流れます。 

電圧低下を避けるため、空調機や電動機器など、大電流を使う系統 
との電源共用は避けてください。 

このプリンタは、ドット密度の高い印字（黒ベタ印字など）を行うと、 
最大 4 A の電流が流れます。 パソコン などのサービス コンセン トには 
接続しないでください。タコ足配線は、絶対しないでください。 

本プリンタに添付の電源コードを使用してくださしヽ。他の製品用の 
電源コードは使用しないでください。 

本プリンタに添付の電源コードは、本プリンタ専用です。他の製品 
には使用しないでください。 

電源コードの抜き差しは、必ず電源スイッチを 「 OFF 」 してから、 
電源ブラグを持って行ってください。絶対に電源コードを引っ張ら 
ないでください。 

UPS (無停電電源）およびインバータを使用した場合の動作は保障 
していません。故障のおそれがあります。無停電電源およびインバー 
夕は使用しないでください。 



電源プラグは定期的にコンセントから抜い 
て、刃の根元、および刃と刃の間を清掃し 
てください。電源プラグを長期間コンセン 
卜に差したままにしておくと、電源プラグ 
の刃の根元にホコリが付着し、シヨートし 
て火災の原因となるおそれがあります。 



電源コ I ドを取り付ける 
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最初にリボンカートリツジを取り付けます。 


⑩ 


リボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させるために、沖デー 
夕純正の消耗品をご使用くださし、。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本 
来の性能を発揮できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償 
保障期間中あるいは保守契約期間中であっても有償となります。（純 
正品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわけではありません 
が、ご使用にあたっては十分にご留意くださし、。） 


2 


リボンカートリツジの取り付け 


2プリンタの準備 


© ，口 □ 、 \ 

リボンカートリツジを取り付ける 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。印字へッドが上昇し左へ 〇 
移動後、リボンセット位置（中央）に停止したことを確認 〇 
して、電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

印字へッドが上昇することで、リボンがセツトし易くなります。 


㊃ 


印字へッドがリボンセット位置にない場合は、手順3で印字ヘッド 
を手動でリボンセット位置に移動します。 


△注意 


ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたままでカバーを開けて、 
リボンカートリッジの交換をしないで 
ください。 

プリンタが突然動き出し、ケガをする 
恐れがあります。 
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リボンカ—トリッジを取り付ける 


トップカバーを開きます。 

トップカバーの左右のつまみを両手で持って開きます。 



キヤリッジが「リボンセ▲ント位置」にあることを確認します0 
「リボン A 卜位置」にない場合はキャリッジを、「リボン A 卜位置」 
へ移動させます。 


A 警告 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字へッドが高温に 
なっていますので、印字ヘッドや 
その周辺にさわらないでください。 
リボンカートリッジの取り付けは、 
印字へッドの温度が下がってか 
ら行ってください。 


























A リボンカートリッジの包装紙を取り除き、ロックピースを 
1 引き抜きます。 




表示パネルを手前に倒して上方よりリボンカートリッジを 
^入れて、キャリッジの上側にリボンカートリッジをセット 
し、リボンカートリッジのローラノブを時計方向（矢印方向) 
に回しながらリボンカートリツジの両端を止まるまで押し 



リボンアー厶をリボンカセット 
ガイド内にセットします。（両側） 

リボンカートリッジをリボンカセットガイドの上方（矢印部）に突き当てて 
押し込むと容易にセットできます。 


㊃. 


左右のリボンアー厶がリボンカセットガイド内に確実にセットさ 
れているか確認してください。 

口ーラノブを矢印の反対方向に回さないでください。リボンジャ 
厶の原因になります。 
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印字へ ッ ドの下側にインクリボンを通します。 

カセットの左側からインクリボンを引き出し、リボンガイドのアーム先端に 
インクリボンを乗せ、印字ヘッドの下側にリボンがセットされるように、リ 
ボンの左右を指で押さえながら奥のほうにすべりこませます。 



8 


ペンなどを使用する場合、リボンカートリッジの ローラ ノブを矢印方向に回 
しながら、インクリボンが印字へッドの下側へすべり込むよラにペンなどで 
インクリボンの左右を押します。 


リボンガイドのアー厶溝にインクリボンが通ったことを確 



9 


最後にもう一度口ーラノブを時計方向（矢印方向）に回し 
てインクリボンのたるみを取ります。 


⑭ 


口ーラノブを矢印の反対方向に回さないでください。リボンジャム 
の原因になります。 





印字へッドとリボンプロテクタのすき間にインクリボンを通した際、 
よじれや折れ、力一トリッジ左右のアー厶から外れがないことを確 
認してください。 


10 


表示パネルを元に戻します。 


11 


トップカバーを閉じます。 



リボンカ—トリッジを取り付ける 
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リボンカートリツジの取り外し 


/ 電源スイッチを 「 ON 」 にします。印字へッドが上昇し左へ 
移動後、リボンセット位置（中央）に停止したことを確認 
して、電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

印字へッドが上昇することで、リボンがセツトし易くなります。 




印字へッドがリボンセット位置にない場合は、手順3で印字ヘッド 
を手動でリボンセット位置に移動します。 



△注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたままでカバーを開けて、 
リボンカートリツジの交換をしないで 
ください。 

プリンタが突然動き出し、ケガをする 
恐れがあります。 


トップカバーを開きます。 

し トップカバーの左右のつまみを両手で持って開きます。 



〇キヤリツジが r リボンセツ 卜 位置」にあることを確認します 0 
「 リボン ■^卜位置」にない場合はキヤリツジを、 「リボン d 卜位置」 
へ移動させます。 


A 警告 やけどの恐れがあります。 


A 


キャリッジ 



印字直後は印字へッドが高温に 
なっていますので、印字ヘッドや 
その周辺にさわらないでくださし、0 
リボンカートリッジの取り付けは、 
印字へッドの温度が下がってか 
ら行ってください。 
























2 プリンタの準備 




4 


表示パネルを手前に倒し、リボンカートリッジの両側を手 
前に引いてロックを外し、そのまま全体を矢印のように外 
します。 



5 


リボンガイドからインクリボンを外します。 



リボンカ—トリッジを取り付ける 
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シートスタツカ、スタツカサポ 


スタッカサポートを取り付けます。 

スタッカサポート先端の U 溝をプリンタ後方の矢印を目安に 

① スタッカローラの奥にあるボストに差し込みます。 

② そのまま回転させるように下方に押し込みます。 



スタ ッカローラ 


スタ ッ カサポート 


スタッカロ 


〶〶 

卜を取り付ける 



□ □ □ □ , 


2 


シートスタッカをスタッカサボートの中央に差し込みます c 
(左右にストッパがありますのでこの内側に差し込みます） 




|シ—トスタツカ、スタツカサボ—卜を取り付ける 
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プリンタが正確に動くことを確かめるために、テスト印字を行います。テスト印字 
には、 A4 サイズ以上の単票の縦置、または 381mm (15 インチ）幅の連続紙を使 
用します。 

ここでは、 A4 サイズの単票を使う場合を例にとって、テスト印字の手順を説明し 
ます。 


〇電源スイッチを roNj にします。 

©「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。オフライン状態で「用紙 
モード/高複写」スイッチを押して"テサシ"にします。 


用紙モード 




3 

ウ 

シ 

モ 

- 

卜 

、、 


シ 

テ 

ィ 






テ 

サ 

シ 















©約2秒後に切り換え動作を行いますので、その後電源スイッチを rOFFJ 
にします。 


©「用紙モード/高複写」十「改行/通常印字」スイッチを押しながら、電源 
スイッチを「〇 N」 にします。 

(連続紙の場合も同じスイッチを押します。） 

表示パネルに「イニシャルシヨリチュウ/スイッチヲニンシキシマシ 
夕」と表示したら、スイッチから指を離します。 


用紙モード 


改行 





©単票をセットします。 

単票の左端をシートガイドに合わせて、そのまま奥に突き当たるまでまっ 
すぐ差し込みます。 

楽々セットが選択されている場合は、単票をテープルの中央付近に乗せ奥 
に突き当たるまでまっすぐ差し込みます。 （ML8480SU2-R のみ） 

単票が自動的に吸入されます。 

©プリンタが印字を開始します。 

「印字可」スイッチを押すと、印字を中断します。 

もう一度「印字可」スイッチを押すと、印字を再開します。 

©「印字可」スイッチを押して印字を中断して「改頁/高速印字」スイッチを 
押すと単票を排出します。またはテスト印字が終了すると単票を排出します。 

©電源スイッチを 「OFF」 にします。 


連続紙の場合は、 162 ページを 参照して用紙をセツトしてください。 




テスト印字を行ってみて、動作が異常な場合には、「こんなときには」 
(応用編）を参照してください。 



テスト印字をする 
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3 ホストコンピュータに接続する 


USB インタフェースでホストコンピュータに接続する . 34 

パラレルインタフェースでホストコンピュータに接続する . 35 

ネットワークインタフェースでホストコンピュータに接続する . 36 

Windows Vista 環境で使用する . 37 

WindowsSe 「 ve 「2003 環境で使用する . 56 

WindowsXP 環境で使用する . 67 

Windows 2000環境で使用する . 78 

WindowsMe 環境で使用する . 90 

Windows 98 環境で使用する . 100 

Windows 95 環境で使用する . 111 

WindowsNT 4.0 環境で使用する . 118 

DOS 環境で使用する . 123 

封筒角形2号横のご使用について . 124 























3 ホストコンピュータに接続する 


WWW 



□ □ □ □ , 



USB インタフエースでホストコンピュータに接続する 


USB インタ フェー スケープルは、 USB2 .◦仕様のインタ フェー スケープルをご用意 
ください。 

USB インタフェースのケープル詳細および信号線ピン配列は、 rUSB インタフェー 
ス」（応用編）をご覧ください。 

※パラレルインタフェースケープルやイーサネットケーブルが同時接続されていな 
いことをご確認ください。 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。コンピュータ側の電源 
スイッチも 「 OFF 」 にします。 




2 


USB インタフェースケーブルを接続します c 



3 


USB インタフェースケーブルが邪魔にならないよう、リアカバーの爪部に 
ケープルを通します。 


コンピュータに USB インタフェースケーブルを接続します c 

詳しくは、コンピュータのマニュアルをご覧ください。 


USB インタフエースでホストコンピユI夕に接続する 


34 
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vS/ W W 



□ □ □ □ , 


パラレルインタフエースでホストコンピュータに接続する 


パラレルインタフェースケープルは、ホストコンピュータによって異なります。そ 
れぞれのホストコンピュータに合わせて EEE std 1284-1994準拠の双方向パラレ 
ルケープルをご用意ください。 

パラレルインタフェースの信号線ピン配列は、「パラレルインタフェース」（応用編） 
をご覧ください。 

※ USB インタフェースケープルやイーサネットケ _ プルが同時接続されていない 
ことをご確認ください。 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。コンピュータ側の電源 
スイッチも 「 OFF 」 にします。 


〇パラレルインタフエースケーブルを接続します。 

ーケープルが外れないようにプリンタ側の止め金具で固定します。 





パラレルインタフェースケーブルが邪魔にならないよう、リアカバーの爪 
部にケーブルを差し込みます。 


^3コンピュータにパラレルィンタ フエー スケーブルを接続し 
し^ます。 

詳しくは、コンピュータのマニュアルをご覧ください。 


J パラレルインタフエースでホストコンピユI夕に接続する 
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3 ホストコンピュータに接続する 


W W 



□ □ □ □ , 



ネットワークインタフエースでホストコンピュータに接続する 


㉝ 


ネットワークカード（オプション別売り） を ご用意ください。 
イーサネットケーブル詳細、および信号線ピン配列は、ネットワー 
クカードに付属の ユーザー ズ マニュアルを ご覧ください。 

取り付け方法は 「ネットワークカード」（188ページ） をご覧くださし、。 


※…巳やパラレルインタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認く 
ださい。 


|ネットワ—クインタフエースでホストコンピユータに接続する 
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W W W 

Windows Vista 環境で使用する 



□ □ □ □ , 


プリンタの設定 


Windows Vista から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の 
値に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られま 
せん。 

「設定を初期化する」 （153 ページ） を参照してください。 


プリンタドライバの動作環境 

Windows Vista 日本語版の動作するコンビユータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフェ- 

向パラレルインタフェースを搭載している機種 


-ス/双方 


© 


日本語版以外の OS には対応していません。 


プリンタドライバのセツトアツ 


ご使用のインタフエースケーブルでのセットアップ手順に従って 
セットアップしてください。 

Administrator の権限（コンビユータの管理者の権限）が必要です。 
すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 8480SU2 シリーズプリ 
ンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセツ 
トアップを行ってください。 


[ USB インタフェースケーブルを使用します] 
〈インストーラを使用してセットアップを行います〉 

(S) 


セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷コンピュータの電源を〇 N にし、 Windows Vista を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライプにセットします。 

❹しばらくすると、『自動再生』の画面が表示されますので、 『Autorun.exe の実 
行』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブにセットしてもなに 
も表示されない場合は 「D : ¥Aut;o「un.exe」 をタブルクリックしてください。 
(CD-ROM ドライブが D: の場合） 



windows Vista 環境で使用する 
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3 ホストコンピュータに接続する 


W W 



□ □ □ □ , 


©『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されますので、『続行』をクリックし 
ます。 


ユーザーアカウント制御 


j プログラムを槎行するにはあなたの許可が必要で T 


あなたが閎始したプログラムである場合は、模行してください • 

■ 


回 


DemoShield Multi-CD Launch 
Oki Data Corporation 




綾行 (C) 


ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎま 


©『使用許諾契約』の画面が表示されますので、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


ブリン如付届の CD-ROM に含まれて C 浴ブロラム疣€し、 Acrobat 
Reader 識も此す5> ぉょ诉キュメンテ-ショソま株式会出中デ'-術 
は' 沖デ-夕との間で本契約別 
98用、 Windows Me 用、 Wind。， 
Windows Me/98 用 USB ドラ 


似下、漱-处いぅ〉が提供す5ものです。ブログラムぉょ U ドキュメンテ'-ショ J 

プ时ラム4インストルした時点で、 fc 客様は、;' 

ブリンタドテ (^(Windows 95用、 Windows 98用、 Windows Me 用、 Windows NT4J0 用、 Windows 2000用、 Windows XP 用、 Windows J 
2003用、 Windows Vista 用〉、 OKI DIPUS、Windows Me/98 用 USB ドライバおよ U 聞速する説明資料は、沖デー鄉檯供狗も①で 1 


苯、カトウIアに対応す S 沖データブリン摊所有 t 拂合に限り、当孩カン如 


濟蟲 f 成、コ- 


■ il ' ■■戀搬纖_鹽 

纖 ㈣ 織罐鶸黯飄 W 藤腿ません。 

戀靈纖 I 臓羅戀驗■画顧織す。 こ麵瞧画 I 

txj 拜意しない 


©以下の画面が表示されたら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバの 
インストール』をクリックします。 


OKI 



©『口ーカル/ネットワーク』の画面が表示されたら、『口ーカルプリンタ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になる 
には、オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 



windows Vista 環境で使用する 
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WWW 



□ □ □ □ , 


©『ポートの選択』の画面が表示されたら、 rusBj を選択し、『次へ』をクリック 
します。 




OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


ブリンタがつながってい5ポートを逞択してください。 


ポート I兑明 


LPT1： 

LPT2： 

( a ) 


ローカルボー f 

ローカルポ'-卜 
口ーカルポート 
Universal Serial Bus 
ローカルポート 


注:通常、ブリンタはパラレルポー KLPT1) (こつながっていま言。もし、 USB ケーブルを使っ 
ていれは、 US 日を逞択してく妓い。 

キャンセル」一へルブ_| 


戻 5( E^J ) WN ) > J J ^ 


©『モデルとエミュレーシヨンの選択』の画面が表示されたら 、 『OKI MICROLINE 
8480 SU 2- RJ を選択し、『次へ』をクリックします。 


モデ彡レとェ5ユレーシヨンの遢« 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


r プリンタの榴種名を逞択してください。 q 

1 

1 [OKI MICROLINE 8480SU2 





使用するブリンタドライノ如種類を逞択してくださ U : 


法.:どの^^ライ折すればいいかわからない場合は、 


^CE^J »a(JsD> | ) 


キ v リセル」 ヘルブ I 


® 『ケープルの接続』の画面が表示されたら、ステップ1、ステップ2の指示に従 
います。 

(ケープルを接続する際には、パラレルインタフェースケーブルが同時接続され 
ていないことをご確認ください。） 


挪説明に従って、離して游い。 


ステ9ブ1:書リン知！源が OFR；： なってい5こと4確認して、 ID ビュと格続しま 
ステ?ブ2ブリン知電源奄 ON にします。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


<戻的） j ■) 欠へーキャンセル」 [ ヘルプ z 


©『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インス!ルが終 
了しました。 

『完了』をクリックします。 


プリンタドライバのインストール完了 




OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


ブリンタドライパは、インストルされました。 


キャンセル _] _ヘルブ 


windows Vista 環境で使用する 
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3 ホストコンピュータに接続する 


w W 



□ □ □ □ , 


〈プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います〉 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュ- 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 


㉝ 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になつていることを確認します。 

❷ USB ケープルを接続します。 

※パラレルインタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認くだ 
さい。 

❸プリンタの電源を〇 N にします。 

❹コンピュータの電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

©『新しいハードウエアが見つがりました』の画面が表示されますので、『ドライ 
バソフトウェアを検索してインストールします（推奨)』を選択します。 


E 3 新しい八ードウエアが見つかりました 


IBI 


OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480 SU 2- R のドライパソフトウェアを 
インストールする必要があります 


ifp ドライパソフトウェアを検索してインストールします（推奨 ) (U 
I このデパイスのドライパソフトウェアをインストールする手順をご案 

内します • 


4 後で再確認します(色） 

次回デノ〔イスをプラグインするときまたはデノレ r スに□クオンすると 
きに、再度確認メッセージが表示されます。 

轡このデパイスについて再確認は不要です(〇) 

このデノ(イスは、ドライノ （ ソフトウェアをインストーノレ T るまでは動 
作しません。 


[ キャンセル ] 


©『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』をクリックします。 


ユーザー アカウント制御 


1 続行するにはあなたの許可が必要です 


あなたが閎始した提作である場合は、接行してください ■ 

01 


デノ(イスドライノてソフトウェア flK ンストーノレ 
Microsoft Windows 


⑻獅 ( D ) 


|[ mac) 


ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎます。 


❼ 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480 SU 2- R のドライバソフトウェアを才 
ンラインで検索しますが』の画面が表示された場合は、『オンラインで検索しま 
せん』を選択します。 
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□ □ □ □ , 


❽ 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480 SU 2- R に付属のディスウを挿入して 
ください』の画面が表示されますので、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - 
ROM ドライプにセットします。 


ぃ-) M 新しいハードウエアの検出- OKI DATA CORP OKI MICROUNE 8480SU2-R 

OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480SU2-R に付居のディスクを捶入してください 

デバイスに付属していたディスクがある場合は、今すぐ捶入してください ■ そのディスク上で 
ドライパソフトウェアが自動的に検索されます。 


國 


1^3 


► ディスクはありません。他の方法を試します⑴ 




© 『下の一覧がらハードウェアに最適なソフトウェアを選んでください』の画面が表 
示されますので 、 『OKI MICROLINE 8480 SU 2 -R 113.0.0 OKI d :¥ drivers ¥ vista¥..j 
を選択して『次へ』をクリックします。 ( CD - ROM ドライプが S の場合） 

^ 64 bit 版をご使用の場合は 、 『OKI MICROLINE 8480 SU 2 -R 1.13.0.0 OKI 
d :¥ drivers ¥ vista 64 ¥..J を選択します。 



© 『このデバイス用のソフトウェアは正常にインストールされました』の画面が表 
示され、インストールが終了します。『閉じる』をクリックします。 


kr) 皿 新しいハードウェアの検出 -OKI MICROUNE 8480SU2-R 


回 
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3 ホストコンピュータに接続する 


W w w 



□ □ □ □ , 


『新しいハードウエアが見つかりました』の画面が表示されない場合 

❿『スタート』-『コント□—ルパネル』-『システムとメンテナンス』 
-『デバイスマネージヤ』をクリックします。 


『システム』 







コンピュータの基本的な相 
Windows Edition _ 




® 『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』をクリックします。 


ユーザー アカウント制御 


様行するにはあなたの許可が必要です 


あなたが閎始した提作である項合は、提行してください ■ 


曝 


Microsoft 管理コンソー ノレ 
Microsoft Windows 




T(C) |f 丰 IP ンレ 


ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎます • 


® 『ほかのデバイス』の 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480 SU 2- RJ をマ 
ウスの右ボタンでクリックして、『ドライバソフトウェアの更新』を選択します。 


さデパイスマネージャ 
ファイルの提作 ( A ) 表示( V )〜レブ ( H ) 
キ 1 tM i:: I □ !Ll L3i!h 


© 『どのような方法でドライバソフトウェアを更新しますが』の画面で、『コン 
ピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します』をクリックします。 


、 血ドライ パ ソフトウェアの更新- OKI DATA CORP OKI MICROUNE & 

どのよ:うな方法でドライノてソフトウェアを検索しますか？ 


► 目動的に更新されたドライパソフトウェアを検索します (S) 

コンピュータとインターネツトでデパイス用の最新のドライパソフトウェアを 
検索します • 


^ コンピュータを参捏してドライノ〔ソフトウェアをネ 
ドライノ t ソフトウェアを手動で検索してインストー八 


を検索しま1 
ルします- 
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© /^uu\ /^uu\ 

WWW 



□ □ □ □ , 


® 『コンピュータ上のドライバソフトウェアを参照します』の画面が表示されます 
ので、プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライプにセットします。 

※ CD-ROM をセットした後、『自動再生』の画面が表示されたら「 X 」をク 
リックして閉じてください。 

その後、テキストボックスに次のように入力し、『次へ』をクリックします。 


© 『このデバイス用のソフトウェアは正常にインストールされました』の画面が表 
示され、インストールが終了します。『閉じる』をクリックします。 


Ur ノ Iドライパソフトウェアの更新- OKI MICROLINE 8480SU2-R 

ドライパソフトウェアが正常に更新されました • 

このデパイスのドライパソフトウェアのインストールを終了しました： 



ここでは CD-ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥Vista 


1^ f ドライパソフトウエアの更新- 0KIDATAC0RP0KIMICR0UNE8* 

コンピュータ上のドラィノ（ソフトウェアを参摄します。 


國 


r 次の場所でドライパソフトウェアを検索します：1 

I 

1 D:¥Drivers¥Vista 

▼ 夢！ 

圍サプフォ検索する⑴ 


i コンピュータ上のデバイスドライパの一見か5進択します (L) 

この 一M には、デパイスと互換性があるインストールされたドライパソフトウェア 
と、デ/^ィスと同じカテゴリ C あるすぺてのドラ*ソフトウエアが表示されます ■ 


1 

1 |次へ CEi) 1 | キャンセル 1 


_ 自動再生 

r^lfa IBI 


DVD / CD-RW ドライブ （ D :) OKI 

OKT 

10ソフトウェアとゲームに対しては常に次の動作を行う： 

プログラムのインストール/ n 行 

Uk-t Autorun exe の実行 

MjonL : より発行 

全般のォプション 

i フォルダを P 月いてファイルを表示 

W -ェクスブロ-ラ使用 

コ 、ノ ト□ールパネル T 自動再牛の既定を設字しま T 



windows Vista 環境で使用する 



43 
































3 ホストコンピュータに接続する 


w W 



□ □ □ □ , 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 
〈インストーラを使用してセットアップを行います〉 

㉞ 


セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷コンピュータの電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

❸パラレルインタフェースケープルを接続します。 

※ USB ケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

©しばらくすると、『自動再生』の画面が表示されますので、 『 Autorun . exe の実 
行』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセットしてもなに 
も表示されない場合は、 「 D :¥ Au 1: omn . exe 」 をダプルクリックしてください。 
( CD - ROM ドライプが D : の場合） 


i 自動再生 ibi 

DVD / CD-RW ドライブ ( D ：) OKI 

OKI 

0 ソフトウェアとゲームに対しては常に次の動作を行う： 
プログラムのインストール/ H 行 


Autorun exe の実行 


Oki Data Corporation により発行 


额のォプション 

k フォルダを P 月いてファイルを表示 

-ェクスブ□ぅ使用 

コ口ールパネル T 自動再牛の B 5. 定牙說定します 


©『ユーザー アカウント制御』の画面が表示されますので、『続行』をクリックし 
ます。 


ユーザー アカウント制御 


回 


) プログラムを綾行するにはあなたの許可が必要で T 


あなたが閎始したプログラムである場合は、模行してください ■ 


DemoShield Multi-CD Launch 
Oki Data Corporation 


® _ D ) 


I 続行 (C) 


ユーザー アカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎます。 


©『使用許諾契約』の画面が表示されますので、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 
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©以下の画面が表示されたら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバの 
インストール』をクリックします。 



❾『口ーカル/ネットワーク』の画面が表示されたら、『□一カルプリンタ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になる 
には、オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


□一カ ノレ/ ネヅトフーク 


ブリンタの掊続方法を以下から逞択してくださ0。 


ブリンタは、パラレルポ“卜か USB ポートに接続する予定で•ある。 


r ネットワ-クカンタ 

ブリンタは、ネットワークケ-ブルか他のコンピュ-夕に接続されている。 


OKI 


©『ポートの選択』の画面が表示されたら、 『 LPT 1 J を選択し、『次へ』をクリッ 
クします。 



® 『モデルとエミュレーシヨンの選択』の画面が表示されたら 、 『OKI MICROLINE 
8480 SU 2- R 』 を選択し、『次へ』をクリックします。 



-キゃンセル」_ヘルブ」 








































































® 『プリンタ名の入力』の画面ではプリンタ名を変更することができます。プリ 
ンタ名を変更したい場合は『プリンタ名の変更』をクリックし、『プリンタの設 
定』画面にて設定します。 

また、「通常使うプリンタ」に設定する場合は、チェックボックスにチェックを 
つけます。 

設定が終了したら、『次へ』をクリックします。 



® 『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了しました。 

『完了』をクリックします。 



〈プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います〉 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインタフェースケープルを接続します。 

※ USB ケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

©プリンタの電源を〇 N にします。 

❹コンピュータの電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

©『新しいハードウェアが見つがりました』の画面が表示されますので、『ドライ 
バソフトウェアを検索してインストールします（推奨)』を選択します。 
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©プリンタの電源を〇 N にします。 


































































©『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』をクリックします。 



❼ 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480 SU 2- R のドライバソフトウェアを才 
ンラインで検索しますが』の画面が表示された場合は、『オンラインで検索しま 
せん』を選択します。 



©『付属のディスクを挿入してください』の画面が表示されますので、プリンタソ 
フトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットします。 

m 

、 > j|][ 新しいハードウェアの検出- OKI DATA CORP OKI MICROUNE 8480SU2-R 

OKI DATA CORP OKI MICROUNE 8480SU2-R に付届のディスクを捶入してください 

デパイスに付属していたディスクがある場合は、今すぐ插入してください.そのディスク上で 
ドライパソフ ト ウェアが自動的に検索されます。 


4 ディスクはありません。他の方法を試します⑴ 



❾『下の一覧からハードウェアに最適なソフトウェアを選んでください』の画面が表示 
されますので 、 『OKI MICROLINE 8480 SU 2 -R 1.13.0.0 OKI d :¥ drivers ¥ vista¥..J 
を選択して『次へ』をクリックします。 ( CD - ROM ドライブが2の場合） 

^ 64 bit 版をご使用の場合は 、 『OKI MICROLINE 8480 SU 2 -R 1 J 3.0.0 OKI 
d :¥ drivers ¥ vista 64 ¥..J を選択します。 


























































©『 このデバイス用のソフトウェアは正常にインストールされました』の画面が 
表示され、インストールが終了します。『閉じる』をクリックします。 



『新しいハードウエアが見つかりました』の画面が表示されない場合 

❿『スタート』-『コント□—ルパネル』-『システムとメンテナンス』-『システム』 
-『デバイスマネージヤ』をクリックします。 



® 『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』をクリックします。 



® 『ほかのデバイス』の 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480 SU 2- R 』 をマ 
ウスの右ボタンでクリックして、『ドライバソフトウェアの更新』を選択します。 


蟲デパイスマネージャ r^ii a im 

ファィ_提作 (A) 表示(V)〜レプ (H) _ 

E 岭丨■旧 IB - r :! LlLi^!h 



暹択したデバイスのドライパソフトウェアの更新ウィザードを i 
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『どのような方法でドライバソフトウェアを更新しますが』の画面で、『コン 
ピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します』をクリックします。 


1^1 

( sj ) 1ドライパソフトウェアの更新 -OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480SU2-R 

どのよ 3 な方法でドライノてソフトウェアを検索します力\? 


♦ 目動的に更新されたドライパソフトウェアを検索します⑸ 

コンビユータとインターネツトでデパイス用の最新のドライパソフトウェアを 
検索します。 





® 『コンピュータ上のドライバソフトウェアを参照します』の画面が表示されます 
ので、プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライプにセットします。 

※ CD-ROM をセットした後、『自動再生』の画面が表示されたら「 X 」をク 
リックして閉じてください。 

その後、テキストボックスに次のように入力し、『次へ』をクリックします。 

ここでは CD-ROM ドライプが Q; の場合を例にしています。 

D:¥Drivers¥Vista _ 

※ 64bit 版をご使用の場合は、 rD:¥Drivers¥Vista64J と入力します。 


回 

G& 1ドライパソフトウェアの更新 -OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480SU2-R 

コンピュータ上のドライノてソフトウェアを参磨します • 


次の場所でドライパソフ ト ウェアを検索します： 


D:¥Drivers¥Vista 


囝 サブフカ!^も検索 T る⑴ 


♦ コンピュータ上のデノ(イスドライパの一覔から邏択します (L) 

この 一M には、デパイスと巨換性があるインストールされたドライパソフトウェア 
と、デパイスと同じカテゴリにあるすぺてのドライパソフトウェアカ_されます ■ 


「 次へ⑻ 1 L キャン仿レ 1 

















































3 ホストコンピュータに接続する 




© 『このデバイス用のソフトウェアは正常にインストールされました』の画面が表 
示され、インストールが終了します。『閉じる』をクリックします。 





□ □ □ □ , 


〈「プリンタのインストール」からセットアップを行います〉 

> セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントで□グオンしてください。 

©プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインタフェースケープルを接続します。 

※ USB ケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸コンピュータの電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

©『スター ト』-『コントロールパネル』-『プリンタ』をクリックします。 

©『プリンタのインストール』をクリックします。 



©『口ーカルプリンタまたはネットワークプリンタの選択』の画面で、『口ーカル 
プリンタを追加します』をクリックします。 
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© /^ uu \ /^ uu \ 

WWW 



□ □ □ □ , 


©『プリンタポートの選択』の画面で 『LPT (プリンタポート）』を選択し、『次 
へ』をクリックします。 



©『プリンタドライバのインス!ル』の画面が表示されますので、『ディスク使 
用』をクリックします。 


❹ ，フ 


回 


P ドライパのインストール 


^■魏縱漱為霞し■驟 


穿 OKI MICROLINE 5320SV 
^OKI MICROLINE 5340HE 
: ROLINE 5350 SE 
11TNF S4fin POI 0 


S^OKI MICROLI 卜 
f^OICT MTnROI TN 


[) ドライパはデジタル署名され TX 
ライパ名が垂垔む珣由 


!■ 次^ Oi) I [ 


❾『フロッピーディスクがらインストール』の画面が表示されますので、プリンタ 
ソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

※ CD - ROM をセットした後、『自動生成』の画面が表示されたら「 X 」をク 
リックして閉じてください。 

その後、テキストボックスに次のように入力し、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥Vista 


※ 64 bit 版をご使用の場合は、 rD :¥ Drivers ¥ Vista 64 J と入力します。 


フロツビーディスクからインストール 

^ &界® K 紛兹 itei 聽&し歡 




□ 


製造元©ファイルの]ビー元(〇> 
D：¥Drivers¥Vista 


匚キャンセル I 


L 参照 (B)-_ ] 


❿『プリンタドライバ』の画面で 『OKI MICROLINE 8480 SU 2- RJ を選択し、『次 
へ』をクリックします。 


m 


^ #プリンタの追加 

プリンタドライパ 0K ンストール 

. 臟觸昆微■ど娜鹽聽獄觉 


I ^OKI MICROLINE 8480SU2 

9 gQ 2! SSS 93 BSB 3 


このドライノ似デジタル署名されていま寸。 

找ノ j V / n 至セ: h ' {壬面ナ邮由 
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3 ホストコンピュータに接続する 


W W 



□ □ □ □ , 


® 『プリンタ名を入力してください』の画面ではプリンタ名を変更することができ 
ます。プリンタ名を変更したい場合は、新しいプリンタ名を入力し、『次へ』を 
クリックします。 



©『ユーザー アカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』をクリックします。 


ユーザーアカウント制御 


I 綾行するにはあなたの許可が必要です 


あなたが閎始した操作である項合は、綾行してください • 

^プリンタドライパソフトウェアのインストール 

⑨ _(D) 




キヤンセル 


ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎます • 


©『OKI MICROLINE 8480 SU 2- R が正しく追加されました』の画面が表示された 
ら、『完了』をクリックします。 

テストページを印刷したい場合は、『完了』をクリックするまえに『テストペー 
ジの印刷』をクリックします。 
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印刷条件の設定 


用紙/品質タブでの設定 


デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当 
てます。給紙方法で「自動選択」 
を指定したとき、同ーサイズの用 
紙を複数の給紙方法に割り当てな 
いでください。 


このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 
•手差し 

•前カツトシートフイーダ 
•後カツトシートフイーダ 
•フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 


•「自動選択」のまま印刷すると、 
デバイスの設定タブで、同じ用 
紙サイズが割り当てられている 
給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割 
り当てられていない場合、手差し 
で印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印 
刷済みの用紙を排出してくださ 
い0 












































詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙 
/品質」タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことに 
より表示されます。 

「用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

• アプリケーションによっては、 
「詳細オプション」画面での設 
定より、アプリケーションソフ 
卜の用紙設定での設定内容が優 
先されます。 


OKI MICROLINE 8480 SU 2 -R 謀袖オプション 


1 ^ 


OKI MICROUNE 8480 SU 2- R 詳袖なドキユメントの設定 
$ - 用衝出力_ 


(= l-|iiil 


グラフイツクス 
印刷品黄：180 > 


180 dots p€r inch 


^ドキユメントのオプション 
誶細な印刷機能 ： sm 

シートごとのページレイアウト： p 卜から右方向 
•…ノ v —フ I ^ーン： 自動逞択 
印刷の最適化 ： mu 
日 it プリンタの機能 

出力トレ 〆 ： 指定なし - 


匕: 


印刷品黄： 高至 ! f (面方向印字） 


印刷品質 


「出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 
• 指定なし：プリンタの操作パネ 
ルで設定した排出方 
法になります。 

• テープル：テープル側に排出し 
ます。 

• スタツカ：シートスタツカ側に 
排出します。 


印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 

• 高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 


⑩ 


印字速度はプリンタ本体（操作パネル）の設定が優先されます。 
そのため、確実に印字速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以下の表の通りとな 
ります。 



印字 データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

_密度 

内蔵フォン ト 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォン ト 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字を行 
うため、高密度印字（通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 
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カスタム用紙サイズの設定 

任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 

〇『スタート』-『コントロールパネル』-『プリンタ』を開き、画面上で右クリック後、 
さらに、『管理者として実行』-『サーバーのプロパティ』を選択します。 



©『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』をチェックし、寸法を入力します。入 
力後、『用紙の保存』をクリックします。「用紙規格および印字範囲」の範囲で 
使用してください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙サイズを作成しても、プリンタドラ 
イバで選択することはできません。 


•高さは1/6インチ単位で設定してください。 



㉔ 


〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6インチ単位以外に設定し 
た場合には実際の用紙サイズと OS 内部で管理している用紙サイズ 
に差が生じます。そのため、思いどおりの印刷結果が得られない場 
合があります。 


©作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


フォントの指定 

• 本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 
[Courier ( lOcpi )〕!、〔 OCR-B (1 〇 cpi)〕 、 〔Roman ( lOcpi)〕 、. 〔Sanserif ( lOcpi )〕 
の 8 種類のプリンタフォントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ 
同じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 
• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明 
朝〕の縦横2倍）の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 





















































プリンタの設定 


Windows Server 2◦〇3から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場 
出荷時の値に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を 
得られません。 

「設定を初期化する」 （153 ページ） を参照してください。 


プリンタドライバの動作環境 


Windows Server 2003日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で USB インタフェース/双方 

向パラレルインタフエースを搭載している機種 


⑩ 


日本語版以外の〇 S には対応していません。 


プリンタドライバのセットアップ 




ご使用のインタフェースケーブルでのセットアップ手順に従って 
セットアップしてください。 

Administrator の権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 
プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライバに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 8480SU2 シリーズプリ 
ンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセッ 
トアップを行ってください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 


[ USB インタフェースケーブルを使用します] 
〈インストーラを使用してセツトアップを行います〉 




セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

© コンピュータの電源を ON にし 、 Windows Server 2003を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライプにセットします。 

©しばらくすると、『使用許諾契約』の画面が表示されますので、契約内容をよく 
お読みになり、『同意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブにセットしてもなに 
も表示されない場合は 「 D : ¥ Aut ; o 「 uri . exe 」 を夕''プルクリックしてください。 
( CD - ROM ドライブが D : の場合） 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


と^!以下、沖デう〉が椹併す热のです。プ〇クラムおよ U ドキュメンテ-ション 
ブロクラムをインストルした B 寺点で、お客櫬 J、 沖デ-夕と順で本契約が成立し、本契約粂項の拘束授け5ことに同意したものと見なされます。 

ィパ、 Macintosh 用 タドラィパ％ KI LPR ュどティリティ (WindotnOT 用^ Windows' NT4.0 用、 Windows afoofe, Windows 

r 2003用）、 Network Extension (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows XP/Server 

トウ I アに対応狗沖デ'- $ ブリン饨所有す 5 場合に限り、当該ブリンタに直傲た (J ネットワークを通じて接続され玢复数のコンピュータ 

逆] 遞 k 逆 7 ^ 織 0 ことに同意しまも 

⑸お客様には本契約で.認められた梅利纖き、本リフトウェアに閎莳い獅榷利も付与されません。 

K 麵儀 S 戀缀 S 鼸点 w ®® す。咖 


なお、説明の中では使用するプリンタは ML 8480 SU 2- R を例にしています。 


3ホストコンピュータに接続する 


© /.DD \ \ f UU \ 

W w 

Windows Server 2003環境で使用する 



□ □ □ □ , 
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© /^uu\ /^uu\ 

WWW 



□ □ □ □ , 


©以下の画面が表示されたら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバの 
インストール』をクリックします。 

- 1 I x 1 

OK 夏 

PRINTING SOLUTIONS 




©『□一カル/ネットワーク』の画面が表示されたら、『□—カルプリンタ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になる 
には、オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 



©『ポートの選択』の画面が表示されたら、 rusBj を選択し、『次へ』をクリック 
します。 



©『モデルとエミュレーシヨンの選択』の画面が表示されたら 、 『OKI MICROLINE 
8480 SUR 2- R 』 を選択し、『次へ』をクリックします。 


I ゴリンタの機種名を逞択してください。： 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


使用するプリン外•ライノ奶種類を逞択い:ください。： 


銶瓣のラまイ總趨 t ⑽綱 ㈣ 


<戻る® ;欠へ ( N )> キゃン fc ) レ」 へ J レブ j 
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©『ケープルの接続』の画面が表示されたら、ステップ1、ステップ2の指示に従 



©『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了しました。 

『完了』をクリックします。 



〈プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います〉 

• プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの検出 
ウィザード』から行います。『プリンタと FAX』 フォルダ内の『プ 
リンタのインストール』からはセットアップできません。 

• セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユー 
夕の管理者の権限） を持ったアカウントでログオンしてください。 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認くだ 
さい。 

❷ Windows Server 2003を起動します。 

すでに Windows Server 2003が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』画面が表示されるので、『一覧 
または特定の場所からインストールする（詳細)』をチェックして、『次へ』を 
クリックします。 

※『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』が表示されない場合は、 
USB インタフェースケープルを接続し直してください。接続し直しても画 
面が表示されない場合は、©へ進みます。 
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B 〶 



□ □ □ □ , 


『新しいハードウエアの検索ウィザードの開始』画面が表示され 
ない場合 

©『スタート』一『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プロ 
パティ』を選択します。 

©『ハードウエア』タブの『デバイスマネージャ』をクリックします。 


❾『その他のデバイス』の 『OKI DATA CORPOKI MICROLINE 8480 SU 2- R 』 を 
マウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 




©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットし、『次の場所を 
含める』のみをチェックして次のように入力し、『次へ』をクリックします。 


枝索とインストール (D オプションを還んでくださ〇〇 


曾 


^次の埸所で•最適のドライパを検索する⑤ 

リム^ルメディ卿•⑽ら検索で•き执検麵た最通の ドラ 


f 17次の塌所を含める (Q〉 ： | 

七へ CD-ROM など〉を検索 (M) 

| 

1 |D：¥Drivers¥Win2003 1 

q 参照® | 


へ 検索しないで、インストールするドライバを逞択する迫） 

一覧からドライパを逞択寸るには、このオブシヨンを逞 U ま寸。逞択されたドライパは、ハードウ: E アに最適のもの 


e や 


キャンセル J 


©『新しいハードウエアの検索ウイザード』画面で『完了』をクリックします。 



©『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完 
了となります。 


» g" HH； -Ini x| 

ファイル©編集⑥表示祕 

お気に入り⑻ツール® ヘルブ 41) 

1 念 

〇戻5，〇 • 浼 | , 検索 D フオル9 | .. - X | ^ 

アドレス® ブリンタと FAX 


z\ 0 移肋 

プリン娜加 

\ Vw OKI MICROLINE 8480SU2-R 
^0 準備完了 


|2個のオブジ：：クト 




|逞択したデパイスのドライパを則除します 0 


和叫 叫 函# 



ファイル(£〉棟作⑻表示⑻ヘルブ⑻ 


ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 2003 


ユ J21J 


全般丨コンピュータ名ハードウIア丨詳細設定丨自勖更新|リモート| 
1 トドウIア①追！ 

笼 r 1 


.ハードウIアの追加ウィザードー 

ドウがの追加ウイザ~ドを使うと、ハ~ドウ:[ァ①インスト-ルができま 


八-ドウIアの追加ウイザ-ド⑻ 


m s 齡綠コま綱激龙娜彻 M 

ロパティを変更できます。 


ジやを使って、各デバイスのブ 


テハイスマネ-ン VP . 


厂八ードウ;!アブロファイルー 


4^す5こと■ま寸。 


ドウ;!アプロファイルを使うと、別 0W トドウ: E アの梅成を設定し、格納 


ハードウIアブ□ファイル©」 


キャンセル J 適用 ( 6 ) 


i L' 


システムのブ□パティ 
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©『その他のデバイス』が表示されない場合は、『表示』メニューの『非表示のデ 
バイスの表示』を選択し、『プリンタ』の [OKI DATA CORPOKI MICROLINE 
8480 SU 2- R 』 をマウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 


©『デバイスの削除の確認』画面で rOKJ をクリックし、『デバイスマネージャ』 
を閉じます。 

©『システムのプ□八°テイ』画面で rOKJ をクリックします。 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 

〈インストーラを使用してセットアップを行います〉 

X. 、セットアップを 行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

❶プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインタフェースケープルを接続します。 

X USB ケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸コンピュータの電源を〇 N にし 、 Windows Server 2003を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

©しばらくすると、『使用許諾契約』の画面が表示されますので、契約内容をよく 
お読みになり、『同意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセツトしてもなにも 
表示されない場合は rD :¥ Autorun . exeJ を夕'プルクリックしてください。 
( CD - ROM ドライブが D : の場合） 


© Windows を再起動し、『新しいハードウエアの検出ウィザード』開始画面から 
再セツトアップします。 


OKI 


证相〉 te ょびドキュメンテ-ション琳式会社沖デ4(以下、沖デ-処、 
はインストール urn 点で、； 


:〇う〉が椹併するもので•す 
f. 勺条項の拘束を受けるこ; 


プリンタ(こ付届® CD-R0I 
Reader は除くものとす 5) 

プ□クラムをインスト-ルし 

Windows Me/98 用ブリン外ライ.パ、 Windows NT4.0 用ブリン外 W パ、 Windows 2000用ブリン$ドライル Windows XP/Ser 
ライパ、 Macintosh^ ナ J ンタドライバ、 OKI LPR ユーティリティ (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 20C 
ir 2003用）、 Network Extension (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows XP/Serve 
NIG 設定ツール (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows XP/Server 2003用、 Macir 
ファイル、 Windows Me/98 用 USB ドライバおよ！)現速す盔兑明資料は、沖デー鄉提供するもので•す。 


:リフトウIアに対応す5沖デ'-$ブリン妓所有狗場合に限0、当該ブリンタに直概たはネ9トワークを通じて接続され玢复数©ピュータI 

離 f 成、コ- m 


b ■は、本リフトゥ 

逆]遞⑩⑽咖 

(5> お客様には本契約で iS められた梅利を除き、本ソフトウIアに閎■^い加ぬ榷利も付与されません。 

S & 顧 S 繼戀 II ® 齒ゐ 

d. ^I]P _ 

x 间意しな u I » J 
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© /^uu\ /^uu\ 

WWW 



□ □ □ □ , 


©以下の画面が表示されたら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバの 
インストール』をクリックします。 

- 1 I x 1 

OK 夏 

PRINTING SOLUTIONS 




©『□一カル/ネットワーク』の画面が表示されたら、『ローカルプリンタ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になる 
には、オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


2Si 

プ U ンタの接続方法を以下から逛択してください。 


0EM2E1 

I ブリンタは、ノ行レルボートか USB ボこ接続する予定 • 


C ネットワークブ U ンタ 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


I) yk へ |1 キゃン t； ル | ヘルブ | 


©『ポートの選択』の画面が表示されたら、 『 LPT 1 J を選択し、『次へ』をクリッ 
クします。 


ゴリン5；0"、つな»くって (• るボートを逛折じ C ください。 


〇= 

LPT3： 

USB 


□一ル求 11 f 

ローカルボート 
ローカルボート 
Universal Serial E 


もし、阶 

<R5<B) If 次へ (N)> キャンセ^ | ヘルブ | 


❾『モデルとエミュレーシヨンの選択』の画面が表示されたら 、 『OKI MICROLINE 
8480 SUR 2- RJ を選択し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


W W 



□ □ □ □ , 


©『プリンタ名の入力』の画面ではプリンタ名を変更することができます。プリ 
ンタ名を変更したい場合は『プリンタ名の変更』をクリックし、『プリンタの設 
定』画面にて設定します。 

また、「通常使うプリンタ」に設定する場合は、チェックボックスにチェックを 
つけます。 

設定が終了したら、『次へ』をクリックします。 


1 

「ゴリンタフォルダ」で表示されるゴリンタ名を変更する埸合は、「プリンタ名の変 
更_|をクリックしてください。 

「通常使ぅブリン 5JI こ設定する堳合は、チェックポックス1こチェックを付けてくだ 

ゴリン5名 1 1 


ゴリンタ名の変更 

OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


<戻 5® | |次へ® > |1 キゃンセル1 AJ レブ1 

- 1 1 - 


「プリンタ名の設定 

「ブリンタフォルダ」で表示される名前を設定できます。 
(OKI MICRO LINE 8480 SU2-R _01 


キャンセル」 


® 『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了しました。 

『完了』をクリックします。 



〈プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います〉 

⑩ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの検出 
ウィザード』から行います。パラレルインタフェースで Windows 
Server 2003と接続する場合、『プリンタのインストール』では正 
しくセットアップできません。プリンタのインストールでセット 
アップすると、 Windows Server 2003を起動するたびにプラグア 
ンドプレイでのセットアップ画面（新しいハードウェアの検出ウィ 
ザード）が表示されますので、必ずプラグアンドプレイでセット 
アップしてください。 

セツトアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユー 
夕の管理者の権限） を持ったアカウントでログオンしてください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルケープルを接続します。 

©プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフエースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 
❹ Windows Server 2003を起動します 0 

すでに Windows Server 2003が起動している場合は、再起動してください。 

『新しいハードウエアの検索ウィザード』が起動するので、『一覧または特定の 
場所がらインストールする』を選択し、『次へ』をクリックします。 


新しい A -ドウ： r アの検索ウィザードの開始 

こ©ウィザードでは、 ' Am - ドウ I アに必要なリフトウ： t アをインストルします： 
OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480SU2-R 

^ も孤珊入温，ゎ□，ビィィ 

ィンストル方法を還んでください0 

■ 一實または特定の場所からインストルする mm ® ) 

続行するには、はべ]初リ妁してくださ0。 



I [j ;_)> ] I 


キャンセル J 
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® プリンタの電源を〇 N にします。 


























































©『次の場所で最適のドライバを検索する』を選択し、『リムーバブルメディア(フ 
□ツビー、 CD - R 〇 M など）を検索』のチェックを外します。 


©『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完 
了となります。 


『次の場所を含める』にチェックを付け、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を 
CD - ROM ドライブへセツトし、次のように入力して『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 2003 



^次の埸所で•最適のドライパを検索する⑤ 

リム^ルメディア 加 •■検索で•きます。検索された最通のド 5 


叩ツビへ CD-ROM など〉を検索 M 


参照 (E) | 


へ 検索しないで、インストール言るドライパを逞択吉る® 

一覧からドライパを逞択するには、このオプションを逞 U ま寸。逞択されたドライパは、ハードウ: E アに最適のもの 



く戻る迫) fn 


ーキゃンセル j 


©『新しいハードウエアの検索ウイザードの完了』画面で、『完了』をクリックし 
ます。 















































印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 




全胺|共有|ポート I B 細設定|セキュリティデパイスの設定| 


DKI MICROLINE 8480SU2-R デパイスの設定 


白感給紙方法と用紙の割り当て 
手差 UM 
前 to トシ-トフ Hr ': M 
後カットトトフイ ' M 


フロントトラ妁フィザ 使用しない 
リアトラ W フ严矿 使用しな〇 


給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当 
てます。給紙方法で「自動選択」 
を指定したとき、同ーサイズの用 
紙を複数の給紙方法に割り当てな 
いでください。 


用紙/品質タブでの設定 


このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 


レィァゥト用紙/品質| 


J 军細設定切 …I 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し 

•前カツトシートフイーダ 
•後カツトシートフイーダ 
•フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 

•「自動選択」のまま印刷すると、 
デパイスの設定タブで、同じ用 
紙サイズが割り当てられている 
給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割 
り当てられていない場合、手差し 
で印刷します。 

籲給紙方法を切り替えるときは、印 
刷済みの用紙を排出してくださ 
い0 
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詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙 
/品質」タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことに 
より表示されます。 


I MICROLINE 8480SU2-RPS ■オプション 


DKI MICROLINE 8480 SU2-R 詳細なドキュメントの設定 


D 用紙/出力 

用紙サイズ : M - 

グラフィックス 

印刷品質: 180 x 180 dots p. 
Dib ドキュメントのォブション 
詳細な印刷棟能 
ハーフトーン:！ 

印刷の最適化:有幼 
日洗ブリンタの機能 

出力トレイ: 指定な I 


ユ J 2 S 1 


5戀 :撤 

./： 白射 liM 祈 


印刷品質: 高密度(兩方向印字) 


キャンセル 


印刷品質 


「用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

• アプリケーションによっては、 
「詳細オプション」画面での設 
定より、アプリケーションソフ 
卜の用紙設定での設定内容が優 
先されます。 

「出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 
• 指定なし：プリンタの操作パネ 
ルで設定した排出方 
法になります。 

• テー プル： テーブル 側に排出し 
ます。 

• スタツカ：シートスタツカ側に 
排出します。 


印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 

• 高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 


印字速度はプリンタ本体（操作パネル）の設定が優先されます。 
そのため、確実に印字速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以下の表の通りとな 
ります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

_密度 

内蔵フォン ト 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォン ト 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字を行 
うため、高密度印字（通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 



































3 ホストコンピュータに接続する 


W W 




カスタム用紙サイズの設定 

任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 

〇『マイコンピュータ』-『プリンタと FAX 』- 『ファイル』-『サーバのプロパティ』 
を選択します。 



©『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』をチェックし、寸法を入力します。入 
力後、『用紙の保存』をクリックします。「用紙規格および印字範囲」の範囲で 
使用してください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙サイズを作成しても、プリンタドラ 
イバで選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定してください。 

i ?lj<J 

用紙|ポ-卜丨ドライバ丨詳細設定 I 



〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6インチ単位以外に設定し 
た場合には実際の用紙サイズと〇 S 内部で管理している用紙サイズ 
に差が生じます。そのため、思いどおりの印刷結果が得られない場 
合があります。 

©作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


フォントの指定 


本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 
[Courier ( lOcpi )〕 、〔〇 CR-B (10 cpM、〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔Sanserif ( lOcpi )] 
の 8 種類のプリンタフォントを搭載しています。 

プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ 
同じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 
〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明 
朝〕の縦横2倍）の指定はできません。 

レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらがじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 
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WindowsXP 環境で使用する 


プリンタの設定 


[ USB インタフエースケーブルを使用します] 


WindowsXP から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値 
に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「設定を初期化する」 （153 ページ） を参照してください。 


〈インストーラを使用してセットアップを行います〉 


⑱ 


セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 


プリンタドライバの動作環境 


❶プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 
❷コンビュータの電源を ON にし、 WindowsXP を起動します。 


WindowsXP 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で USB インタフエース/双方 
向パラレルインタフェースを搭載している機種 


㉝ 


日本語版以外の 0S には対応していません。 


プリンタドライバのセットアップ 


⑩- 


ご使用のインタフェースケーブルでのセットアップ手順に従って 
セットアップしてください。 

Administrator の権限（コンビユータの管理者の権限）が必要です。 
プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライバに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 8480SU2 シリーズプリ 
ンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセツ 
トアップを行ってください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセットします。 

©しばらくすると、『使用許諾契約』の画面が表示されますので、契約内容をよく 
お読みになり、『同意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットしてもなにも 
表示されない場合は rD :¥ Autorun . exeJ をタブルクリックしてください。 
( CD - ROM ドライブが Q ; の場合） 


OKI 



なお、説明の中では使用するプリンタは ML 8480 SU 2- R を例にしています。 























©以下の画面が表示されたら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバの 
インストール』をクリックします。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 




©『□一カル/ネットワーク』の画面が表示されたら、『□一カルプリンタ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になる 
には、オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


プリンタの接続方法を以下から逞択してください。 


プリンタは、； i ラレルボートか USB ボート1こ掊続する予定である。I 


' ネットワークブリン5 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


_キゃン セル」 _ヘル ブ」 


©『ポートの選択』の画面が表示されたら、 rusBj を選択し、『次へ』をクリック 
します。 


. プリン知^つながってし心ボートを逞択じ C ください0 


im 

□一カルボ 


ローカルボこ？ 

ローカルボート 
ローカルボート 
Universal Serial Bi 
ローカルボート 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


ゴ)レ？使っていれば、 USB を通折じ C ください 


:つな ff って法す。もし USB ケー 


_<戻 3>@，）欠へ姐)> キャンセル J _ヘルブ_| 


©『モデルとエミュレーシヨンの選択』の画面が表示されたら 、 『OKI MICROLINE 
8480 SUR 2- R 』 を選択し、『次へ』をクリックします。 
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© /^ uu \ /^ uu \ 

viz W W 



□ □ □ □ , 


©『ケープルの接続』の画面が表示されたら、ステップ1、ステップ2の指示に従 
います。 

(ケープルを接続する際には、パラレルインタフェースケープルが同時接続され 
ていないことをご確認ください。） 


■兑明に従って、揀作してく m 、。 

. ステップ1:プの電源が OFF になっていること£確認じ C、 コンビュー处接続 
. ステップ2:プリンタの電源を ON にします0 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


©『プリンタドライバのインス!-ール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了しました。 

『完了』をクリックします。 


ブリン外.ライパは、インストールされました。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


—ヘルブ_| 


〈プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います〉 


⑱. 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出 
ウィザード』から行います。『プリンタと FAX』 フォルダ内の『プ 
リンタのインストール』からはセットアップできません。 
セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユー 
夕の管理者の権限） を持ったアカウントでログオンしてください。 


〇プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認くだ 
さい。 

❷ WindowsXP を起動します。 

すでに WindowsXP が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』画面が表示されるので、『一覧 
または特定の場所からインストールする（詳細)』をチェックして、『次へ』を 
クリックします。 

※『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』が表示されない場合は、 
USB インタフェースケープルを接続し直してください。接続し直しても画 
面が表示されない場合は、©へ進みます。 


新しい A -ドウ I アの検索ウィザードの開始 


このウィザードでは、施トドウ: E アに必要な、カトウ: E ア奄インストルします： 
OKI DATA CORPOKI MICROLINE 8480SU2-R 



公鱗麟屈縱級 D3 


インストル方法を逞んでください。 


f £画謂重_腿碰二勝 
続行君るには、 D 欠べ]をクリックしてください。_ 


r 


[ ;欠へ烛> J IIキゃンセル 
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ホストコンピュータに接続する 


W W 



□ □ □ □ , 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブへセットし、『次の場所を 
含める』のみをチェックして次のように入力し、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライブが巳の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥WinXP 


技索とィンスト-ル®ォプション紐んでく £さ U* 

® ⑽埸所で.最通のドライノ掩検索する@ 

物ク^^|_て、リム-パカレメディアや口-カルパスから検索できま寸。検索された最適のドラ 


f 0 次の塌所を含める必 i 

•' CD-ROM など〉を検索 (M) 

1 D：¥Drivers¥WinXP 1 

^1 




V： r 争照 (s) 1 


〇 検索しないで.、インストルするド，{パを逞折 

■離こ 财プシ 3 ンを雜す。膳れ びライ編密 1 アに最獅 6 の 


t < 卿 |ll 


|[ ;欠へ烛> J IIキャンセル 丨 


©『新しいハードウエアの検索ウイザード』画面で『完了』をクリックします。 



新しいハ-ドウエアの検索ウィザードの完了 


次のハ'-ドウIアのリフトウIアのインストールが完了しました： 
OKI MICROLINE 8480SU2-R 


姿 


院了]をクリックするとウィザ-ドを閉13ます。 


Ej H — 完7 — 11 J 


キャンセル ) 


©『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完 
了となります。 



『新しいハードウエアの検索ウィザードの開始』画面が表示され 
ない場合 

©『スタート』一『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プロ 
パティ』を選択します。 

©『ハードウエア』タブの『デバイスマネージャ』をクリックします。 


全股コンピュータ名ハ-ドウエア mmm システムの值元自動)更新リモート 


「ハードウ：1ア®追加ウィザ-ド—— 

ードウ;！アの追加ウイザードを使うと、ハ—ドウ I アのインストルがで•きま 


D: ド 1 


[ ハードウ：[アの追加ウイザ-ド < H ) ) 

總驢 SP : 刑 


r デバイスマネ-ジャ—— 


I ドライパの署名 <£) 


デバ d ジゃ(¢7 j 


"トドウ：！:アブ D ファイル ーー 

ードウ；!アプ□ファイルを使うと、別卯トドウ：[アの構成を設定し、格訥 


命 %驅觀 r 


ハードウ I アブ□ファイル (£) 


I 0K 丨 [ キャンセル I 通用 (&:_ 


❾『その他のデバイス』の 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480 SU 2- R 』 を 
マウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 


ファイル©棵作⑻表示站ヘルブ肚 




甶■.也 DVD/CD-ROM ドライブ 

田 © IDE ATA/ATAPI コント□—ラ 
田令 USB (Universal Serial Bus) コントローラ 
由故キーポード 

$•■ 9 エ/ビュータ 

田€サウンド、ビデオ、およ U ゲームコント□う 
由 j システムデパイス 
B 9 その他®デバィス 

田分ディスクドライブ |ドライパの更新 ( E ). 

由… 8 ディスプレィァダブタ 
sm ネ9トワーウアダプタ 
田..癱ブ□セッサ 

田■■百フ〇ツビ-ディスクコントロ-ラ 


由4フロッピーディスクドライブ ブ□パテバ6> 

由…3ポート （GOM と LPT) 


IS 


マウスとそのほかのポインティングデパイス 
モニタ 


逞択したデバイスのドライバ娜 
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©『その他のデバイス』が表示されない場合は、『表示』メニューの『非表示のデ 
バイスの表示』を選択し、『プリンタ』の 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 
8480 SU 2- R 』 をマウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 



® 『デバイスの削除の確認』画面で rOKJ をクリックし、『デバイスマネージャ』 
を閉じます。 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 


〈インストーラを使用してセットアップを行います〉 




セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

© パラレルインタフェースケープルを接続します。 

X USB ケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸コンピュータの電源を〇 N にし、 WindowsXP を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライプにセットします。 

©しばらくすると、『使用許諾契約』の画面が表示されますので、契約内容をよく 
お読みになり、『同意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットしてもなにも 
表示されない場合は rD :¥ Autorun.exeJ をタブルクリックしてください。 
( CD-ROM ドライブが Q ; の場合） 

OK 夏 


® 『システムのプロパティ』画面で 『 OK 』 をクリックします。 

© Windows を再起動し、『新しいハードウエアの検出ウィザード』開始画面から 
再セットアップします。 


Readerfj 除く W 首る〉ぉ、ょびドキュ為-ションは<1^社沖デ-術下、-处いぅ〉が檯併す妹 <D で.す。ブ□クラムぉょびドキュメンテ-ション 
ブロ if ラム奄インスト'-ルし赖点で、お客様は、沖デー处の間で本契約成立し、本契約条項©拘束を受け5ことに同意した⑽と見なさ m す。 


^ ■. : ■ V ソノ'.:..マ 

2003用〉、 NIC 設定 ツール (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 

MIB 定義ファイル、 Windows Me/98 用 USB ドライバおよ UMtSi 

fc' 客観、本リフトウIアに対応す5沖デ'- WU ンタを所有す桃合に限り、当該カン 


2000用カン外Xパ、 Windows XP/S 
1e/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows : 

- I 丨 丨， : ■，- 

]0用、 Windows XP/Server 2003用、 Ma 
沖デ，椹併する■す。 

，ン切通接软はネ讣ワーケ 


いットワ-クぢ lb て接続され抑激の:！ンビュ- 


ータまたは沖データの W センサーにあ0ます。本リフトウIァの梅成、編成、： h 

既 If シ微叙ぅ觀觀だきません。 

奴邠な5梅利も付与さ旭せん 

ikiHSS 黴憑 ® 戀こ一画 _ 





































©以下の画面が表示されたら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバの 
インストール』をクリックします。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 




©『□一カル/ネットワーク』の画面が表示されたら、『□一カルプリンタ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になる 
には、オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


プリンタの接続方法を以下か6遥択してください。 


L プリン5は、）行レルボートか USB ボートに掊続する予定である。 J 


、ネットワーガリンタ 

ゴリンタは、ネットワ-クケ-プルか他のコンビュータIこ接続され 
ている。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


t 〉欠) > 


へルブ | 


©『ポートの選択』の画面が表示されたら、 『 LPT 1 J を選択し、『次へ』をクリツ 
クします。 


] ゴリンタがつながってし〗るボートを逞折してください。 


LPT 2： 

USB 

FILE： 


i fW 卜 

ローカルボート 
ローカルボート 
Universal Serial Bi 


OKI USB ^ 

< 戻 5( B ) l >欠へ姐)> || キゃンセル 1 ヘルブ | 


©『モデルとエミュレーシヨンの選択』の画面が表示されたら 、 『OKI MICROLINE 
8480 SUR 2- RJ を選択し、『次へ』をクリックします。 
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©『プリンタ名の入力』の画面ではプリンタ名を変更することができます。プリ 
ンタ名を変更したい場合は『プリンタ名の変更』をクリックし、『プリンタの設 
定』画面にて設定します。 

また、「通常使うプリンタ」に設定する場合は、チェックボックスにチェックを 
つけます。 

設定が終了したら、『次へ』をクリックします。 



〈プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います〉 

プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの 
■•ノ 検出ウィザード』から行います。パラレルインタフェースで 
WindowsXP と接続する場合、『プリンタのインストール』では正 
しくセットアップできません。プリンタのインストールでセット 
アップすると、 WindowsXP を起動するたびにプラグアンドブレ 
イでのセットアップ画面（新しいハードウェアの検出ウィザード） 

が表示されますので、必ずプラグアンドプレイでセットアップし 
てください。 

• セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュー 
夕の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルケープルを接続します。 

©プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 
❹ WindowsXP を起動します。 

すでに WindowsXP が起動している場合は、再起動してください。 

『新しいハードウェアの検索ウィザード』が起動するので、『一覧または特定の 
場所からインストールする』を選択し、『次へ』をクリックします。 


©『プリンタドライバのインス!-ール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了しました。 

『完了』をクリックします。 


しい八ードウ：!:アの枝出ウィザード 


ゴリン外"ライパは、インストールされました。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


^7 ] I キやンセル | ヘルプ J 



新しい八-ドウェアの検索ウイザ-ドの開始 


こ©ウィザ-ドでは、 ' Am - ドウ I アに必要なリフトウ: e アをインストルしまず 
OKI DATA CORP OKI MICROLINE 8480 SU 2 -R 


スりがあ S 場合 tt、 禅入してく: 


インストル方法を通んで.微、 


1.: ♦: -1 まだは持が啊ナ"ら1. . ハ… 

続行寸5(こは、 DiA ] 的 IW して优さ U _ 


[ <戻る®) 


I 1 ;欠へ妙>]^ 


キゃン t ル ] 
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3 ホストコンピュータに接続する 


W W 
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©『次の場所で最適のドライバを検索する』を選択し、『リムーバブルメディア(フ 
□ッビー、 CD - R 〇 M など）を検索』のチェックを外します。 

『次の場所を含める』にチェックを付け、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を 
CD - ROM ドライプへセツトし、次のように入力して『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプがの場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥WinXP 


技索とィンスト-ル®ォプション*運んで淑 t、。 

® )欠①埔所で.最適®ドライバ奄検索寸る® 

J 凝押 リムーパブルメディアや口一： b ルパスから検索できます。検索された最通のドラ 


f E 次の堳服含め碰 I 

CD-ROM など）を検索 (M) 

I ID：¥Drivers¥WinXP 1 

1 -3 


〇 検索し以、で、インスト-ルす5ドライパ® S 折する® 

らドライバを逛折す5(こは、このオプション® SU ます。逞折されたドテ f パは、 A- ド〇1アに最通® 6® 


く戻 S (旦)| |匚 


©『新しいハードウエアの検索ウイザードの完了』画面で、『完了』をクリックし 
ます。 



新しい八ードウエアの検索ウィザードの完了 


細、- ドウ:I：アのリフトウIアのインストールが完了しました： 
OKI MICROLINE 8480SU2-R 




院了]をクリックするとヴ T ザードを閉じま才。_ 


房：巳 ■ |………….完了 j I “バ:'へ' 


©『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完 
了となります。 


E 回区! 
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印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 


" OKI MICROLINE 8480SU2-R のブ卩パテイ 


全股共有ポ'•卜詳細設定デバ-宝 


日豸給紙方法と用紙の割り当て 
手差し: 

前カットシ-トフィザ M 
後 M トトフィイ : M 
フロントトラ W フィ十 使用しな0 
m ラ嫩イザ 使用しな〇 


給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当 
てます。給紙方法で「自動選択」 
を指定したとき、同ーサイズの用 
紙を複数の給紙方法に割り当てな 
いでください。 


I r キャンセル 


—適用⑻— 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 


• OKI MICRO LINE 8480SU2-R 印 SI 設定 


I レィァゥト|麵溫質 i |_ 

「卜 k の逞折- 

給紙方法®: [jd 白 


□ 


キャンセル ] 通用■却 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し 

•前カツトシートフイーダ 
•後カツトシートフイーダ 
•フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 

•「自動選択」のまま印刷すると、 
デバイスの設定タブで、同じ用 
紙サイズが割り当てられている 
給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割 
り当てられていない場合、手差し 
で印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印 
刷済みの用紙を排出してくださ 
い。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


© f □口、 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙 
/品質」タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことに 
より表示されます。 

「用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

• アプリケーションによっては、 
「詳細オプション」画面での設 
定より、アプリケーションソフ 
卜の用紙設定での設定内容が優 
先されます。 


OKI MICRO LINE 8480SU2-R 譯 *1 オプション 


OKI MICROLINE 8480SU2-R 詳細なドキュメントの設定 


q Qi 用紙/出力 

用紙サイズ: M - 

部数: LSI 
日偏グラフィックス 

印刷品質: 180 x 180 dots d< 
日 ilfe ドキュメントのオプション 

詳細な印刷繼有幼 
ハーフトン 自麵択 
印刷の最適化:有幼 
S 我!ブリンタの機能 

出力トレイ: 指定なし ■ 


印刷品質: 高密度( 兩 方向印字) 


I r キゃンセル 


印刷品質 


「出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 
• 指定なし：プリンタの操作パネ 
ルで設定した排出方 
法になります。 

• テープル：テープル側に排出し 
ます。 

• スタツカ：シートスタツカ側に 
排出します。 


印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 

• 高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 
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• 印字速度はプリンタ本体（操作パネル）の設定が優先されます。 
そのため、確実に印字速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以下の表の通りとな 
ります。 



印字 データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

_密度 

内蔵フォン ト 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォン ト 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


• 高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字を行 
うため、高密度印字（通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 









































カスタム用紙サイズの設定 

任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 


㉞ 


〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6インチ単位以外に設定し 
た場合には実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理している用紙サイズ 
に差が生じます。そのため、思いどおりの印刷結果が得られない場 
合があります。 


〇『マイコンピュータ』-『プリンタと FAX 』- 『ファイル』-『サーパのプロパティ』 
を選択します。 



©『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』をチェックし、寸法を入力します。入 
力後、『用紙の保存』をクリックします。「用紙規格および印字範囲」の範囲で 
使用してください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙サイズを作成しても、プリンタドラ 
イパで選択することはできません。 


•高さは1/6インチ単位で設定してください。 



©作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


フォントの指定 

• 本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 
[Courier (1 Ocpi ) 〕、 [ OCR-B (1 Ocpi) 〕、 [Roman (1 Ocpi) 〕、 [Sanserif (1 Ocpi ) 〕 
の 8 種類のプリンタフォントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ 
同じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 
• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明 
朝〕の縦横2倍）の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 
























































プリンタの設定 


Windows 2 ◦〇〇から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の 
値に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られま 
せん0 

「設定を初期化する」 （153 ページ） を参照してください。 


プリンタドライバの動作環境 


Windows 2000 日本語版の動作するコンビユータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフエー 
スを搭載している機種 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で USB インタフエースを搭載 
している機種 


㉞ 


日本語版以外の〇 S には対応していません。 


プリンタドライバのセツトアツ 




ご使用のインタフェースケーブルでのセットアップ手順に従って 
セットアップしてください。 

Administrator の権限が必要です。 

プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライバに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

すでに古いパージョンの〇 Kl MICROLINE 8480SU2 シリーズプリ 
ンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセッ 
トアップを行ってください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 


なお、説明の中では使用するプリンタは ML 8480 SU 2- R を例にしています。 

[ USB インタフエースケーブルを使用します] 

〈インストーラを使用してセットアップを行います〉 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピユ- 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 


© 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷コンピュータの電源を〇 N にし、 Windows 2 〇〇〇を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

❹しばらくすると、『使用許諾契約』の画面が表示されますので、契約内容をよく 
お読みになり、『同意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットしてもなにも 
表示されない場合は rD :¥ Autorun . exeJ をタブルクリックしてください。 
( CD - ROM ドライブが D : の場合） 


OKI 


以下、沖デ“处〇う〉が提供狗⑽です。ブ n クラ/^よ U ドキュメンテら 
はィンストル urn 点で、ぉ客観、沖デ-处術で•本契約^成立 u 本契約条項©拘束を受け set に同意 ufe ものと見なされます。 
ns Me/98 用ブリン$ドテ(パ、 Windows NT4.0 用カンタド W パ、 Windows 2000用ブリン$ドライル Windows XP/Server 2003用 

Macintosh 用ブリンタド^<パ、 OKI LPR ユーティリティ (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows 
rver 2003照、 Network Extension (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows XP/Server 
包、 NIQia 韦ツマル (WJipdgj 思色 8 隹公理2000 Windows XP/Server 2003用 ^ Macintosh 用)、 Private 

職カン髓繼はネ、 > トヮ:饨通 l 


kwindows Me/98 用、 Windows NT4.0M. Window. 
fvs Me/98 用 USB ドライバお、よ U 閎速す 5 説明資料 (J、 沖デ 

；：対応す5沖デ'-$ブリンタを所有狗埸合に限り' 当該カンタ 


J ネトワ通じて招続され胡激 ©] ンビユ-夕 j 




P 騷 f 成、コ- 



3ホストコンピュータに接続する 



© /.DD \ \ f UU \ 

'^ノ \^) 

Windows 2000環境で使用する 
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©以下の画面が表示されたら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバの 
インストール』をクリックします。 


©『ポートの選択』の画面が表示されたら、 rusBj を選択し、『次へ』をクリック 
します。 



©『口ーカル/ネットワーク』の画面が表示されたら、『□一カルプリンタ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になる 
には、オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 



©『モデルとエミュレーシヨンの選択』の画面が表示されたら 、 『OKI MICROLINE 
8480 SUR 2- R 』 を選択し、『次へ』をクリックします。 






















































©『ケープルの接続』の画面が表示されたら、ステップ1、ステップ2の指示に従 
います。 

(ケープルを接続する際には、パラレルインタフェースケープルが同時接続され 
ていないことをご確認ください。） 



©『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了しました。 

『完了』をクリックします。 



〈プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います〉 

• プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの検出 
ウィザード』から行います。初めてプリンタドライバをセットアッ 
プするときは、『プリンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』から 
はセットアップできません。 

• セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユー 
夕の管理者の権限） を持ったアカウントでログオンしてください。 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認くだ 
さい。 

❷ Windows 2000 を起動します。 

すでに Windows 2000 が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』画面が表示されるので、『次 
へ』をクリックします。 

※『新しい八ードウェアの検索ウィザードの開始』画面が表示されない場合は、 
USB インタフェースケープルを接続し直してください。接続し直しても画 
面が表示されない場合は、©へ進みます。 



©『デバイスに最適なドライバを検索する（推奨)』を選択し、『次へ』をクリック 
します。 




Windows2000 環境で使用する 


80 



































©『場所を指定』のみをチェックして、『次へ』をクリックします。 

©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットし、「製造元の 
ファイルの コピー 元:」に次のように入力して、 rOKJ をクリックします。 

ここでは CD - ROM ドライプがの場合を例にしています。 

D :¥ Drivers ¥ Win 2 k 






製适元のフ7イルのコピー元ね)： 


|D：¥Drivers¥Win2k 





©『ドライバファイルの検索』画面で『次へ』をクリックします。 

©『新しいハードウエアの検索ウイザード』の完了画面で、『完了』をクリックし 



❾『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 



『新しいハードウヱァの検索ウィザードの開始』画面が表示され 
ない場合 

❿『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プロパティ』を選択 
します。 

® 『ハードウエア』タブの『デバイスマネージヤ』をクリックします。 



©『その他のデバイス』の『不明なデバイス』をマウスの右ボタンでクリックして、 
『削除』を選択します。 




























































































©『その他のデバイス』に『不明なデバイス』が表示されない場合は、『表示』メ 
ニューの『非表示のデバイスの表示』を選択し、『プリンタ』の『不明なデバイ 
ス』をマウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 



® 『デバイスの削除の確認』画面で roKj をクリックし、『デバイスマネージャ』 
を閉じます。 

©『システムのプロパティ』画面で 『 OK 』 をクリックします。 

© Windows を再起動し、『新しいハードウエアの検出ウィザード』画面から再 
セツトアップします。 


[パラレルインタフエースケーブルを使用します] 
〈インストーラを使用してセットアップを行います〉 

⑩ 


セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインタフェースケープルを接続します。 

X USB ケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸コンピュータの電源を〇 N にし、 Windows 2000 を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

©しばらくすると、『使用許諾契約』の画面が表示されますので、契約内容をよく 
お読みになり、『同意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットしてもなにも 
表示されない場合は rD :¥ Autorun . exeJ をタブルクリックしてください。 
( CD - ROM ドライプが D : の場合） 


OKI 



蜂離激恐緣?鹿■嫌啊娜靈棚作。ブ〇 ㈣ よ U ドキュメンテーション 

トル Ufe 時点で' ぉ、客櫬 J、 沖デー处 (D® で•本契約成立 U 本契約条項の拘束枝け set に同意 Ufe ものと見なされます0 
用ブリン列!テ Windows NT4.0 用カンタド W パ、 Windows 2000用ブリン外ライル Windows XP/Server 2003用 
/lacintosh 用ブリンタドライパ、 OKI LPR ユーティリティ (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows 
照' Network Extension (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows XP/Server 
定ツール (Windows Me/98 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows XP/Server 2003肚 Macintosh 用)、 Private I 

Windows Me/98 用 US 日ドライパおよ UH 迷す 5 説 B 胺料は、沖データが檯併す5ものです。 

i 合に限り、当該カン祝31 


:リフトウエアに対応す5沖デ^!ブリン獅有狗埸合に限>3、当 


S 織纖 

K 闐狗い麵榷利も付与されません 
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© /^ uu \ /^ uu \ 

WWW 



□ □ □ □ , 


©以下の画面が表示されたら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバの 
インストール』をクリックします。 

-I Ix[ 


OK 夏 

PRINTING SOLUTIONS 




©『□一カル/ネットワーク』の画面が表示されたら、『□一カルプリンタ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になる 
には、オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 

プリンタの接続方法を以下から逞択してください。 


ド SEffl2! 121 

I ブリンタは、）《ラレルボートか USB ボー H こ接続する予定' 


，ネットワークブ J ンタ 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


く戻る(旦 ) 欠へ (N〉> ]1 キゃンセル | ヘルブ I 


©『ポートの選択』の画面が表示されたら、 『 LPT 1 J を選択し、『次へ』をクリッ 
クします。 


プリンタがつながって L 〗るボートを逞択してください。 


@= 

LPT3： 

USB 


□一? j ルボート 

ローカルボート 
ローカルボート 


FILE： 口'-カルボート 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


卖灘苦傾 r ! 纖沿®?なぁています。もし、瓣- 


く戻る( 旦）次へ妙〉 ~|J キャンセル| ヘルブ 1 


©『モデルとエミュレーシヨンの選択』の画面が表示されたら 、 『OKI MICROLINE 
8480 SUR 2- R 』 を選択し、『次へ』をクリックします。 


r ゴリンタの機種名を逞択してください。： 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


使用するブリン外•ライノ肋種類を逞折してください。： 


謎觀卜のラまィ總趨^^^ 


> | 次へ (N>> jj 


キゃンセル ヘルブ| 
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©『プリンタ名の入力』の画面ではプリンタ名を変更することができます。プリ 
ンタ名を変更したい場合は『プリンタ名の変更』をクリックし、『プリンタの設 
定』画面にて設定します。 

また、「通常使うプリンタ」に設定する場合は、チェックボックスにチェックを 
つけます。 

設定が終了したら、『次へ』をクリックします。 



® 『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了しました。 

『完了』をクリックします。 



〈『プリンタの追加』からセットアップを行います〉 

• プリンタドライバのセットアップは『プリンタの追加』から行いま 

す。 

•セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピユー 
夕の管理者の権限） を持ったアカウントでログオンしてください。 

〇プリンタとコンピユータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルケープルを接続します。 

❸ Windows 2000 を起動します。 

©プリンタの電源を rONJ にします。 

※ USB インタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください< 

『新しいハードウェアの検出ウィザード』画面が表示された場合は、『キャンセ 
ル』をクリックします。 

©『スタート』—『設定』—『プリンタ』を選択します。 

©『プリンタの追加』をダブルクリックします。 



©『プリンタの追加ウィザードの開始』画面で、『次へ』をクリックします。 
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® プリンタの電源を〇 N にします。 

















































Agfa 

Alps 

Apollo 

Apple 

APS-PS 

APTi 


AGFA-AccuSet v52.3 
AGFA-AccuSetSF v 君 2.3 


■1 

AGFA-AccuSet 800 
AGFA-AccuSet 800 SF v52.3 
AGFA-AccuSet 800SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 1000 

mnncc — 




Windows Up 

■datewjl |r；SMHBtEE：]l 


< 戻5®) [ 次へ姐)> J キ vi/t ル I 


B 〶 



□ □ □ □ , 


©『インストール』画面が表示されたら、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - 
ROM ドライプへセットして、「製造元のファイルのコピー元：」に次のように 
入力して 『 OK 』 をクリックします。 



® 『プリンタ』でプリンタの機種名を選択し、『次へ』をクリックします。 


ブリン如)追加ウイザード KSI 

製适元とモデルで.どのブリンタを使ぅか決定しま言。 

ブリンタ®: 

を逞択してくださ U ブリンタにインストルディスクが付属している場合は、[ディスク 
ハ。ブリンタが一覧にない場合は、ブリンタのマこユアルを参照して互換性のあるブリン 

OKI MICROLINE 8480SU2 



Windows Update® |ディスク使用眼| 



< RS(B) V 1 )^(N) > 1 1 キャンセル 1 



® 『既存のドライバを使う』画面が表示された場合は、『新しいドライバに置き換 
える』を選択し、『次へ』をクリックします。 


a 存のドライ供使う IRB 1 

このプリンタのドライパが既にインストールされています> 既存のドライパを使うか、またはこのドライパを蛋 

き捵ぇることがで.きま寸。 KSslJI 

OKI MICROLINE 8480SU2-R 

現在のドライノ法使うか新しいドライパに匿き換えるか逞択してく敉 U 


【夕 _ F . 通测紙砂 ) 




<戻る® ■ 1 :へ> ■ 1 j - 

キゃンセル| 




©『ローカルプリンタ』を選択し、『プラグアンドプレイプリンタを自動的に検出 
してインストールする』のチェックを外して、『次へ』をクリックします。 


⑩ 


必ず『プラグアンドプレイプリンタを自動的に検出してインストール 
する』のチェックを外してください。 


ブリンタが直接このコンピュータに接続されている場合は[□一カルブリンタ]を、別の]ンピュータまたは直 
して这さぃ。 

卜 p -ちルプリン、 

I r ブラヴァンドブレイカンタを自_勺に検出してインストル狗⑻| 




キャンセル J 


©『次のポートを使用』を選択して、 『 LPT 1: プリンタポート』を選択し、『次へ』 
をクリックします。 



©『ディスク 使用』をクリックします。 




ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D ：¥ Drivers ¥ Win 2 k 
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3 ホストコンピュータに接続する 
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□ □ □ □ , 


© 『プリンタ名』を確認し、『通常使うプリンタ』で『はい』を選択し、『次へ』を 
クリックします。 


このブリンタの名前を指定してください。一部のブ □ グラムでは、 32 文字以上のサり卜とブリンタ名の 
名 (P): \ 


| ブリンタ名〖 
I「OKIMICI 

Windows 


MICROLINE 8480SU2-R I 


:• 、 し ■ ンタを通常使うブリンタとして使いま柳？ 


はい W 
r いいえ ©) 




©『このプリンタを共有しない』を選択し、『次へ』をクリックします。 


tUvhS^. 


このブリンタをほかのユーザーが利用で • きるかを指定します。こ (D ブリンタを共有するには共有名を指定寸る 
<? f のプリン妓共有しなぃ蚊 1_ 


» ^[； A— > ]】 


©テストページを印刷する場合は『はい』を、印刷しない場合は『いいえ』を選 
択し、『次へ』をクリックします。 


テストベ '- ジを印刷しま寸か？ 

夕 mm 

r いいえ ® 


> + >WN)> 1 I 


©『プリンタの追加ウイザードを完了しています』画面で、『完了』をクリックし 
ます。 



©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


ファイル (£) 編集©表示秘 


ブリンタの追加丨 OKI ] 
iMICROLINEi 
|8480SU2-Ri 


2 f 团のオブジ1クト 
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© /^uu\ /^uu\ 

w W 



□ □ □ □ , 


印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 


全胺 I 共有 I ポート I 詳細設定 I セキュリティデバイスの設定 I 


OKI MICROLINE 8480SU2-R 


I ，給紙方法と用紙の割り当て — 

手差し M 
前 J) ットトトフィイ: M 
後；6ットシ-トフ Hr': M 
フロントトラ W フィザ 使用し fa い 
リアト加 Hi ぐ: 使用しない 


I i キャンセル」 


給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当 
てます。給紙方法で「自動選択」 
を指定したとき、同ーサイズの用 
紙を複数の給紙方法に割り当てな 
いでください。 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 


■ ?|x| 


レィァゥト _獅.1 | 


[^自劫逞択 


■詳細設定他 .I 


キャンセル」 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し 

•前カツトシートフイーダ 
• 後カツトシートフイーダ 
•フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 

•「自動選択」のまま印刷すると、 
デパイスの設定タブで、同じ用 
紙サイズが割り当てられている 
給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割 
り当てられていない場合、手差し 
で印刷します。 

籲給紙方法を切り替えるときは、印 
刷済みの用紙を排出してくださ 
い。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


© f □口、 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙 
/品質」タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことに 
より表示されます。 

「用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

• アプリケーションによっては、 
「詳細オプション」画面での設 
定より、アプリケーションソフ 
卜の用紙設定での設定内容が優 
先されます。 




■ ?|X| 


OKI MICROLINE 8480 SU 2- R 詳細なドキュメント OC 


] 0¢用紙/出力 

用紙サイ;0 M 
部数 : LSI 
クラフィックス 

……一印刷品質: 180 JL 


] !|〇1ドキュメントのオブシヨン 

詳細な印刷棵能 :撤 
ハーフトゥ 自動]逞択 
印刷の最適化:有幼 
日悉ブリンタの機能 

出力トレイ: 指定なし 




印刷品質: 基密度(兩方向印字) 


キヤンセル 


印刷品質 


「出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 
• 指定なし：プリンタの操作パネ 
ルで設定した排出方 
法になります。 

• テープル：テープル側に排出し 
ます。 

• スタツカ：シートスタツカ側に 
排出します。 


印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 

• 高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 
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• 印字速度はプリンタ本体（操作パネル）の設定が優先されます。 
そのため、確実に印字速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以下の表の通りとな 
ります。 



印字 データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

_密度 

内蔵フォン ト 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォン ト 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


• 高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字を行 
うため、高密度印字（通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 



































カスタム用紙サイズの設定 

任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 

〇『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『ファイル』-『サーバーのプロパティ』を 



©『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』をチェックし、寸法を入力します。入 
力後、『用紙の保存』をクリックします。「用紙規格および印字範囲」の範囲で 
使用してください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙サイズを作成しても、プリンタドラ 
イバで選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定してください。 



〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6インチ単位以外に設定した 
場合には実際の用紙サイズと OS 内部で管理している用紙サイズに差 
が生じます。そのため、思いどおりの印刷結果が得られない場合があ 
ります。 

©作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


フォントの指定 

• 本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 
[Courier (1 Ocpi ) 〕、 [ OCR-B (1 Ocpi) 〕、 [Roman (1 Ocpi) 〕、 [Sanserif (1 Ocpi ) 〕 
の 8 種類のプリンタフォントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ 
同じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 
• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明 
朝〕の縦横2倍）の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 
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プリンタの設定 


なお、説明の中では使用するプリンタは ML 8480 SU 2- R を例にしています。 


WindowsMe から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、初期値に戻して 
ください。 

他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」 （153 ページ） を参照してください。 


プリンタドライバの動作環境 

WindowsMe 日本語版の動作するコンビユータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフェー 
スを搭載している機種 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で USB インタフェースを搭載 
している機種 

( 注日本語版以外の〇 S には対応していません。 


プリンタドライバのセットアップ 

ご使用のインタフェースケーブルでのセットアップ手順に従って 
V ノセッ トアップしてください。 

• プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライバに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 8480SU2 シリーズプリ 
ンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセッ 
トアップを行ってください。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 


[ USB インタフエースケーブルを使用します] 



プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 
ストールできません。 

プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してくださし、。 
プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの追加 
ウィザード』から行います。初めてプリンタドライバをセットアッ 
プするときは、『プリンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』から 
はセットアップできません。 


©プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認くだ 
さい。 

❷ WindowsMe を起動します。 

すでに WindowsMe が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの追加ウィザード』が表示されたら、『ドライバの場所を 
指定する（詳しい知識のある方向け)』を選択して、『次へ』をクリックします。 
※『新しいハードウェアの追加ウィザード』画面が表示されない場合は 、 USB 
インタフェースケーブルを接続し直してください。接続し直しても画面が表 
示されない場合は、©へ進みます。 


























©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットして、『検索場所 
の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 

ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 

D:¥UsbDriver 



© USB ドライバが見つかったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



©『インストールが完了しました』で、『完了』をクリックします。 



©再度『新しいハードウエアの追加ウィザード』が表示されるので、『ドライバの 
場所を指定する（詳しい知識のある方向け)』を選択して、『次へ』をクリック 


します。 



©プリンタソフトウェア CD - ROM が CD - ROM ドライプへセットされていること 
を確認し、『検索場所の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』を 
クリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥WinMe 



❾『デバイス用のドライバファイルの検索』と表示されたら、『次へ』をクリック 


します。 



デバイス用のドライバファイルの桉索： 

OKI MICROLINE 8480SU2-R 

麟臟§篇ス U 纖 ■し 諮 1 

ドライバのぁる埸所： 

. — 3 D:¥DFWERS 剛 NME¥OEMSETUP.INF 


tpj ： 及へ> ] も 






















































































3 ホストコンピュータに接続する 


\ /dd 


©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 





广フリン贫&吵 1 

1 

1 对ぬ〔扣如_⑶嫌:他 

1 1 


1 


Windows ベースのブロり•ラムで•は、こ①ブリン拖通芾©ブリン处して 


I 次へ〉1しキャンセル」 


©テストべージを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は、『いい 
え』を選択し、『完了』をクリックします。 


インスト'-ル後、ブリンタが正しく設定されたかどうか確認於)ために、 
テストペ-ジを印刷で.きます。 

印字テストを行いますか？ 



r いいえ妙 


<戻る(旦)|」 完了 1キゃンセル| 


©『完了』をクリックします。 



) 〶 



□ □ □ □ , 


©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


J ファイル® 

編集 (£) 表示切 

叫 ■ 

1 

m 


ブリンタの追加 

1 OKI j 
iMICROLINE ! 
I 8480 SU 2- R ! 


p 固のォブジ1外 

ん 


『新しいハードウエアの追加ウィザード』画面が表示されない場合 

® 『マイコンピユータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プロパティ』を選択 
します。 

® 『デバイスマネージャ』タブを開きます。 

©『その他のデバイス』で 『OKI MICROLINE 8480 SU 2- RJ を選択し、『プロパ 
ティ』をクリックします。 



カンタの追加ウイザード 
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© /^ uu \ /^ uu \ 

viz W W 



□ □ □ □ , 


©『ドライバの再インストール』をクリックします。 


OKI MICROLINE 8480 SU 2 -R® ブ□パティ 


全般丨ドラィバ | 

^ OKI MICROLINE 8480 SU 2 -R 

デパイス © 種類： その他のデパイス 

製适元： 指定なし 

八ードウ I ア (W トジョン：情報なし 
デバイスの状態 


騮娜?徵ぞ織謅溫ま部；為だ 

さい。 


ドライパの再インストル <P J 


デバイスの使用 一 、 

「 [ 如卜ウ I アプ □ ファイルで•使辱何に拇雙 
W すべてのハ '- ドウ： ! アブ □ ファイルで • 使用する (£) 


0K 


キャンセル 


©『デバイスドライバの更新ウィザード』画面が表示されたら、『ドライバの場所 
を指定する（詳しい知識のある方向け)』を選択し、『次へ』をクリックします。 



次®?‘パイス用の更新されたドライパを検索します： 

OKI MICROLINE 8480 SU2-R 

驢總讎繫驟遞ィで. 

ォブションを逞択してく g さい。 
r 適切なドライパを自動}的に検索する（推奨〉(幻 

■ ^朽イパの埃所を指定朽 (BU 相制 :I あ?,方向 ㈩ ③ J 


<戻る©)! 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセツトして、『検索場所 
の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D:¥UsbDriver 



更新されたドラ: f パをドライバデ4ペースおよ U 以下で指定された場 
(!• 現在使用してい5ドライパよ通したドライパを検索す5 (推奨） 


fp 検索埸所の指定(ひ 

p ビ' CD-RC 

|D:¥UsbDriver 

9 


' 111^随卜 賺亂 、インス ト ル 


_<戻る®！次へ〉Iキャンセル 


© USB ドライバが見つがったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



デパイス用のドライパファイルの検索： 
Oki USB Driver 


このデ;彳イス(こ最適なドライパをインストールする準備がで•きました。別 
のドライパを逞択するには、展る]をクリ叻してくださ U 続けるには、 [ 
次へ]奄㈣して游い。 

ドライバのある埸所： 

fa) D：¥USBDFr7¥OPUSBCLO.INF 


く戻る迫 >_[] :欠へ> キャン t ル 


•『新しいハードウエアの追加ウィザード』画面が表示されたら、『ドライバの場 
所を指定する(詳しい知識のある方向け)』を選択し、『次へ』をクリックします。 



次の新 UV トドウIアが見つかりました： 

OKI DATA CORPOKI MICROLINE 8480 SU2-R 

は、？®メディア奄揷入して、は A] 初リ妁してく g さ0。 
オブシヨンを逞折してく技い。 


-ドライ八の提所4指定寸る群しい知識©ある方向 W ⑤ 
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3 ホストコンピュータに接続する 



^ プリンタソフトウェア CD - ROM が CD - ROM ドライプへセットされていること 
を確認し、『検索場所の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』を 
クリックします。 

ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 

D :¥ Drivers¥WinMe 



幽『デバイス用のドライバファイルの検索』と表示されたら、『次へ』をクリック 
します。 

©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックしま 
す。 

©テストページを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は『いい 
え』を選択し、『完了』をクリックします。 

m 『完了』をクリックします。 

® ドライバがインストールされたことを確認し、『完了』をクリックします。 

# 『OKI USB Driver のプロパティ』画面で『閉じる』をクリックします。 
©『システムのプロパティ』画面で 『 OK 』 をクリックします。 


[パラレルインタフエースケーブルを使用します] 


⑩ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの追加ウイ 
ザード』から行います。『新しいハードウエア』が検出されない場合は、 
『プリンタの追加』からセットアップしてください。 


『新しいハードウェアの追加ウィザード』からのセットアップ 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認くださし、 
❷ WindowsMe を起動します。 

すでに WindowsMe が起動している場合は、再起動してください。 



©『新しいハードウエアの追加ウィザード』が表示されたら、『ドライバの場所を 
指定する（詳しい知識のある方向け)』を選択して『次へ』をクリックします。 


これでセットアップは終了です。 






































ブリン$名 (& 

1 

|wa«siM ； w<igia=£t=iiMim；i I 

1 




ベースのブログラムで•は、このブリン效通常®ブリン $ として 


キャメ2ル」 


© /^ uu \ / _□□ \ 

W W 


©プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライプへセットして、『使用中の 
デバイスに最適なドライバを検索する（推奨)』を選択し、『検索場所の指定』 
にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 





新しいドライハ•は、ハ 

德5、ら検索さ 


► 使用中のデバイス(こ最適なドライパを検索寸る（推奨〉 

「リムーパブル4ディツビ' CD-ROM など〉 (M> 


fw 検索埸所の指定(ひ | 



1 |D：¥Drivers¥WinMe 1 


参照® 1 


4定^1111^_の一駐表示し、 イ 


^ L 次へ> ] | 


©プリンタドライバが見つかったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



デバイス用®ドライパファイルの検索： 
OKI MICROLINE 8480SU2-R 


このテフ W スに最適なドライパをインストールする準備がで•きました。別 
のドライパを逞折するには、涙る]をクリックしてく？:さい。続けるには、 [ 

ドライパのある場所： 

,~ 3 DEPRIVE RS¥VWNME¥OEMSETUP.INF 


<戻る® L :) 欠へ 


"3 ~ ] I 


©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 




©テストべージを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は、『いい 
え』を選択し、『完了』をクリックします。 



©『完了』をクリックします。 



©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 



ここでは CD-ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥WinMe 
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3 ホストコンピュータに接続する 


□ □ \ / \ 

A / W 



□ □ □ □ , 


©『□一カルプリンタ』を選択し、『次へ』をクリックします。 



©製造元のプリンタリストが表示されたら、『ディスク使用』をクリックします。 


# 類®^ 


nppie 

APTi 

AST 

AT&T 

Brother 

[Bull 


Jd 


ブリン如砂 


AGFA-AccuSet 1000 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 1000 SF v52.3 
AGFA-AccuSet 1500 
AGFA-AccuSet 1500 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 800 
AGFA-AccuSet 800SF v 2013.108 . 


I [[，マス5使聊:]| I 


■く戻る® J A へ〉 J 和: / fe ル 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブへセットし、『製造元ファ 
イルのコピー元』に次のように入力し、 rOKJ をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥WinMe 


ディスクからインストル 




て、 [0K] をクリックしてください0 


参照 ( B ) … 


製适元 ファイルのコビー 元： 


|D：¥Drivers¥WinMe 

d 


^ © € 


『プリンタの追加』からのセットアップ 

〇プリンタとコンピュータを接続し、プリンタの電源を入れます。 

※ USB インタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷コンピュータの電源を〇 N にして、 WindowsMe を起動します。 

©『スタート』一『設定』一『プリンタ』を選択します。 

©『プリンタの追加』を夕'プルクリックします。 



©『プリンタの追加ウイザード』画面が表示されますので、『次へ』をクリックし 


ます。 





このウィザードを使うと、ブリンタを簡単にインストールで•きま寸〇 
インストールを始めるには、はへ]をクリックしてください。 


■ 1 い 11 

キャンセル| 

i -1 
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WWW 



□ □ □ □ , 


©『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が表示されますので、セットアップす 
るプリンタを選択し、『次へ』をクリックします。 


合は、ブリン如 D マこュアルを 


OKI MICROLINE 8480SU2 

MMS ■洳 WI ■: gfsflfellgpsl 


■ 1 ) 欠へ> ■ 

1キゃ > t ル1 

t - 1 

1 


©『利用できるポート』から 『 LPT 1 J を選択し、『次へ』をクリックします。 


N 


ブリンタで•使用寸るポートを逞択して、 D 欠へ]をクリックしてくたさい。 
利用可能なポート(泣 


USB001 Virtual printer port for USB 


ディスク(こファイルを作成 


ポ-卜の設定 (QL 」 




\ 1 

1- • 

<戻る(旦)1 

11 ;欠へ> || 

1キャンセル| 

\ 

L - J 

1 


® 『プリンタ名:』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 

ブリン虻名前を付けられまもまたは、〉欠の名前を使ってくださ 
い。名前を決めたら、 D 欠へ]をクリックしてください0 


[»]：^«5IWZ(i]||gia：£t：HMRBa 

Windows ベ'-スのブ□クラムでは、このブリン拇通常のブリン处して 



<戻る® Jj = 次へ〉 |キャンセル| 


©テストページを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は、『いい 
え』を選択し、『完了』をクリックします。 



©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


ファイル © 編集 (s) 表示邸 叫 ■ai 


画 


プリンタの追加 !_ OKI ‘ 
iMICROLINE 
I 8480 SU 2 -R 


2 他 ] のオブジ I クト 
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印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンを 
クリックし、『プリンタ』メニューの『プロパティ』で設定します。 

用紙タブでの設定 


全股 I 詳細用紙 I グラフィックス I フォント I デパイスオプション I 
用紙サイズ®: M <210 x 297 mm ) 


0> 


P Q □ □ Q 

A 4 桷 A 3 A 3 桷 A 5 


品 




0 


-縱 (£> 


a 


給紙方法迄)：|手差し 一 

余白の編集仙 … j 


■詳細オブシヨン©〉 ... j パー:?ョン牾報®.. . | _既定値に戻す®〉」 


0 K キやンセル^ 


■< 2 ) 


-③ 


①【詳細 オプションダイアログ】 
単票用紙の排出方法を指定します。 


排出装匿「指定なし 






OK 


既定値に戻寸 


指定なし：プリンタの操作パネルで設 
定した排出方法になります。 

テープ ル： テープ ル側に排出します。 
スタツカ：シートスタツカ側に排出し 
ます。 


②用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

【ユーザー定義サイズダイアログ】 


1 i ®： [550 

長さ，170〇" 


^ C560 
"^[700 


C 0.01 インチ® 
(7 0.1 ^J(M) 


キャンセル J 既定値に戻す®〉 


•特別な用紙サイズを使ラ場合、ユー 
ザー定義サイズを選択し、用紙の幅と 
長さを設定します。「用紙規格および 
印字範囲」の範囲で使用してください。 
•用紙の長さは1/6インチ単位で設定 
してください。 

〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6インチ単位以外に設定した 
1 場合には実際の用紙サイズと〇 S 内部で管理している用紙サイズに差 
が生じます。そのため、思いどおりの印刷結果が得られない場合があ 
ります。 

I 複数の ユーザ 定義サイズの用紙を使い 
たい場合、プリンタドライバをユーザ 
定義サイズごとにインストールしてく 
ださい。ドライバの名前にサイズ名を 
指定すれば、ドライバの切り替えで使 
用できます。 


ファイル® 偏集 (£) 表示⑽ 


■プリン⑽追加； 

的 480 SU 2- R 4 X 11 インチ 
|^8480 SU 2- R 5 xf 1 心チ 
沒 8480 SU 2- R 6 X 11 インチ 


4悃のオブジ叻卜 


③給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し 

• 前カツトシートフイーダ 
• 後カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 

•給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 
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デバイスオプションタブでの設定 





④印刷品質 


印刷の品位を選択します。 
• 高速（片方向印字） 

• 高速（両方向印字） 

• 高密度（片方向印字) 
• 高密度（両方向印字) 


:片方向で高速に印刷します。 

:両方向で高速に印刷します。 

:片方向で高密度に印刷します。 
:両方向で高密度に印刷します。 



• 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設定が優先されます。そのため、 
確実に印字速度を指定したしヽ場合はプリンタ本体の設定を変更してくだ 
さい。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以下の表の通りとなります。 



印字 データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

_密度 

内蔵フォン ト 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォン ト 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字を行うため、 
高密度印字（通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


/\ 

フォントの指定 

• 本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 
[Courier (1 Ocpi ) 〕、〔〇 CR-B ( 1 0 cpi ) 〕 ' (Roman (1 Ocpi) 〕、 [Sanserif (1 Ocpi )) 
の 8 種類のプリンタフォントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ 
同じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 
• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明 
朝〕の縦横2倍）の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 
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プリンタの設定 


なお、説明の中では使用するプリンタは ML 8480 SU 2- R を例にしています。 


Windows 98 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、初期値に戻して 
ください。 

他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」 （153 ページ） を参照してください。 


プリンタドライバの動作環境 

Windows 98 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフエー 
スを搭載している機種 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で USB インタフエースを搭載 
している機種 

日本語版以外の〇 S には対応していません。 

プリンタドライバのセットアップ 




ご使用のインタフェースケーブルでのセットアップ手順に従って 
セットアップしてください。 

プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライバに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 8480SU2 シリーズプリ 
ンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセッ 
トアップを行ってください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 
Windows 98 日本語版オペレーティングシステム ( CD - ROM ) 


[ USB インタフエースケーブルを使用します] 


㊃. 


プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 
ストールできません。 

プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してくださし、。 
プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの追加 
ウィザード』から行います。初めてプリンタドライバをセットアッ 
プするときは、『プリンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』から 
はセットアップできません。 


〇プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認くだ 
さい。 

❷ Windows 98 を起動します。 

すでに Windows 98 が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの追加ウィザード』が表示されたら、『次へ』をクリック 
します。 

》『新しいハードウェアの追加ウィザード』画面が表示されない場合は 、 USB 
インタフェースケープルを接続し直してください。接続し直しても画面が表 
示されない場合は、©へ進みます。 



次の新しいドライパを検索しています： 
OKI MICROLINE 8480SU2-R 
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© /^ uu \ /^ uu \ 

WWW 



□ □ □ □ , 


©『使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨)』を選択し、『次へ』を 
クリックします。 



検索方法繩尺して傲い。 


便用中のデ八イスに最通 fe トライ版検牵狗(推奨》1 




<戻る(座 ■ 「;欠へ〉1I キやンセル 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットし、『検索場所の 
指定』のみにチェックして、次のように入力し、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D:¥UsbDriver 



所から検索されます。検索補3始す5には、 D 欠 A] 初リツりし 
巧フ□ツビ-ディス5ドライブ© 

ぎ CD-ROM ドラィブ (£) 


r Microsoft Windows Update ⑽ 

[ R 検索塌所の指定 (L): | 

「 D:¥UsbDriver J 


mi 


汶へ > J j 


© USB ドライバが見つがったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



加)デパイス用のドライパファイルを検索します。: 
Oki USB Driver 


このデノ S イスに最適なドライパをインストールする準備がで•きました〇刖 
のドライパを逞択するには、展る]をクリックしてく技い。 t 欠へ]初リ 
ックすると続行します。 

ドライパの 

公 1 


ドライパのあ5場所: 

| D：¥USBDRn^OPUSBCLO.INF 


©『必要なソフトウェアがインストールされました』で、『完了』をクリックします。 



新 u V、ー ドウIアデ/ w スに必要なゾ7 トゥエア m ' ノス トルされまし 


< 戻る ( g ) Ilf 


©再度『新しいハードウ I アの追加ウイザード』が表示されるので、『次へ』をク 
リックします。 



©『使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨)』を選択し、『次へ』を 
クリックします。 



検索方法を逞択してく m、。 


^ バイス(こ影酌ドライパを梭幸朽雊势 


' ra 翻?縫製ラィパの一覚祕、インス 


一く戻る迫)>欠へ〉 ] キゃンセル 
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3 ホストコンピュータに接続する 



❿プリンタソフトウェア CD-R 〇 M が CD-ROM ドライプへセットされていること ©テストページを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は、『いい 

を確認し、『検索場所の指定』のみにチェックして、次のように入力し、『次へ』 え』を選択し、『完了』をクリックします。 


をクリックします。 

ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。 
D:¥Drivers¥Win98 



<辭@ 1 


\ 

li 淡へ> il 

1キャン恤| 

-1 

L J 

1- 


©『次へ』をクリックします。 



©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 


⑩ 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、『〇 K 』 をクリックし、 
CD - ROM ドライブに Windows 98 の CD - R 〇 M をセットし、「ファイル 


のコピー元」に、 「 D :¥ Win 98」( CD - ROM ドライブが仏の場合）と入 
力し、『〇 K 』 をクリックします。 （ Windows 98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD - R 〇 M の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、『〇 K 』 をクリックします。） 



© 『完了』をクリックします。 





OKI MICROLINE 8480SU2-R 
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© 


『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 

J ファイル ( E ) 編集® 表示幼 


画 

m 


ブリンタの适加 

! OKI'•••••.• 
IMICROLINEi 
!8480SU2-R! 


2 ■のオブ ジ: [クト 

j 


『新しいハードウ I アの追加ウイザード』画面が表示されない場合 


©『ドライバの再インストール』をクリックします。 



©『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プロパティ』を選択 
します。 


©『デバイスマネージャ』タブを開きます。 

©『その他のデバイス』で [OKI MICROLINE 8480 SU 2- RJ を選択し、『プロパ 
テイ』をクリックします。 



©『デバイスドライバの更新ウイザード』画面が表示されたら、『次へ』をクリツ 



©『現在使用しているドライバよりさらに適したドライバを検索する（推奨)』を 
選択し、『次へ』をクリックします。 














































































ホストコンピュータに接続する 


© 厂 □口、 


幽プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットして、『検索与 
の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 



»微鱗趨微 S & 温と續 

「フ□ツビ-ディスクドライブ® 
r CD - ROM ドライブ (© 

Microsoft Windows Update(M> 


[ w t* 幸增所の指定 

」 

I 

1 |D：¥UsbDriver 

" m 


AA> ] 口 


© USB ドライバが見つがったことを確認し、『次へ』をクリックします。 




© 『完了』をクリックします。 


新しいハー fl S イスに必要なゾ?トウ I アがインストールされまし 



WT .1 L キやンセル 


m [OKI USB Driver プロパティ』画面で『閉じる』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D:¥UsbDriver 



windows98 環境で使用する 


104 


) 〶 



□ □ □ □ , 


©『次へ』をクリックします。 



©『使用中のデバイスに最適なプリンタドライバを検索する（推奨)』を選択し、 
『次へ』をクリックします。 



© プリンタソフトウェア CD - ROM が CD - ROM ドライブへセットされていること 
を確認し、『検索場所の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』を 
クリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが〇;の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 98 






















































































幽『次のデバイス用のドライバファイルを検索します』と表示されたら、『次へ』 
をクリックします。 

©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックしま 
す0 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 


⑩ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの追加ウイ 
ザード』から行います。『新しいハードウエア』が検出されない場合は、 
『プリンタの追加』からセットアップしてください。 


® テストページを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は『いい 
え』を選択し、『完了』をクリックします。 


⑩ 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、 『 OK 』 をクリックし、 
CD - ROM ドライブに Windows 98 の CD - R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「 D :¥ Win 98」( CD - ROM ドライブが以の場合）と入 
力し、『〇 K 』 をクリックします。 （ Windows 98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD - ROM の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、 『0 K 』 をクリックします。） 


® 『完了』をクリックします。 

©『システムのプロパティ』画面で 『 OK 』 をクリックします。 
これでセツトアップは終了です。 


『新しいハードウエアの追加ウィザード』からのセットアップ 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフエースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 
❷ Windows 98 を起動します。 

すでに Windows 98 が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウエアの追加ウイザード』が表示されたら、『次へ』をクリック 
します。 



©『使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨)』を選択して『次へ』 
をクリックします。 


































□ n \ / □口、 



□ □ □ □ , 


©テストページを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は、『い 
いえ』を選択し、『完了』をクリックします。 


© 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、『〇 K』 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows98 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブがの場合）と入 
力し、 rOKj をクリックします。 （Windows98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD-R 〇 M の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、『〇 K』 をクリックします。） 



インストル後、プリンタが正しく設定されたかどうか確 IS するために、 

テストページを印刷で.きま吉。 

印字テストを行いま寸か？ 


p 11111 iiSil 

[ r ぃぃぇ他 〉 J 

□ 




©『完了』をクリックします。 



©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 


S 纖置?離く歡使つ碰 


1ブリンタ名®: 

1 

1 1 

1 




ベースのブ□クラムでは、このブリン拇通常のブリンタとして 


I) Aa> J I 




ホストコンピュータに接続する 


® ㊣ ( 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットして、『検索場所 
の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 



新しいドライパは、八ードドライブのドライパデータべ'-スと、ン欠の遥択 
した埸所から検索されます。検索を閉始するには、 D 欠へ]をクリックし 

フ□ッピーディスクドライブ® 

r CD-ROM ドライブ (Q) 


17検索塌所の指定⑫ 


jD：¥Drivers¥Win98 

~ 3 


mm ~ 1 


次へ〉 


©プリンタドライバが見つかったことを確認し、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 98 
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© /^uu\ /^uu\ 

WWW 



□ □ □ □ , 


©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 



『プリンタの追加』からのセットアップ 

〇プリンタとコンピュータを接続し、プリンタの電源を入れます。 

※ USB インタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷コンピュータの電源を〇 N にして、 Windows98 を起動します。 

©『スタート』一『設定』一『プリンタ』を選択します。 

©『プリンタの追加』をダブルクリックします。 _ 

J ファイル的編集(£〉表示祕移動 J ◎い 



©『プリンタの追加ウィザード』画面が表示されたら、『次へ』をクリックします。 

"3* 



この r? ィザ'-ドを使うと、ブリンタを簡単にインストールできます。 
インストルを始咖こは、 d 欠へ]をクリックい:ください。 


jj ' 1 j_ 


©『□一カルプリンタ』を選択し、『次へ』をクリックします。 

ブ㈣はどこに格続されていますか？ 

ブリン効^:の]ンピュ —5 に直招つな力 va!5 埸合は[口—カルブリン切 
を、刖のコンピュー虻接続されている埸合は[ネットワ4ブリン切を逞 
折して游い。 



<戻次へ〉 


©製造元のプリンタリストが表示されたら、『ディスク使用』をクリックします。 




参、照して互換性綱ブリンタを逞折してください。 
製造元 (M): _ブリン$ ® : 


Apple 

l! 

ml 

AGFA-AccuSet 1000SF v 2013.108 

Ar^r A-,c 0 * 1 nnnQC ijCoq 

I 

AST 

AT&T 


rtur n nccuoet lUUUor V0<：.O 
AGFA-AccuSet 1500 

AGFA-AccuSet 1500 SF v 2013.108 

AC^P A-Qfin 


Bull 

zl 

Hur H Hccuoet ouu 



|L T ィスク使用肚 


©プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブへセットし、『製造元ファ 
イルのコピー元』に次のように入力し、 『OK』 をクリックします。 


ここでは CD-ROM ドライプがの場合を例にしています。 
D:¥Drivers¥Win98 


•ィス⑽らインストール 






デパイスの製适元が配布するインスト- 


ギヤン tZJ レI 

参照 (&)... I 


f 配布ファイルのコビー元： 


1 |D：¥Drivers¥Win98 
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❾『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が表示されますので、セットアップす 
るプリンタを選択し、『次へ』をクリックします。 




途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、『〇 K』 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows98 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブがの場合）と入 
力し、『〇 K』 をクリックします。 （Windows98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD-R 〇 M の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、『〇 K』 をクリックします。） 




©『利用できるポート』から 『LPT1J を選択し、『次へ』をクリックします。 




ブリン$で使用する术-卜を逞んで、はへ]的リ妁してください。 
利用でき S ボート⑽ 


■ ィ1ルを作成 


USB001 Virtual printer port for USB 


ポ-卜 fflj 链位 . I 


< 戻る ( g ) (X 次へ〉 ■ キャンセル」 


ります。 


3 ホストコンピュータに接続する 


© 广 □□へ / _DD 

W Vi 





ip L 


キャンセル」 


® テストページを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は、『いい 
え』を選択し、『完了』をクリックします。 


㊃ 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、『〇 K』 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows98 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブが B の場合）と入 
力し、『〇 K』 をクリックします。 （Windows98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD-ROM の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、『〇 K』 をクリックします。） 



©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 


&驢数鱗&«广誠、職、プ 


ディス j 


Ti ^ j 


プリンタの追加ウイザード 
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印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンを 
クリックし、『プリンタ』メニューの『プロパティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 



< 2 ) 


■③ 


0 > 


①【詳細 オプションダイアログ】 
単票用紙の排出方法を指定します。 



• 指定なし：プリンタの操作パネルで設 
定した排出方法になります。 

• テープル：テープル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出し 
ます。 


②用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 


•特別な用紙サイズを使ラ場合、ユー 
ザー定義サイズを選択し、用紙の幅と 
長さを設定します。「用紙規格および 
印字範囲」の範囲で使用してください。 
•用紙の長さは1/6インチ単位で設定 
してください。 


【ユーザー定義サイズダイアログ】 




〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6インチ単位以外に設定した 
場合には実際の用紙サイズと〇 S 内部で管理している用紙サイズに差 
が生じます。そのため、思いどおりの印刷結果が得られない場合があ 
ります。 



inlxl 

1ファイル® 偏集迄）表示が）^ 


p ] けリンタの追加 

P | S 4 S 0 SU 2- R ^ 

|^8480 SU 2 -RE 

^8480 SU 2- R £ 

U 11 インチ 
インチ 
ixll インチ 

4悃财费1外 


#複数のユーザ定義サイズの用紙を使い 
たい場合、プリンタドライバをユーザ 
定義サイズごとにインストールしてく 
ださい。ドライバの名前にサイズ名を 
指定すれば、ドライバの切り替えで使 
用できます。 


③給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し 

• 前カツトシートフィーダ 
• 後カツトシートフィーダ 
• フロントトラクタフィーダ 
• リアトラクタフィーダ 

•給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 



































































デバイスオプションタブでの設定 


OKI MICROLINE 8480 SU2-R® ブ□パティ 


m I 雜 I 腿|作圳紙 w ス咖ン| 
印刷品貿 (©: 


高密度 1 :両方向印字） 


. —(両方向印字） 

iSimsETEijia>i 


―麟に戻す®」 


■獅砂: 


■€) 


④印刷品質 

印刷の品位を選択します。 
• 高速（片方向印字） 

• 高速（両方向印字） 

• 高密度（片方向印字) 
• 高密度（両方向印字) 


㉝ 


:片方向で高速に印刷します。 

:両方向で高速に印刷します。 

:片方向で高密度に印刷します。 

:両方向で高密度に印刷します。 

印字速度はプリンタ本体(操作ゾネル）の設定が優先されます。そのため、 
確実に印字速度を指定したしヽ場合はプリンタ本体の設定を変更してくだ 
さい。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以下の表の通りとなります。 



印字 データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

局密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字を行うため、 
高密度印字（通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


フォントの指定 


本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 
[Courier (1 Ocpi ) 〕、 〔 OCR - 巳 （ 1 0 cpi) 〕:、 [Roman (1 Ocpi) 〕、 [Sanserif (1 〇 cpi ) 〕 
の 8 種類のプリンタフォントを搭載しています。 

プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ 
同じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 
〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明 
朝〕の縦横2倍）の指定はできません。 

レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 
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Windows95 環境で使用する 




プリンタの設定 


Windows 95 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値 
に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「設定を初期化する」 （153 ページ） を参照してください。 


プリンタドライバの動作環境 


Windows 95日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフエー 
スを搭載している機種 

日本語版以外の〇 S には対応していません。 

プリンタドライバのセットアップ 


㊃ 


Windows95 では、 USB インタフェースをサボートしておりません。 
従って、 USB インタフェースケーブルでのご使用はできませんの 
で、[パラレルインタフェースケーブルを使用します]に従ってセッ 
トアップしてください。 

Windows95 のバージョンによってセットアップ手順、画面表示な 
どが異なります。 Windows95 のパージョンは「マイコンピュータ」 
アイコンを右ボタンでクリックし、「プロパティ」を選択すると表示 
されます。バージョンを確認の上、セットアップを行ってくださし、。 
プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライバに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

すでに古いバージョンの OKI MICROLINE 8480SU2 シリーズプリ 
ンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセッ 
トアップを行ってください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 
Windows 95 日本語版オペレーティングシステム 
( CD - ROM もしくはフロツピーデイスク） 


なお、説明の中では使用するプリンタは ML 8480 SU 2- R を例にしています。 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 

プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 
V V ストールできません。 

• プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してください。 

• プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェア』から 
行います。『新しいハードウェア』が検出されない場合は、『プリ 
ンタの追加』からセットアップしてください。 

Windows 95 のバージヨンが4.00 .950 または4.00 .950 a の場合 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 
❷ Windows 95 を起動します。 

すでに Windows 95 が起動している場合は再起動してください。 

©『新しいハードウェア』画面が表示されたら、『ハードウェアの製造元が提供す 
るドライバ』を選択し、 『 OK 』 をクリックします。 

『デバイスドライバウィザード』が表示された場合は 「4.00.950B また 
V^* / は4.00 .950C の場合」 （112 ぺージ） の手順にしたがってください。 

# 


OKI MICROLINE 8480 SU2-R 


IftU m 十、ア用にインストルする卜''ライハ'そ逞択じ C ください。 

C Windows 措準のドライハ'せ， 

ハー門逆の萼璋元が捲供す:】 

' -热、*513•く® 

r ドライハそインストルしない切 



キャンセル11ヘル r ( a ) I 

V J 
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3 ホストコンピュータに接続する 



©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセツトして、「配布ファ 
イルのコピー元 J に次のように入力し、『〇 K 』 をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 95 



©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 



❻ 


テストページを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は、 
いえ』を選択し、『完了』をクリックします。 


い 


㉝ 


途中で『デイスクの挿入』が表示された場合は、 『OK』 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows95 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 


のコピー元」に、 「D:¥Win95」（CD-ROM ドライブが D: の場合）と入 
力し、『〇 K』 をクリックします。（オペレーティングジステムがフロッ 
ピーディスクの場合は、指定されたディスク (Disk XX)をフロッピー 
ディスクドライブへセットし、「ファイルのコピー元」に 「A:¥」 と入 
力し、『〇 K』 をクリックします。） 



©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 



Windows 95 のバージョンが4.00 .950 B または4.00 .950 C の場合 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

© Windows 95 を起動します。 

すでに Windows 95 が起動している場合は再起動してください。 



©『デバイスドライバウィザード』が表示されたら、『次へ』をクリックします。 
©『場所の指定』をクリックします。 
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©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセツトして、「場所」に 
次のように入力して、 『 OK 』 をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 95 




使用する卜''ラ娜あるフオル y 名を入力してくだ a 、。 [参照 j を ㈣ するとフオルデの検索ができます。 


13 


| |D:¥Drivers¥tfin95 


ーヰ，ンセル I 


©プリンタドライバが見つがったことを確認し、『完了』をクリックします。 




このテ W ス用の更新されたドラ娜見つかりました。 
OKI MICROLINE 8480 SU2-R 


所の指定]を押じ C ください0 




埔所の指定 ( Q )... 


i | 


キャンセル」 


©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 


©テストページを印刷する場合は『はい（推奨)』を、印刷しない場合は、『いい 
え』を選択し、『完了』をクリックします。 


⑩ 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、『〇 K』 をクリックし、 
プリンタソフトウェア CD-ROM が CD-ROM ドライブへセットされて 
いることを確認し、「ファイルのコピー元」に、 「D:¥Drivers¥Win95」 
(CD-R 〇 M ドライブが D: の場合）と入力し、 『OK』 をクリック します。 
さらに『ディスクの挿入』が表示された場合は、『〇 K』 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows95 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win95」(CD-ROM ドライブがの場合）と入力 
し、 『OK』 をクリック します。 （オペレーティングシステムがフロッ 
ピーディスクの場合は、指定されたディスク (Disk XX)をフロッピー 
ディスクドライブへセットし、「ファイルのコピー元」に 「A:¥」 と入力し、 
『〇 K』 をクリック します。） 



ィンストル後、:^ン■しく設定されたかどぅか確認するために、 
印宇テストを行いますか？ 


B)^J 完了 | ^キャンセル」 



级纖觀勸妫■纖 tf を使つてくだ 


f 7,ン5名®: 1 

1 

I 1 


■II II i 

) 


Windows 

ます。 


アフ奶 — ン〇では、このフ”ン姥通常のフ”ン?!とじ C 使い 


く戻イ| 


- ㈣ ル」 


❾『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


ファイル©編集(呈）表示奶ヘルフ％) 
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『プリンタの追加』からのセットアップ 

❶プリンタとコンピュータを接続し、プリンタの電源を入れます。 
❷コンピュータの電源を ON にして、 Windows 95 を起動します。 
©『スタート』-『設定』-『プリンタ』を選択します。 
©『プリンタの追加』を夕'プルクリックします。 



© 『次へ』をクリックします。 



3ホストコンピュータに接続する 


© 广 □口、 
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©『□一カルプリンタ』を選択し、『次へ』をクリックします。 



©『ディスク 使用』をクリックします。 



©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセットして、『配布ファ 
イルのコピー元』に次のように入力し、 rOKJ をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D ：¥ Drivers ¥ Win 95 
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□ □ □ □ , 


©『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が表示されますので、セットアップす 
るプリンタを選択し、『次へ』をクリックします。 




”ン赠 


テ''ィスク使用 ( ti ) …」 


く戻る®)£ 次へ〉和ンセル」 


©『利用できるポート』から 『LPT1J を選択し、『次へ』をクリックします。 



フ，ン$で使用するホ、卜を逞んで、 D 欠へ]を押じ C くだ 
利用できるホ、卜⑷： 

SBfjf'-h" 

通信ホ H 

ディスクにファイルを作成 


ホ、卜の設定ね)… 


<戻る(旦 ）(J >欠へ 〉 ] I キャンセル^ 


® 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 


於纖■叉離纖 



<戻る ( g)(£ 次へ〉 


知ン1!ル」 


©テストページを印刷する場合は、『はい（推奨）』を、印刷しない場合は、『いい 
え』を選択し、『完了』をクリックします。 


⑩ 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、 row をクリック 
し、 CD-ROM ドライブに Windows95 の CD-R 〇 M をセットします。ま 
た、『ファイルのコピー元』に、 『D:¥Win95』(CD-ROM ドライブが 
の場合）と入力し、『〇 K』 をクリックします。（オペレーティングシス 
テムがフロッピーディスクの場合は、指定されたディスク （Diskxx) を 
フロッピーディスクドライブへセットし、『ファイルのコピー元』に 
『A:¥』 と入力し、『〇 K』 をクリックします。） 



インストル後、パン w 正しく設定されたかどうか確認するために、 
テスト V —;/令印刷できます。 

印宇テスト？行います ftv ? 


<戻塊) 


ーキャンセル」 


©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 _ 

フ7イル ( E ) 編集 (£• 表示⑻ヘル/ ( ti ) 


國 


”ンタの追加 OKI 

iMICROLINE 

I8480SU2-R 


2 懼のオフ''ゲェり卜 
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I | £M \ m 藤 I V 774 1 *'A I テ w イスわ*^ I 
用紙 サイス' A 4 (210 X 


IS □ □ □ Q 

A4 ^ A3 A3 桷 


AMt 


±J 


0 


■ 縦 (e 


s 


給紙方法®: ■手差し 


余白の編集 ( u ).+. 」 


0> 


詳細設定ぬ )… J ル'〜;^ン惜報(6)…| 楞準に戻すぬ ） J 


-和ンセル」 


■< 2 ) 


-③ 


①【詳細 オプションダイアログ】 
単票用紙の排出方法を指定します。 


指定なし：プリンタの操作パネルで設 
定した排出方法になります。 

テープ ル： テープ ル側に排出します。 
スタツカ：シートスタツカ側に排出し 
ます。 


印刷条件の設定 


使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウがらプリンタアイコンを 
クリックし、『プリンタ』メニューの『プロパティ』で設定します。 



用紙タブでの設定 


3ホストコンピュータに接続する 


\ /口口 


$〶 



□ □ □ □ , 


②用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 


【ユーザー定義サイズダイアログ】 


rrnn 


(550 


poo 


3 [350 
"^[700 


㊃ 


•特別な用紙サイズを使ラ場合、ユー 
ザー定義サイズを選択し、用紙の幅と 
長さを設定します。「用紙規格および 
印字範囲」の範囲で使用してください。 
•用紙の長さは1/6インチ単位で設定 
してください。 

〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6インチ単位以外に設定した 
場合には実際の用紙サイズと〇 S 内部で管理している用紙サイズに差 
が生じます。そのため、思いどおりの印刷結果が得られない場合があ 
ります。 


ファイル ( E ) 編集( I )表示屻ヽルフ如 


遲フめ ㈣ 追涵 


没 8480 SU 2 -R 4 X 11 インチ 


讀 8480 SU 2 -R 5 X 11 インチ 
緣 8480 SU 2 -R 6 X 11 インチ 


4烟のオフ- Vi り卜 

A 


.複数の ユーザ 定義サイズの用紙を使い 
たい場合、プリンタドライバを ユーザ 
定義サイズごとにインストールしてく 
ださい。ドライバの名前にサイズ名を 
指定すれば、ドライバの切り替えで使 
用できます。 


③給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し 

• 前カツトシートフィーダ 
• 後カツトシートフィーダ 
• フロントトラクタフィーダ 
• リアトラクタフイーダ 

•給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 



和ンセル J 準に戻す®」 


馳丁国¥础設定 
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デバイスオプションタブでの設定 





④印刷品質 


印刷の品位を選択します。 
• 高速（片方向印字） 

• 高速（両方向印字） 

• 高密度（片方向印字) 
• 高密度（両方向印字) 


:片方向で高速に印刷します。 

:両方向で高速に印刷します。 

:片方向で高密度に印刷します。 
:両方向で高密度に印刷します。 


㉞ 


• 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設定が優先されます。そのため、 
確実に印字速度を指定したしヽ場合はプリンタ本体の設定を変更してくだ 
さい。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以下の表の通りとなります。 



印字 データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

_密度 

内蔵フォン ト 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォン ト 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字を行うため、 
高密度印字（通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


/\ 

フォントの指定 

• 本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 
[Courier (1 Ocpi ) 〕、〔〇 CR-B ( 1 0 cpi ) 〕 ' (Roman (1 Ocpi) 〕、 [Sanserif (1 Ocpi )) 
の 8 種類のプリンタフォントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ 
同じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 
• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明 
朝〕の縦横2倍）の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 
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フリンタの設定 


WindowsNT 4 .◦から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値 
に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「設定を初期化する」 （153 ページ） を参照してください。 

プリンタドライバの動作環境 

Windows NT Server 4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0 日本語版 
の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフエー 
スを搭載している機種 

04^) 日本語版以外の〇 s には対応していません。 

プリンタドライバのセットアップ 


㉔ 


WindowsNT4.0 では、 USB インタフェースをサボートしておりま 
せん。従って、 USB インタフェースケーブルでのご使用はできま 
せんので、[パラレルインタフェースケーブルをご使用の場合]に 
従ってセットアップしてください。 

Administrator の権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 
プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライパに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

すでに古いバージョンの OKI MICROLINE 8480SU2 シリーズプリ 
ンタドライバがセットアップされている場合は、削除してからセッ 
トアップを行ってください。 


セットアップには、次のものをご用意ください。 

プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

Windows NT Server 4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0 日本 
語版オペレーティングシステム ( CD - ROM ) 


なお、説明の中では、 DOS/V PC で WindowsNT Workstation 4.0 日本語版を使用し、 
プリンタは ML 8480 SU 2- R とします。 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 

プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 
V 土 •ノ ストールできません。 

-プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-R 〇 M ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通り に インストールを継続して くださし、。 

• プリンタドライバのセットアップは『プリンタの追加』から行い 
ます。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュー 
夕の管理者の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 

〇プリンタウィザードを起動させます。 

『マイコンピュータ』 — 『プリンタ』—『プリンタの追加』で起動します。 

©『このコンピュータ』をチェックし、『次へ』をクリックします。 

©接続ポートを選び、『次へ』をクリックします。 



このフツン5で使用した KP 

織離野れ 


ホ H 

説明 

TM 1 

^1 

囹困团 EI 

□ LPT2： 

Local Port 

Local Port 


: 

□ LPT3： 

□ C0M1： 
nnnM9 - 

Local Port 

Local Port 

1 nr^l Port 


d 

ホ、卜の追加®…| 

ホ。-卜の梅成©… 

| 


- TM プールを有効にする® _ 
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© /^uu\ /^uu\ 

WWW 



□ □ □ □ , 


©『ディスク使用』をクリックします。 




製适元 ( M ): 

アッ r ルコン匕 9 开 

アデティ 
アルフ 0 ス電気 
カシオ電子エ案 
キヤノン 

キュー I ム _i ス■シ'>，ノ 
jpa _ 


フツン嫩 


Apple Color LaserWriter 12/6( 

Apple LaserWriter 167600 PS-J 
Apple LaserWriter D NTX-J 
Apple LaserWriter Pro 400 
Apple LaserWriter Pro 405 
Apple LaserWriter Select 610 


i E :: s 纖画;:;::] 


< 戻る® j 次へ J キャンセル 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセツトして、『配布ファ 
イルのコピー元』を次のように入力し、 rOKJ をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Winnt 4 




4ンセル. 


『配布ファィルの:1ヒ1元 (©: 1 


l|D：¥Drivers¥Winnt4 



❻プリンタの機種名を選びます。 




■I OKI MICRO LINE 


テ''ィスク使用 ( H )... 」 


_ く戻る®) |」欠へ⑽> | _キャンセル_ 


©引き続き、画面に表示される指示にしたがって、適切な項目を選びます。 
ファイルのコピーが開始されます。 


㊃ 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、 row をクリック 
し、 CD - ROM ドライブに WindowsNT 4.0 の CD - ROM をセツトし、「コ 
ピー元」に、 「 D :¥ i 386」( CD - ROM ドライブがの場合）と入力し、 
『〇 K 』 をクリックします。 


©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


W w w 



□ □ □ □ , 


印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 




給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当 
てます。給紙方法で「自動選択」 
を指定したとき、同ーサイズの用 
紙を複数の給紙方法に割り当て 
ないでください。 


ページ設定タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 
アプリケーションによっては、「ページ設定」タブでの設定より、アプリケーション 
ソフトの用紙設定での設定内容が優先されます。 


用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

• 前カツトシートフイーダ 
• 後カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 

• 「自動選択」のまま印刷すると、 
デバイスの設定タブで、同じ用 
紙サイズが割り当てられている 
給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割 
り当てられていない場合、手差 
しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、 
印刷済みの用紙を排出してくだ 
さい0 
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詳細タブでの設定 


カスタム用紙サイズの設定 


このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタのプロパティで表示されます。 任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 



用紙/出力 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パ 
ネルで設定した排出方法にな 
ります。 

• テープル：テーブル 側に排出 
します。 

• スタツカ：シートスタツカ側 
に排出します。 


印刷品質 


印刷の品位を選択します。 
• 高速（片方向印字） 

• 高速（両方向印字） 

• 高密度（片方向印字) 
• 高密度（両方向印字) 


:片方向で高速に印刷します。 

:両方向で高速に印刷します。 

:片方向で高密度に印刷します。 
:両方向で高密度に印刷します。 


㉝ 


印字速度はプリンタ本体(操作ゾネル）の設定が優先されます。そのため、 
確実に印字速度を指定したしヽ場合はプリンタ本体の設定を変更してくだ 
さい。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以下の表の通りとなります。 



印字 データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

局密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


〇『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『ファイル』-『サーバーのプロパティ』を 



©『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』をチェックし、寸法を入力します。入 
力後、『用紙の保存』をクリックします。「用紙規格および印字範囲」の範囲で 
使用してください。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙サイズを作成しても、プリンタドラ 
イバで選択することはできません。 


•高さは1/6インチ単位で設定してください。 



高速印字では、文字パターンのドツトを間引き、高速で印字を行うため、 
高密度印字（通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 










































































㉔ 


〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6インチ単位以外に設定した 
場合には実際の用紙サイズと 0S 内部で管理している用紙サイズに差 
が生じます。そのため、思いどおりの印刷結果が得られない場合があ 
ります。 


©作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


フォントの指定 


本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 
[Courier (1 Ocpi ) 〕、 〔 OCR - 巳 （ 1 0 cpi) 〕:、 [Roman (1 Ocpi) 〕、 [Sanserif (1 〇 cpi ) 〕 
の 8 種類のプリンタフォントを搭載しています。 

プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵）倍角〕は、それぞれ 
同じ字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 
〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明 
朝〕の縦横2倍）の指定はできません。 

レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは 
TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 
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DOS 環境で使用する 


市販のアプリケーションソフトウェアのほとんどのものに、使用するプリンタを選 
択する項目があります。 

印刷する前に、以下の優先順位に従って選択します。 


優先順位 

プリンタ名 

1 

MICROLINE 8480 SU 2 -R 

(使用するプリンタを ML 8480 SU 2- R として説明しています。 
ML 8480 SU 2 の場合は 、 MICROLINE 8480 SU 2 と置き換えて 
ください。） 

2 

ESC/P 24- J 84 

3 

VP - 1000/3000 

4 

ESC/P 24- J 83 

5 

VP 135 K /130 K 


㉝. 


プリンタの選択方法は、それぞれのアプリケーシヨンソフトウェ 
アにより異なります。具体的な選択方法は、アプリケーシヨンソ 
フトウェアの マニュアルを 参照して くださし、。 

アプリケーシヨンソフトウェアによっては、正常に印字が行えな 
い場合や、印字結果が異なる場合があります。 

アプリケーシヨンソフトウェアによっては、本プリンタの機能の 
—部がサボートされていない場合があります。 
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封筒角形 2 号横はカットシートフィーダに対応しておりません。そのため、カット 
シートフィーダを使用して封筒角形2号横を印刷させることはできません。 

プリンタドライバにおいても封筒角形2号横とカットシートフィーダの組み合わせ 
は指定できないように開発を行っておりますが、各〇 S の仕様により以下の動作と 
なります。 

• Windows 95/98/ Me のプリンタドライバ設定においては、カットシートフィー 
ダと封筒角形2号横を組み合わせて設定すると仕様外である旨の警告画面が表 
示されますので、封筒角形2号横で印刷する場合は手差しに設定し直してくだ 
さい。 

警告を無視してカットシートフィーダと封筒角形2号横を組み合わせて設定す 
ることも可能ですが、プリンタの仕様範囲外の印刷となりますので正常な印刷 
は保証できません。 

• WindowsNT 4 .◦のプリンタドライバ設定においては、カットシートフィーダと 
封筒角形2号横を組み合わせて指定することが可能ですが、プリンタの仕様範 
囲外の印刷となりますので正常な印刷は保証できません。 

• Windows 2000 / XP / Se 「 ver 2003/ Vista のプリンタドライバ設定においては、 
カツトシートフイ_ダと封筒角形2号横を組み合わせて指定することはできま 
せん。 


3ホストコンピュータに接続する 



© /_DD \ / \ 乙 □ 口、 

^ w w 

封筒角形2号横のご使用について 



□ □ □ □ , 


|封筒角形2号横のご使用について 
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プリンタをより活用するために 

〜プリンタ設定の変更方法〜 


操作パネルの使い方. 
プリンタのメニュー設定. 


126 

131 












4 プリンタをより活用するために 


v27 



操作パネルの使い方 



(ML8480SU2) 


(ML8480SU2-R) 


操作パネルの使い方 


126 



各スイッチの記号は、メニューモード中のスイッチ機能を表しています。 
表示パネルの左側にも表示されます。 


讎沏替令 
用紙カット 


改頁 
高速印字 


改行 
通常印字 


機能設定メニューの切り替え 


改頁 
高速印字 


改行 
通常印字 


項目の切り替え 


印字可 


用紙モ-ド 
高複写 


設定値の切り替え 




























































































































スイッチの機能 


r 印字可スイッチ- 

rz - ♦オンラインのとき 

印字可 • オフフインにします。 

,_ J • カット シー ト フィーダ（オプション）で 再 給紙を行い 

ます。 

♦オフラインのとき 
• オンラインにします。 

• 復旧可能アラームを解除します。 


r 改頁/高速印字スイッチ 


改頁 
高速印字 

V_ y 


♦オンラインのとき 

• 高速印字モードに設定します。 


⑩ 


高速印字では、文字パターンのドットを間引 
き、高速で印字を行うため、通常印字に比べ、 
文字が薄く見えます。 


♦オフラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

次のページの1行目まで連続紙を送ります。 
• 単票モードのとき 
単票を排出します。 


r 改行/通常印字スイッチ- 

♦オンラインのとき 

• 通常印字モードに設定します。 

♦オフラインのとき 

• 1行改行します。押し続けると連続で改行します。 


改行 
通常印字 


用紙口ード/排出方向スイッチ 


用紙口-ド 
排出方向 


♦オンラインのとき 


• 単票モードのときの排出方向を切り替えます。 

排出方向は、単票手差しモードと自動給紙（前側）モード、 
自動給紙（後側）モードで別々に設定できます。 

♦オフラインのとき 

• フロントトラクタモード，リアトラクタモードのとき 

ピントラクタに連続紙をセツトしてから押すと、1行目 
印字位置まで連続紙が自動的に送られます。 

連続紙がセツトされているときは、ピントラクタの位 
置まで連続紙を後退させます。 



連続紙の後退量は、最大558.8 mm(22 インチ）です。 
558.8mm(22 インチ)後退しても用紙先端を検出し 
ない場合は、その時点で後退動作を終了します。 
連続紙の後退動作は、2回 [1117.6mm(44 インチ)] 
以上連続で行うと用紙ジャ厶になる場合があります。 


• 単票手差しモードのとき 

単票がセットされていないときに押すと、無効です。 

単票がセットされているときに押すと、用紙を排出し 
ます。テーブル側排出設定の場合は、単票抜き取り待 
ち状態になります。 

• 自動給紙(前側)モード、自動給紙(後側)モードのとき[カッ 
トシートフイーダ（オプション）実装時] 

単票がセットされていないときに押すと、自動的に次 
の用紙がセットされます。 

単票がセットされているときに押すと、単票が排出さ 
れます。テーブル側排出設定の場合は単票抜き取り待 
ち状態になります。 

自動給紙(前側)モードでテーブル側排出設定の場合は単 
票抜き取り待ち状態になります。 （ ML 8480 SU 2 -R のみ) 
自動給紙(後側)モードでテーブル側排出設定の場合はメ 
ニューの設定に従った状態になります。 

( ML 8480 SU 2 -R のみ) 



































機能切替/用紙カットスイッチ 


讎沏替令 
用紙カット 


►オンラインのとき 

• フロントトラクタモード，リアトラクタモードのとき 
連続紙を用紙カット位置まで送ります。再押下また 
はデータを受信すると、もとの位置に戻ります。 

• 単票手差しモード，自動給紙（前側）モード，自動給 
紙（後側）モードのとき 
無効です。 

►オフラインのとき 

• このスイッチを押しながら他のスイッチを押すことに 
より、スイッチの機能を変えることができます。 


機能切替/用紙カットスイッチ+改頁/高速印字スイッチ 

♦オンラインのとき 


讎沏替 令 
用紙カット 


+ 


改頁 
高速印字 


〔微少送り〕 


• 無効です。 

►オフラインのとき 

• 用紙がセットされているときに、順方向に微 
少送りを行います。 


機能切替/用紙カットスイッチ+改行/通常印字スイッチ 


機能切替 T 
用紙カット 


+ 


改行 
通常印字 


〔微少逆送り〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセットされているときに、逆方向に微 
少送りを行います。 

レ A 用紙の逆送り量は累計で 8.47mm (1/3 
Y 土 •ノ インチ）以内にしてください。印字ズ 
レの原因になります。 

微少送り，微少逆送りのピッチは、 
0.14mm (1/180 インチ）です。また、 
スイッチを押し続けると、連続的に送 
ります。 


参考 


4プリンタをより活用するために 


W W 
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用紙モード/高複写スイッチ 


卜 ） 

♦オンラインのとき 



( 



用紙モード 

• 高複写印字モードに設定します。 



機能切替 T 

+ 

印字可 

高複写 

♦オフラインのとき 



用紙カット 


^_ _ y 


単票手差しモード，フロントトラクタモード，リアトラ 
クタモード，カツトシートフイーダ（オプション）実 
装時は自動給紙（前側）モード、自動給紙（後側）モー 
ドに切り替えます。 


r 機能切替/用紙カットスイッチ+印字可スイッチ 

♦オンラインのとき 


〔用紙位置設定〕 


• 無効です。 

►オフラインのとき 

• 用紙がセットされていないときに押すと、1文 
字目印字位置設定モードになります。 


⑩ 


書式モード中は無効です。 
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機能切替/用紙カットスイッチ+用紙モード/高複写スイッチ 


讎沏替令 
用紙カット 


+ 


臟モ-ド 
高複写 


〔メニュー〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 機能設定メニューモードに入ります。 



設定終了後、プリンタはイニシャル 
動作を行います。 

イニシャル動作中は電源 OFF しない 
でください。 


讎 g 切替令 
用紙カツト 


用紙口-ド 
排出方向 


r 機能切替/用紙カットスイッチ+用紙口ード/排出方向スイッチ- 

►オンラインのとき 
• 無効です。 

►オフラインのとき 

• マニュアルギャップ調整モードに入ります。 
用紙ロード/排出方向スイッチを押すたびに 
才一トギャップ，マニュアルギャップの選択値 
が変化していきます。設定はスイッチから手 
をはなした時点で選択していたギャップ設定 
となります。 


〔ギャップ設定〕 


用紙モード/高複写スイッチ+機能切替/用紙カットスイッチ 


(ML8480SU2-R のみ) 


用紙モード 
高複写 


讎 g 切替令 
用紙カット 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 単票手差しモードで未給紙状態のとき 
楽々セット機能を選択します。機能切替/用 
紙カットスイッチを押すたびにラクラク1〜 
4,無効と変わっていきます。 

スイッチから手をはなした時点で選択してい 
た設定となります。 

• 上記条件以外のとき 
無効です。 



本スイッチ機能は、用紙モード/高 
複写スイッチを押下しながら機能切 
替/用紙カットスイッチを押下した 
時点で有効となります。 



































ランプの表示機能 


■■電源（緑）点灯：電源が入っている 
消灯：電源が切れている 


■■印字可（緑) 


オンライン（印字可） 

オフライン（印字不可） 

• メニュー設定中 

• カバーオープンアラーム（「用紙」ランプと共に点滅) 
• データ/動作保持アラーム 


■書式（緑) 

(ML8480SU2 

のみ） 


■才-トキ'、ヤツア（緑)点灯 
消灯 
点滅 

■高複写（緑）点灯 
消灯 


オートギャップモード 
マニュアルギャップモード 
マニュアルギャップ設定アラーム状態 

高複写印字モード 

通常印字モードまたは高速印字モード 


表示パネル 


表示パネルには、プリンタの状態やアラームの表示およびプリンタのメニュー設定 
の内容が表示されます。 

アラームの表示については「アラーム表示がでたときは」（応用編）で、その他の表 
示については、プリンタの操作説明の中で必要に応じて説明しています。 


書式モード 
書式モード解除 
復旧不可能アラーム状態 
(「用紙」ランプと共に点滅) 


«用紙（赤）点灯：•ペーパエンド状態 

• 用紙ジャムアラーム状態 
• 用紙カット位置の補正の限界状態時 
• 用紙頭出し位置の補正の限界状態時 
消灯：給紙済み状態 
点滅： • 単票抜き取り待ち状態 
• 復旧不可能アラーム状態 

(「書式」ランプと共に点滅） （ML8480SU2 のみ） 
(「楽々セット」ランプと共に点滅） 

(ML8480SU2-R のみ) 
• カバーオープンアラーム（「印字可」ランプと共に 
点滅） 

• 用紙カット位置補正中 
• 用紙頭出し位置補正中 


M 楽々セツト(緑)点灯 
(ML8480SU2-R 消灯 
のみ） 点滅 

M 高速（緑）点灯 
消灯 

▼ 排出方向(緑）点灯 
消灯 


楽々セツト機能有効 
楽々セツト機能無効 
復旧不可能アラーム状態 
(「用紙」ランプと共に点滅） 

高速印字モード 

通常印字モードまたは高複写印字モード 

テープルへ単票を排出する 
スタツカへ単票を排出する 


ブザー 

ブザーはプリンタがアラーム状態のときに鳴ります。 

ブザーが鳴ったときは、操作パネルのスイッチをどれが押すと止まります。 



^ 0 一 


^ 0 一 
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プリンタのメニュー設定 


プリンタで設定できる内容と変更方法について説明します。 

現在の設定を確認する 

メニュー設定内容の印字には、 A4 サイズ以上の単票の縦置き1枚、または1◦イン 
チ幅以上の連続紙を使用します。 

ここでは、 A4 サイズの単票を使用する場合を例にとって、現在の設定の確認方法 
を説明します。プリンタはあらかじめ単票手差しモードにしておきます。詳細は 「単 
票から連続紙への切り替え」 （166 ページ） を参照してください。 

「メニュー設定ユーティリティ」を使用して、コンピュータ上から設定を確認するこ 
ともできます。 

詳しくは、 f1 章 Windows ソフトウェア」（応用編）をご覧ください。 


J 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


〇 「印字可」+「用紙モード/高複写」スイッチを押しながら、 
し 電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

表示パネルに「イニシャルシヨリチュウ/スイッチヲニンシキシマシタ」 
と表示したらスイッチから指を離します。 



〇テーブルに単票をセットします。 

^単票を自動的に吸入し、プリンタのメニューで設定されている全ての項目 
と設定値が印字されます。 


/ □ □ □ \ 


ニューの機能設定メニューには以下の11モードがあります。 

1. コマンド機能設定 

2. 印字モード設定 

3. プリンタハードウエア設定 

4. 用紙選択モード 

5. 単票手差しモード設定 

6. フロント CSF モード設定 

7. リア CSF モード設定 

8. フロントトラクタモード設定 

9. リアトラクタモード設定 

10. 書式メニュー設定 

11. 調整モード設定 

※受信バッファ使用時において、受信バッファにデータが残っているときは、メ 
ニューの起動はできません。 

表示パネルに以下のように表示されます。 


ィ 

ン 

シ 

、、 

テ 

、、 

— 

夕 


力 

、、 


ァ 

U 

マ 

ス 

才 

ン 

ラ 

イ 

ン 


二 


シ 

テ 

ク 

夕 

、、 

サ 

イ 
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コマンド機能設定 


コントロールコマンドの機能や対応コード表などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 

3. 

4. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は3 .へ、 別のモードをセツトする場合 
と 


は 


機能切替 
用紙カット 


改頁 
高速印字 


、または 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押します。 


5. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 




網がけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

ANK コードヒョゥ 

グラフィックコード 

カタカナコード 

ANK 文字コード表の拡張グ 
ラフイックス/カタカナコー 
ドを設定します。 

2 

ANK モジヒンイ 

LQ ANK 

ドラフト ANK 

ANK 文字の文字品位を選択 
します。 

3 

CR キノウ 

フッキノミ 

フッキ十カイギヨウ 

CR コードの機能を、復帰の 
みか復帰改行するか選択し 
ます。 

4 

ゼ□フォント 

〇 
— 0 

30H ANK コード受信時の印 
字フォントパターンを選択 
します。 

5 

ANK フオント 

クーリエ 

サンセリフ 

OCR-B 

□ーマン 

ANK 書体を選択します。 

6 

DC1/DC3 

ムコウ 

ユウコウ 

DC1 と DC3 コードの有効/ 
無効を選択します。 

7 

FF キノウ 

ハイシュツ 

カイページ 

単票手差しモード時の FF 
コード機能を選択します。 

8 

タンピヨウボトム 

ジドウ八イシユツ 

FF コード 

単票手差しモードおよび自動 
給紙モードでのボトム検出時 
の排出条件を選択します。 

9 

カタホウコウインジ 

ユウコウ 

ムコウ 

片方向印字設定コマンドの 
有効/無効を選択します。 
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印字モード設定 

プリンタの印字動作を選択できます。 
以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


3. 


4. 


5. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と、または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「インジモー 


ドセツテイ」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4 .へ、 別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

タテカクダイインジ 

リョウホウコウインジ 

カタホウコウインジ 

縦拡大印字時の印字方向を選 
択します。 

2 

イメージインジホウ 

コゥ 

ク 

リョウホウコウインジ 

カタホウコウインジ 

イメージ印字時の印字方向を 
選択します。 

3 

テイシンドウモード 

ムコウ 

ユウコウ 

印字の振動を抑える低振動 
モードの有効/無効を選択し 
ます。 

4 

PowOn カンジモード 

セツテイ 

カイジョ 

電源投入時の漢字モード設定 
/解除を選択します。 

5 

コウフクシャインジ 

ムコウ 

ユウコウ 

電源投入時の高複写印字モー 
ドの有効/無効を選択します。 

6 

テイソウオンモード 
(ML 8480 SU2-R のみ） 

0ク 

ムコウ 

ユウコウ 

印字時の騒音を抑える低騒音 
モードの有効/無効を選択し 
ます。 


緣 両方向印字の場合、縦！ 。 卜線のずれが 0.3mm 程度発生することがあります。 

诊珍 低騒音モードでは、文字パターンのドットを間引き、通常速度で印字を行ラため、 
通常印字に比べ文字が薄く見えます。また、操作パネルでの印字モード指定にか 
かわらず通常速度で印字します。 
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フリンタハードウエア設定 

インタフエースなどが選択できます。 

以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


3. 


4. 


5. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と11上|、または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「ハードウエア 


セツテイ」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


4プリンタをより活用するために 


W W V►ノ 




網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

ジユシンバッファ 

シヨウスル 

シヨウシナイ 

受信バッファ （ 128K) を使用 
するか、しないか選択します。 

2 

パイタイキリカエドウ 
サ 

カツトオクリナシ 

カツトオクリアリ 

フロント/リアトラクタで連 
続紙がセットされているとき 
に用紙モードを切り替えた場 
合、連続紙をカット位置まで 
送る動作(カットオクリ)を行 
ラか、行わないか選択します。 

3 

カールナラシドウサ 
(ML 8480 SU2 のみ） 

ムコゥ 

ユゥコゥ 

単票吸入時、または改行時の 
単票先端ならし動作の実行を 
選択します。 

3 

カールナラシドウサ 
(ML 8480 SU2-R のみ） 

ムコゥ 
ユゥコゥ 

単票吸入時、または改行時の 
単票先端ならし動作の実行を 
選択します。 

4 

リボンマスクホゴ 
(ML 8480 SU2 のみ） 

ムコゥ 

ユゥコゥ 

リボンプ□テクタの孔が改行 
時に損傷するのを保護する機 
能の有効/無効を選択しま 
す。 

4 

リボンマスクホゴ 
(ML 8480 SU2-R のみ） 

ムコゥ 

ユゥコゥ 1 

ユゥコゥ 2 

リボンプ□テクタの孔が改行 
時に損傷するのを保護する機 
能の有効/無効を選択しま 
す。 诊沴诊 

5 

タンピヨウモード 

(ML 8480 SU2-R のみ） 

テサシ 

CSF 

CSF 接続状態で初期化したと 
きの単票給紙モードを選択し 
ます。 

6 

CSF マエ/ゥシロ 
センタク 诊 

CSF マエユウセン 

CSF ウシロユウセン 

CSF の装置前後装着時のど 
ちらが優先かを選択します。 

7 

I / F センタク 

ジドゥ 

パラレル 

USB 

オプション 

使用するインタフェースを選択 
します。 r ジドウ」の場合は、デー 
夕を受信するインタフェースを 
自動的に選択します。 
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網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

8 

I/F タイムアウト 

15 s 

n/F センタク」が r ジドウ」 



3〇 s 

の場合に、データ受信により 



45 s 

受信したインタフェース選択 



1 min 

状態となった後、データ受信 



2 min 

が途切れてからインタフェー 



3 min 

ス選択状態を解除するまでの 



4 min 

5 min 

時間を選択します。 

9 

ソウホウコウ I/F 

ムコウ 

双方向インタフェースの有効 



ユウコウ 

/無効を選択します。 

10 

AUTO FEED XT 

ムコウ 

AUTO FEED XT 信号の有効 



ユウコウ 

/無効を設定します。 

11 

I/F タイミング 

A-B-A 

インタ フエー スの ACK/ 



A-B 

BUSY 信号のタイミングを選 




択します。 

12 

l-P「ime シンゴウ 

ユウコウ 

l-P「ime の有効/無効を選択し 



ムコウ 

ます。 

13 

ブザー 

ユウコウ 

ブザー鳴動の有効/無効を設 



ムコウ 

定します。 

14 

プザーオンリョウ 

ショウ 

チュウ 

ブザーの音量を設定します。 






タイ 


15 

パワーセーブモード 

ユウコウ 

パワーセーブ機能の有効/無 



ムコウ 

効を選択します。 

16 

パワーセーブジカン 

5 min 

パワーセーブ状態へ移行する 



10 min 

までの時間を選択します。 



15 min 

30 min 

60 min 



網かけ部は初期値 


項番 


17 


項目 


レンゾク 1 -Prime 


設定値 


ユウコウ 

ムコウ 


機能 


I-PR 旧 E 信号をデータ受信や 
スイッチ操作がない状態で連 
続的に受信した場合の処理を 
選択します。 

ユウコウ： I-PR 旧 E 信号を連 
続で受信した場合、プリンタ 
が認識する毎に初期化動作を 
行います。 

ムコウ： I-PR 旧 E 信号を連続 
で受信した場合、プリンタの 
初期化動作は一度のみ行いま 
す。 


珍 CSF が前後に搭載されている場合のみ表示され設定することが可能となります。 
CSF が未搭載の場合でも設定値は保持され、再び搭載されたときに設定値が有効 
になります。ただし、 CSF が未搭載の状態でメニュー設定を初期化された場合は、 
この限りではありません。 




下タイミングの “A-B-A” と “A-B” の意味は、下図によります。 

「 A-B-A 」 の場合、 I/F 信号 ACKNLG ， BUSY の関係は以下のとおりです。 

BUSY ； 1_ ； _ 


ACKNLG 


1 




レ _ 丄 ^㈣ 

2.5// 2.5 バ 

「 A-B 」 の場合、 I/F 信号 ACKNLG, BUSY の関係は以下のとおりです。 


BUSY 
ACKNLG' 


1^ L_ 
i __ r ~ 

主) 

2 . 5 バ（，王） 


( 注 ） BUSY OFF と ACK OFF のタイミングの差は MIN Osec です。 

珍沴诊 「ユウコウ1」が選択されると、フロントトラクタモードまたは、リアトラクタモー 
ドでの改頁、ミシン目スキップおよび、改行量の大きい改行において保護動作を 
行います。 

「ユウコウ2」が選択されると、全ての改行において保護動作を行います。 
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用紙選択モード 


使用する用紙サイズや印字幅などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


3. 


4. 


5. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と、または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「ヨウシセンタ 


クモード」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4 .へ、 別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

ページチョウモード 

センタクモード 
ギヨウスウモード 

ページ長を設定するモードを 
選択します。 

2 

ページチョウセンタク 

279.4 mm (11") 

304.8 mm (12") 

55.9mm (21/5") 

69.9mm (2 3/4") 

82.6mm (31/4") 

101.6 mm (4") 

209.6 mm (81/4") 

ページ長を選択します。 

項番 1 「ページチョウモー 
ド」で「センタクモード」 
を選択した場合に本設定が有 
効となります。 

3 

ページチョウギョウス 
ゥ z# 

1(4.2mm) 

2 (8.5mm) 

66 (279.4mm) 

399 (1689.1mm) 

400 (1693.3mm) 

ページ長を行数単位で選択し 
ます。 

行数は 4.23mm(6L PI ) 単位で 
す。 1 〜 400 行まで設定可能 
です。 

項番 1 「ページチョウモー 
ド」で「ギヨウスウモード」 
を選択した場合に本設定が有 
効となります。 


珍 「ページチョウギョウスウ」選択中は、「印字可」または「用紙モード」スイッ 
チを押下し続けると、連続的に設定値が更新されます。そのまま押下し続けると 
設定値の更新速度が上がります。 

また「機能切替」十「印字可」スイッチを押下すると、設定値が 50 の倍数で更新 
されます。 
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網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

4 

ミシンメスキップ 

ナシ 

連続紙のミシン目スキップ長 



25.4 mm (1") 

を選択します。 

5 

ジドウハイシュツイチ 

3.18 mm (1/8") 

単票の排出検出位置(用紙下 




端から文字中心までの距離） 



6.35 mm (1/4") 

を選択します。 

6 

インジ八パ 

80ケタ 

1行の最大印字桁を選択しま 



106ケタ 

132ケタ 

す。 



136ケタ 


7 

ヨウシガイインジボウシ 

ユウコウ 

用紙の印字領域を越えるデー 


( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

ムコウ 

夕をカットする機能の有効/ 
無効を選択します。なお、本 
設定は楽々セット有効時のみ 
有効となります。 

8 

CSF テサシキュウシ 

ユウコウ 

自動給紙モードで手差し□に 


( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

ムコウ 

セットされた用紙のセミオー 




トローディング有効/無効を 
選択します。 

9 

CSF テサシヨウシ 

CSF ゴカン 

自動給紙モードで手差し□か 


( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

テサシモード 

ら給紙した用紙の動作条件を 
選択します。ク, 


.#/# ページ長を 25.4 mm 以下に設定した場合、「ミシンメ スキップ」を 
「25.4 mm ( r )」 に設定しても、ミシン目スキップは Omm が設定されます。 

诊沴诊 3.18 mm (1/8 n ) に設定はできますが、印字品質は保証されません。 

珍沴沴珍 「 CSF ゴカン」が選択されると、現在選択されている自動給紙モードのメ 
ニュー設定に従い動作します。「テサシモード」が選択されると、手差しモー 
ドのメニュー設定に従い動作します。 


/ 用紙上端から 5 mm 以内または、用紙下端から 5 mm 以内に印字デー 
夕がある場合、へッドギャップオープン後、へッドを印字位置まで 
移動することがあります。 
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単票手差しモード設定 

単票手差しモードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 

3. 

4. 

5. 


を押し、オフラインにします。 


と 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 


と 


セツテイ」を表示させます。 


または 


または ^： K を押して、設定値を選びます。 

v _ y 

引き続き別の項目をセツトする場合は4 .へ、 別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


改行 
通常印字 


を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 



改頁 
高速印字 


または 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「テサシモード 


機能切替 
用紙カット 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


印字可 


機能切替 
用紙カット 


6. 設定を終了する場合は、を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

テサシ TOF イチ 

2.12mm (1/12") z# 

単票手差しモード時の頭出し 


(注） 

3.18mm (1/8") 

基準位置を選択します。 



6.35 mm (1/41 

(第1行目の文字中心まで。た 



7.62mm (3/10") 

だし、 8.47mm は第1行目文字 



8.47mm (1/3") 

の先端まで。） 



10.58 mm (5/12") 

「ユーザーシテイイチ」は1 



23.28 mm (11/12") 

文字目印字位置の設定を行っ 



25.4mm (1") 

た場合に表示されます。 



27.52 mm (13/12") 




ユーザーシテイイチ 


2 

キユウシ WAIT TIME 

2.0 s 

単票をテーブルにセツトして 



1.5 s 

から吸入するまでの時間を選 



1.0 s 

択します。 



0.5 s 

本設定は楽々セツト機能が 




無効時のみ有効となります。 




(ML 8480 SU2-R のみ） 

3 

テサシキユウシソク 

ツウジョウ 

単票手差しモード時の給紙速 


ド、 

テイソク 

度を選択します。 

4 

テサシハイシユツホ 

テーブル 

単票手差しモード時の用紙排 


ゥコゥ 

スタツカ 

出方向を選択します。 

5 

テサシ PAPER END 

PE シュツリヨクナシ 

単票手差しモードで用紙終了 



PE シュツリヨクアリ 

を検出した場合のぺーパー エ 




ンド(未給紙状態)出力を選択 




します。 


珍 2.12mm(1/12"), 3.18mm(1/8 n ) に設定はできますが、印字品質は保証されません。 
また、用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ、折れや紙づまりが発生する 
場合があります。 
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網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

6 

テサシカミアツセンタ 
ク 

オー ト 

マニュアル1レンジ 
マニュアル2レンジ 
マニュアル3レンジ 
マニュアル4レンジ 
マニュアル5レンジ 
マニュアル6レンジ 
マニュアル7レンジ 
マニュアル8レンジ 
マニュアル A レンジ 
マニュアル B レンジ 
マニュアル C レンジ 
マニュアル D レンジ 
マニュアル E レンジ 

単票手差しモード時の紙厚調 
整方法およびレンジを選択し 
ます。 

7 

テサシカミアツイチ 

50.8 mm (2") 

101.6 mm (4") 

単票手差しモード時の才一卜 
ギャップ動作を行ラ位置を選 
択します。（左端からの位置） 

8 

PowOn ラクラクモー 
ド、 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

ラクラク1 
ラクラク2 
ラクラク3 
ラクラク4 

ラクラクセンタク 

電源投入時の楽々セット機能 
を選択します。 

「ラクラク1」：ラクラク1ヒタ''リヨパク選択。 
「ラクラク2」：ラクラク2ヒタ、'リヨ A ク選択。 
「ラクラク3」：ラクラク3ヒタ''リヨ A ク選択。 
「ラクラク4」：ラクラク4ヒタ''リヨ A ク選択。 
「ラクラクセンタク」：_「ラクラうセン的」 
のメニューの設定に従います。 
(本項目は電源投入時のみ適 
用され、 I - PRIME 受信時には 
適用しません） 


_• 


頭出し位置は用紙の種類によって土 2 mm 程度の誤差が生じるこ 
とがあります。設定値[初期値 6.35 mm (1/4 インチ）]に合わせ 
る場合は、頭出し位置補正（調整モード設定）で修正してくださしヽ。 


• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値 
に調整してあります。 

• 用紙上端から 5 mm 以内または、用紙下端から 5 mm 以内に印字デー 
夕がある場合、ヘッドギャップオープン後、ヘッドを印字位置ま 
で移動することがあります。 



網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

9 

ラクラクセンタク 

ラクラク1 

PowOn ラクラクモ-ドが「ラクラクセン 


( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

ラクラク2 

タク」に設定されている場合の 



ラクラク3 

電源投入時の楽々セット機能 



ラクラク4 

を選択します。 



ムコウ 

「ラクラク1」：ラクラク1ヒタ''リヨハク選択。 
「ラクラク2」：ラクラク2ヒタ''リヨ A ク選択。 
「ラクラク3」：ラクラク3ヒタ''リヨハク選択。 
「ラクラク4」：ラクラク4ヒゲリヨハク選択。 
r ムコウ」:楽々セット無効。 

(本項目は電源投入時のみ適 
用され、 I - PRIME 受信時には 
適用しません） 

10 

ラクラクセンタクキ 

キオクスル 

「楽々セット」スイッチにて「ラ 


ォク 

キオクシナイ 

クラクセン的」の状態を切り替え 


( ML 8480 SU 2 -R のみ） 


た場合、その設定を「ラクラクセ 
ン的」の設定値として記憶する 
か/しないかを選択します。 

11 

ラクラク1ヒタ'リヨハ 

0 mm 

楽々セット機能使用時の左余 


ク 

: (1/90 インチ単位） 

白を、 0 mm 〜 45.4 mm の範囲 


( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

5.1 mm 

で調整します。 



: (1/90 インチ単位） 

(1/90 インチ単位） 



45.4 mm 

メニューまたは「楽々セット」 
スイッチにより本余白設定が 
選択されている場合に有効と 
なります。 

12 

ラクラク2ヒダリヨハ 

0 mm 

楽々セット機能使用時の左余 


ク 

: (1/90 インチ単位） 

白を、 0 mm 〜 45.4 mm の範囲 


( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

5.1 mm 

で調整します。 



: (1/90 インチ単位） 

(1/90 インチ単位） 



45.4 mm 

メニューまたは「楽々セット」 
スイッチにより本余白設定が 
選択されている場合に有効と 
なります。 



プ 

夕 

の 

メ 
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© “□□2 ^ A 乙 □口） 
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□ □ □ □ , 


網かけ部は初期値 


珍诊 設定値の「コウセイド」（高精度）の斜行精度は用紙幅で約 1.5 mm 以下です。精 
度を必要とする場合は、「コウセイド」に設定してください。 


用紙幅 



約 1.5 mm 以下 


㉝ 


楽々 セット 機能有効状態では、用紙の種類によっては斜行（用紙 
の傾き）を検出し、排出後、再吸入動作をする場合があります。 
(メニューのラクラクシヤコウ ケン シュツ の設定が 「コウセイド」 
の場合、特に再吸入動作をします。） 

楽々セット機能無効状態（メニューのラクラクセンタクの設定 
が「厶 コウ」 の場合）では、斜行を検出すると排出されます。 


項番 

項目 

設定値 

機能 

13 

ラクラク3ヒタ'リヨハ 
ク 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

0 mm 

: (1/90 インチ単位） 

5.1 mm 

: (1/90 インチ単位） 

45.4 mm 

楽々セット機能使用時の左余 
白を、 0 mm 〜 45.4 mm の範囲 
で調整します。 

(1/90 インチ単位） 

メニューまたは「楽々セット」 
スイッチにより本余白設定が 
選択されている場合に有効と 
なります。 

14 

ラクラク4ヒタ'リヨハ 
ク 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

0 mm 

: (1/90 インチ単位） 

5.1 mm 

: (1/90 インチ単位） 

45.4 mm 

楽々セット機能使用時の左余 
白を、 0 mm 〜 45.4 mm の範囲 
で調整します。 

(1/90 インチ単位） 

メニューまたは「楽々セット」 
スイッチにより本余白設定が 
選択されている場合に有効と 
なります。 

15 

ラクラクシヤコウケン 
シュツ 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

コウセイド 

ツウジョウ 

ムケンシユツ 

楽々セット機能有効状態での 
単票給紙時、斜行検出可否お 
よび斜行精度を設定します。 
r ムケンシ1ツ」に設定された場合、 
斜行検出は行いません。 

16 

テサシシヤコウケン 

シュツ 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

コウセイド 

ツウジョウ 

ムケンシユツ 

楽々セット機能無効状態での 
単票給紙時、斜行検出可否お 
よび斜行精度を設定します。 
r ムケンシ1ツ」に設定された場合、 
斜行検出は行いません。 
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□ □ □ □ , 


フロント CSF モード設定 


自動給紙（前側）モードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


3. 


4. 


5. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と^または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、 fF-CSF モード 


セツテイ」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4 .へ、 別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

F-CSF TOF イチ 

(注） 

2.12mm (1/12 ") 诊 
3.18mm (1/8， 

6.35mm (1/4") 

7.62mm (3/10") 

8.47mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4mm (1") 

27.52 mm (13/12") 
ユーザーシテイイチ 

自動給紙（前側）モード時の 
頭出し基準位置を選択しま 
す。 

(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47mm は第1行目文字 
の先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合に表示されます。 

2 

F-CSF 八イシュツホ 
づコウ 

スタツカ 

テーブル 

自動給紙（前側）モード時の 
用紙排出方向を選択します。 

3 

F-CSF ギャップドウサ 

マイカイ 

ツウジョウ 

自動給紙（前側）モード時の 
用紙吸入時のオートギャップ 
動作を選択します。 r ツウジョ 
ウ」は用紙吸入1回のみ行い 
ます。 


诊 2.12mm(1/12 n )、3.18mm(1/8 n ) に設定はできますが、印字品質は保証されません。 
また、用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ、折れや紙づまりが発生する 
場合があります。 
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4 プリンタをより活用するために 
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網かけ部は初期値 



項番 


4 


項目 


F-CSF カミアツセンタ 
ク 


F-CSF カミアツイチ 


F-CSF シヤコウケン 
シュッ 

(ML 8480 SU2-R のみ） 


設定値 


オート 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 


1レンジ 
2レンジ 
3レンジ 
4レンジ 
5レンジ 
6レンジ 
7レンジ 
8レンジ 
A レンジ 
B レンジ 
C レンジ 
D レンジ 
E レンジ 


50.8mm (2") 

101.6 mm (4") 


コウセイド 

ッウジョウ 

ムケンシュツ 


機能 


自動給紙（前側）モードの紙 
厚調整方法およびレンジを選 
択します。 


自動給紙（前側）モード時の 
オートギャップ動作を行ラ位 
置を選択します。（左端からの 
位置） 淡珍 


自動給紙（前側）モードで 
CSF から給紙時の斜行検出可 
否および斜行検出精度を選択 
します。 ククク 


珍珍 自動給紙（前側）モード時に手差しで給紙した場合の動作条件はメニューの用紙選 
択モード内 「 csf テサシヨウシ」の設定に従います。 

緣珍珍 設定値の「コウセイド」（高精度）の斜行精度は用紙幅で約 1.5mm 以下です。精度 
を必要とする場合は、「コウセイド」に設定してください。斜行を検出すると排出し、 
次の用紙を吸入します。 

用紙幅 



約 1.5 mm 以下 




頭出し位置は用紙の種類によって± 2mm 程度の誤差が生じるこ 
とがあります。設定値[初期値 6.35mm (1/4 インチ）]に合わせ 
る場合は、頭出し位置補正（調整モード設定）で修正してくださしヽ。 
頭出し位置補正については工場出荷時に 55kg 紙媒体にて適正値 
に調整してあります。 

用紙上端から 5mm 以内または、用紙下端から 5mm 以内に印字デー 
夕がある場合、ヘッドギャップオープン後、ヘッドを印字位置ま 
で移動することがあります。 
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□ □ □ □ , 


リア CSF モード設定 


自動給紙（後側）モードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


3. 


4. 


5. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と01 cn ^] ,または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、 「R-CSF モード 


セツテイ」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4 .へ、 別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

R-CSF TOF イチ 

(注） 

2.12 mm (1/12 ") 诊 
3.18 mm (1/8， 

6.35 mm (1/4") 

7.62 mm (3/10") 

8.47 mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4 mm (1") 

27.52 mm (13/12") 
ユーザーシテイイチ 

自動給紙（後側）モード時の 
頭出し基準位置を選択しま 
す。 

(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47 mm は第1行目文字 
の先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合に表示されます。 

2 

R - CSF 八イシュツホ 

ウコウ 

スタツカ 

テーブル 

自動給紙（後側）モード時の 
用紙排出方向を選択します。 

3 

R - CSF ギャップドウサ 

マイカイ 

ツウジョウ 

自動給紙（後側）モード時の 
用紙吸入時のオートギャップ 
動作を選択します。 r ツウジョ 
ウ」は用紙吸入1回のみ行い 
ます。 


z # 2.12 mm (1/12 n )、3.18 mm (1/8 n ) に設定はできますが、印字品質は保証されません。 
また、用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ、折れや紙づまりが発生する 
場合があります。 
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□ □ □ □ , 


網かけ部は初期値 



項番 


4 


項目 


R-CSF カミアツセンタ 
ク 


R-CSF カミアツイチ 


R-CSF デノヌキトリマ 
チ 

(ML 8480 SU2-R のみ） 


設定値 


オート 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 

マニュアル 


1レンジ 
2レンジ 
3レンジ 
4レンジ 
5レンジ 
6レンジ 
7レンジ 
8レンジ 
A レンジ 
B レンジ 
C レンジ 
D レンジ 
E レンジ 


50.8mm (2") 

101.6 mm (4") 


アラーム 

ジドウキュウシマチ 


機能 


自動給紙（後側）モードの紙 
厚調整方法およびレンジを選 
択します。 


自動給紙（後側）モード時の 
オートギャップ動作を行ラ位 
置を選択します。（左端からの 
位置） 


自動給紙（後側）モード時に 
CSF から給紙しテーブル排 
出した用紙がテーブルセン 
サ上にある場合に抜取り待 
ち アラームに するかしない 
かを選択します。 


◎珍 自動給紙（後側）モード時に手差しで給紙した場合の動作条件はメニューの用紙選 
択モード内 「 csf テサシヨウシ」の設定に従います。 




頭出し位置は用紙の種類によって± 2mm 程度の誤差が生じるこ 
とがあります。設定値[初期値 6.35mm (1/4 インチ）]に合わせ 
る場合は、頭出し位置補正（調整モード設定）で修正してくださしヽ。 
頭出し位置補正については工場出荷時に 55kg 紙媒体にて適正値 
に調整してあります。 

用紙上端から 5mm 以内または、用紙下端から 5mm 以内に印字デー 
夕がある場合、ヘッドギャップオープン後、ヘッドを印字位置ま 
で移動することがあります。 
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□ □ □ □ , 


フロントトラクタモード設定 


フロントトラクタモードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


3. 


4. 


5. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と s または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「フロントモー 


ドセツテイ」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4 .へ、 別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

フロントオートロード 

イチ 

(注） 

2.12mm (1/12 ") 珍 
3.18mm (1/8") 

6.35mm (1/4") 

8.47mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

19.05 mm (9/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4mm (1") 

27.52 mm (13/12") 
ユーザーシテイイチ 

フロントトラクタモード時の 
頭出し基準位置を選択しま 
す。 

(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47mm は第1行目文字 
の先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合に表示されます。 

2 

フロントカツトモード 

シュドウ 
ジドゥ 

フロントトラクタモード時の 
ミシン目カツト位置への移動 
方法を選択します。 

3 

フロント PowOn ヨ 
ウシイチ 

インジイチ 

カツトイチ 

フロントトラクタモード時の 
電源投入時に用紙がある場合 
の用紙位置を選択します。 

4 

フロント PE イチ 

3.18mm (1/8 ") 珍诊 

6.35mm (1/4") 

フロントトラクタモード時の 
ペーパーエンド位置を選択し 
ます。（用紙下端から文字中 
心までの距離） 


z# 2.12mm(1/12"), 3.18mm(1/8") に設定はできますが、印字品質は保証されません。 
また、用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ、折れや紙づまりが発生する 
場合があります。 

參诊 最終ページの印字精度は保証されません。 
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網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

5 

フロントカミアツセン 
タク 

オー ト 

マニュアル1レンジ 
マニュアル2レンジ 
マニュアル3レンジ 
マニュアル4レンジ 
マニュアル5レンジ 
マニュアル6レンジ 
マニュアル7レンジ 
マニュアル8レンジ 
マニュアル A レンジ 
マニュアル B レンジ 
マニュアル C レンジ 
マニュアル D レンジ 
マニュアル E レンジ 

フロントトラクタモード時の 
紙厚測定方法およびレンジを 
選択します。 

6 

フロントカミアツイチ 

50.8 mm (2") 

101.6 mm (4") 

フロントトラクタモード時の 
オートギャップ動作を行ラ位 
置を選択します。（第1文字目 
の中心からの位置） 


• 頭出し位置は用紙の種類によって土 2 mm 程度の誤差が生じるこ 
とがあります。設定値[初期値 6.35 mm (1/4 インチ）]に合わせ 
る場合は、頭出し位置補正（調整モード設定）で修正してくださしヽ。 
• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値 
に調整してあります。 

• 先頭ページ上端から 5 mm 以内または、最終ページ下端から 5 mm 
以内に印字データがある場合、ヘッドギャップオープン後、へッ 
ドを印字位置まで移動することがあります。 


4プリンタをより活用するために 
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□ □ □ □ , 


リアトラクタモード設定 


リアトラクタモードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


3. 


4. 


5. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と01 cn ^] ,または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カツト 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「リアモード 


セツテイ」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4 .へ、 別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

リァ オー ト □ー ドイ 
チ 

2.12mm (1/12") ^ 

3.18mm (1/8'*) 

6.35mm (1/4") 

8.47mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

19.05 mm (9/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4mm (1") 

27.52 mm (13/12") 
ユーザーシテイイチ 

リアトラクタモード時の頭出 
し基準位置を選択します。 

(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47mm は第1行目文字 
の先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合に表73^されます0 

2 

リアカツトモード 

シュドウ 
ジドゥ 

リアトラクタモード時のミシ 
ン目カット位置への移動方法 
を選択します。 

3 

リア PowOn ヨウシ 

イチ 

インジイチ 

カツトイチ 

リアトラクタモード時の電源 
投入時に用紙がある場合の用 
紙位置を選択します。 

4 

リァ PE イチ 

3.18mm (1/8") 

6.35mm (1/4") 

リアトラクタモード時のペー 
パーエンド位置を選択しま 
す。（用紙下端から文字中心 
までの距離） 


z# 2.12mm(1/12"), 3.18mm(1/8") に設定はできますが、印字品質は保証されません。 
また、用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ、折れや紙づまりが発生する 
場合があります。 

诊诊 最終ページの印字精度は保証されません。 
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網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

5 

リアカミアツセンタク 

オー ト 

マニュアル 1 レンジ 
マニュアル 2 レンジ 
マニュアル 3 レンジ 
マニュアル 4 レンジ 
マニュアル 5 レンジ 
マニュアル 6 レンジ 
マニュアル 7 レンジ 
マニュアル 8 レンジ 
マニュアル A レンジ 
マニュアル B レンジ 
マニュアル C レンジ 
マニュアル D レンジ 
マニュアル E レンジ 

リアトラクタモード時の紙厚 
測定方法およびレンジを選択 
します。 

6 

リアカミアツイチ 

50.8mm (2") 

101.6 mm (4") 

リアトラクタモード時のオー 
トギャップ動作を行ろ位置を 
選択します。（第 1 文字目の中 
心からの位置） 


• 頭出し位置は用紙の種類によって土 2 mm 程度の誤差が生じるこ 
とがあります。設定値[初期値 6.35 mm (1/4 インチ）]に合わせ 
る場合は、頭出し位置補正（調整モード設定）で修正してくださしヽ。 
• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値 
に調整してあります。 

• 先頭ページ上端から 5 mm 以内または、最終ページ下端から 5 mm 
以内に印字データがある場合、ヘッドギャップオープン後、へッ 
ドを印字位置まで移動することがあります。 


4プリンタをより活用するために 
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□ □ □ □ , 


書式メニュー設定 


不揮発性メモリに登録した書式などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 

3. 

4. 

5. 


印字可を押し、オフラインにします。 
と|巧！; A を押します。 


機能切替 
用紙カット 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と Qi cn ^] ,または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「シヨシキセツ 


テイモード」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選び、 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙ロード 
排出方向 


を押 


して、設定値をメモリに記憶します。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4 .へ、 別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

カヘンシヨシキセン 
タク 

トウ□クシヨシキナ 
シ 

シヨシキナシ 
デパイス名：書式名 

不揮発性メモリに登録されて 
いる書式から使用する書式を 
選択します。 z# 

2 

カヘンシヨシキサク 
ジョ 

トウ□クシヨシキナ 
シ 

デパイス名：書式名 

登録済の可変書式を削除しま 
す。 诊 

3 

ページクギリモジ 

ナシ 

?,@ 

書式中のページを区切る文字 
を指定します。 

4 

ギヨウクギリケイシ 
キ 

data LF 

" data " 

Idatal 

S-dstaS. 

: data ; 

書式中の一つの印字位置に指 
定する文字データの区切りが 
たを指定します。 

5 

シヨシキインジイチ 

5320S モード 

834 OS モード 

可変書式での水平印字位置を 
選択します。 


z# 登録された書式がない場合、「トウ□クシヨシキナシ」固定となります。 
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調整モード設定 


プリンタの頭出し位置，ペーパエンドの検出位置，水平印字位置および単票 LF 精度 
を補正する値が選択できます。 

以下の手順で設定します。 


印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


3. 


4. 


5. 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 
高複写 


を押します。 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と11上|、または 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙カツト 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「チョウセイ 


モード」を表示させます。 

を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


印字可 


または 


または 


改行 
通常印字 


用紙モード 
高複写 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 


6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 
排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 




網かけ部は初期値 


項番 

項 目 

設定値 

機能 

1 

テサシ TOF ホセイ 

-40 

単票手差しモード時の頭出し 



-39 

基準位置に対する補正値を選 



1 

択します。 



〇 




\ 

39 




40 


2 

F-CSF TOF ホセイ 

-40 

単票自動給紙（前側）モード 



-39 

時の頭出し基準位置に対する 



1 

補正値を選択します 。^ 



〇 




1 

39 




40 


3 

R-CSF TOF ホセイ 

-40 

単票自動給紙（後側）モード 



-39 

時の頭出し基準位置に対する 



1 

補正値を選択します 。^ 



〇 




1 

39 




40 


4 

フロント □ー ドホセ 

-40 

フロントトラクタモード時の 


イ 

-39 

頭出し基準位置に対する補正 



1 

値を選択します。 



〇 




39 




40 


5 

リア □ードホセイ 

-40 

リアトラクタモード時の頭出 



-39 

し基準位置に対する補正値を 



\ 

選択します。 z# 



〇 




39 




40 
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網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

6 

テサシ PE イチホセ 

-15 

単票手差しモード時のジドウ 


イ 

-14 

ハイシュツイチに対する補正 




値を選択します。 z# 



〇 




1 

14 




15 


7 

F-CSF PE イチホセ 

-15 

自動給紙（前側）モード時の 


イ 

-14 

ジドウハイシュツイチに対す 




る補正値を選択します 。珍 



〇 




1 

14 




15 


8 

R-CSF PE イチホセ 

-15 

自動給紙（後側）モード時の 


イ 

-14 

ジドウハイシュツイチに対す 




る補正値を選択します。 



〇 




14 




15 


9 

フロント PE イチホ 

-15 

フロントトラクタモード時の 


セイ 

-14 

ジドウハイシュツイチに対す 




る補正値を選択します。 z# 



〇 




14 




15 


10 

リア PE イチホセイ 

-15 

リアトラクタモード時のジド 



—14 

ウハイシュツイチに対する補 



\ 

正値を選択します。 z# 



〇 




14 




15 



網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

11 

テサシ 1 モジメホセイ 

ヒダリ 1 〇 

楽々セツト無効時の単票手差 


(ML 8480 SU2-R のみ） 

ヒダリ 9 

しの一文字目印字開始位置 
(水平方向)の補正値を選択し 



〇 

ます。 



\ 

[1/1 80 インチ単位 (0.14mm 



ミギ 9 
ミギ 10 

単位)] 

12 

ラクラク 1 モジメホセ 

ヒダリ 10 

楽々セツト有効時の単票手差 


ィ 

ヒダリ 9 

しの一文字目印字開始位置 


(ML 8480 SU2-R のみ） 

1 

(水平方向)の補正値を選択し 



〇 

ます。 



1 

[1/1 80 インチ単位 (0.14mm 



ミギ 9 
ミギ 10 

単位)] 

13 

F-CSF 1 モジメホセイ 

ヒダリ 10 

単票自動給紙(前側)の一文字 


(ML 8480 SU2-R のみ） 

ヒダリ 9 

1 

目印字開始位置(水平方向)の 
補正値を選択します。 



〇 

[1/1 80 インチ単位 (0.14mm 




単位)] 



ミギ 9 
ミギ 10 


14 

R-CSF 1 モジメホセイ 

ヒダリ 10 

単票自動給紙(後側)の一文字 


(ML 8480 SU2-R のみ） 

ヒダリ 9 

1 

目印字開始位置(水平方向)の 
補正値を選択します。 



〇 

[1/1 80 インチ単位 (0.14mm 



1 

単位)] 



ミギ 9 
ミギ 10 


15 

フロント 1 モジメホセ 

ヒダリ 10 

フロントトラクタの一文字目 


ィ 

ヒダリ 9 

印字開始位置(水平方向)の補 


(ML 8480 SU2-R のみ） 

\ 

正値を選択します。 



〇 

[1/1 80 インチ単位 (0.14mm 




単位)] 



ミギ 9 
ミギ 10 
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網かけ部は初期値 



項番 


項 

g 

設定値 

機能 

16 

リア 

1 モジメホセイ 

ヒダリ 1 〇 

リアトラクタの一文字目印字 


( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

ヒダリ 

9 

開始位置(水平方向)の補正値 





\ 


を選択します。 





〇 

[1/180 インチ単位 (0.14 mm 





\ 


単位)] 





ミギ9 
ミギ10 



17 

PRINT 

REG 

LOW 

-5 

PRREG =-5 

低速印字速度の左右方向のズ 





-4 

1 

PRREG =-4 

レの補正値を選択します。 
リバース方向の印字ドット位 





〇 

) 

PRREG =0 

) 

置を調整します。 





( 

4 

( 

PRREG =4 

工場出荷時、適正値 诊诊 





5 

PRREG =5 

に設定されます 。诊诊珍 

18 

PRINT 

REG 

NORM 

-5 

PRREG =-5 

通常印字速度の左右方向のズ 





-4 

1 

PRREG =-4 

レの補正値を選択します。 
リバース方向の印字ドット位 





〇 

) 

PRREG =0 

) 

置を調整します。 





( 

4 

PRREG =4 

工場出荷時、適正値 诊诊 





5 

PRREG =5 

に設定されます 。诊诊珍 

19 

PRINT 

REG 

HIGH 1 

-5 

PRREG =-5 

高速印字速度の左右方向のズ 





-4 

PRREG =-4 

\ 

レの補正値を選択します。 
リバース方向の印字ドット位 





〇 

) 

PRREG =0 

) 

置を調整します。 





( 

4 

PRREG =4 

工場出荷時、適正値 





5 

PRREG =5 

に設定されます。 

20 

PRINT 

REG 

HIGH 2 

-5 

PRREG =-5 

ドラフト ANK 印字速度の左右 





-4 

\ 

PRREG =-4 

\ 

方向のズレの補正値を選択し 
ます。 





〇 

\ 

PRREG =0 

\ 

リバース方向の印字ドット位 
置を調整します。 





4 

PRREG =4 

工場出荷時、適正値 緣诊 





5 

PRREG =5 

に設定されます。 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

21 

テサシ LF ピッチ 

-10 TLFP=-10 
-9 TLFP=-9 
\ 1 

0 TLFP=0 

\ \ 

9 TLFP=9 

10 TLFP=10 

手差しからの単票給紙後の改 
行量の補正値を選択します。 

22 

F-CSF LF ピッチ 

-10 TLFP=-10 
-9 TLFP=-9 
l 1 

〇 TLFP=0 

\ \ 

9 TLFP =9 

10 TLFP=10 

フロント CSF からの単票給紙 
後の改行量の補正値を選択し 
ます。 诊诊诊诊 

23 

R-CSF LF ピッチ 

-10 TLFP 墨 10 
-9 TLFP=-9 
l l 

〇 TLFP=0 

\ \ 

9 TLFP=9 

10 TLFP=10 

リア CSF からの単票給紙後の 
改行量の補正値を選択しま 
す。 诊诊诊珍 


0設定傾ま1ステップあたり0.21 mm (1/120 インチ）単位で、十側は用紙下端方向 
へ、一側は用紙上端方向へ移動します。 

本メニューモードではレジストレーシヨン確認パターンの印字は行いません。 
レジストレ—シヨン設定値は、1ステップあたり0.07 mm 単位で、十側は用紙 
印刷面の左端方向へ、一側は用紙印刷面の右端方向へ移動します。 

诊珍珍珍 LF ピッチ補正は、あらかじめ枠線等がプレブリント印刷されている単票を使用 
するときに、改行ピッチが合わない場合に補正する機能です。設定値に対する 
補正量は以下のとおりです。 


設定値 

100 mm あたりの補正値 

設定値 

100mm あたりの補正値 

±1 

± 0.07 mm 

±6 

± 0.70 mm 

±2 

±0.21 mm 

±7 

±0.84 mm 

±3 

±0.35 mm 

±8 

±0.92 mm 

±4 

±0.42 mm 

±9 

± 1.06 mm 

±5 

±0.56 mm 

±10 

± 1.20 mm 
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設定を初期化する 

全てのメニューの設定値を、初期の状態に戻すことができます。 


㈣ 


調整モード （150 ページ） の調整値は初期化されません。 

登録した書式は消えません。 

楽々セット機能の左余白設定量（ラクラク1ヒダリヨハク〜ラ 
クラク4ヒダリヨハク）は初期化されません。 （139 ぺージ） 
( ML 8480 SU 2 -R のみ） 


J 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


〇 「印字可」+「機能切替/用紙カット」スイッチを押しながら、 
し 電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

表示パネルに「イニシャルシヨリチュウ/スイッチヲニンシキシマシタ」 
と表示されたら、スイッチがら指を離します。 
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用紙の取り扱い 


〜色々な用紙をプリンタにセットします〜 

「楽々セット」モードの設定 （ML 8480 SU2-R のみ） . 156 

単票をセットする . 158 

連続紙をセットする . 162 

単票と連続紙の切り替え . 166 

用紙の厚さに応じた調整方法 . 167 
















5 用紙の取り扱い 
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ML84I 
由な位 
このと 
クラク 
「ラクう 
するこ 


「楽々セット」モードの設定 （ ML 8480 SU 2- R のみ） 


3〇 SU2-R は「楽々セット」機能を使用することにより、用紙セット範囲の自 
置に用紙をセットすることができます。 

きの印字開始位置は「楽々セット」モードで設定された「ラクラク1」〜「ラ 
4」の左余白量に従います。 

ラク1」〜「ラクラク4」および「楽々セット」機能の無効はスイッチで選択 
とが可能です。 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

連続紙がセットされているときは、印字済みの用紙を切り取って退避させる 
か、排出してください。 

詳綳ま、 「連続紙の排出方法」 （164 ページ） を参照してください。 


「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。オフライ 
ン状態で「用紙モード/高複写」スイッチを押して、”テサ 
シ”にします。 

" テサシ"が設定されている場合には手順2は不要です。手順3に進んでく 
ださい。 


用紙モード 




約2秒後に用紙モードを切り替えます。 


「印字可」スイッチを押して、オフラインにします。 


印字可 


4 


オフライン状態で「用紙モード/高複写」スイッチを押しな 
がら「機能切替/用紙カット」スイッチを押し、設定したしヽ 
モードを表示します。 

「機能切替/用紙カット」スイッチを押すたびにモードが替わります。 


呑 


讎沏替令 


ラ 

ク 

ラ 

ク 


セ 

ン 

夕 

ク 








ラ 

ク 

ラ 

ク 

2 






〇 

〇 


〇 

m 

m 


左余白量 


用紙左端印字開始位置 


左余白量 


HHHH 


スイッチを離すと設定が終了し、表示パネルにモードが表示されます。 


B 

ゥ 

シ 


ナ 

シ 


テ 

サ 

シ 


ラ 

ク 

ラ 

ク 

2 

B 

ウ 

シ 

ヲ 


セ 

ッ 

卜 

シ 

テ 

ク 

夕 

、、 

サ 

イ 



, ICM 5 

|「楽々セツト」モードの設定 (ML 8480 SU 2 -R のみ) 
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「用紙モード/高複写」スイッチを押しながら「機能切替/用紙カット」 
スイッチを押したときのモード変更は、以下のようになります。（「ラ 
クラク1」〜「ラクラク4」のとき「楽々セット」ランプが点灯します。） 


1回目 パネル表示「ラクラク〇〇〇.〇 mm 」 

(〇は現在の設定モード） 

ここでスイッチを離した場合、設定の変更はしません。 

2回目以降 モードは昇順に表示されます。 


ラクラク1〇〇.〇 mm 

i 

ラクラク2〇〇.〇 mm 

i 

ラクラク3〇〇.〇 mm 

i 

ラクラク4〇〇. 〇 mm 

I 

厶コウ 

i 

ラクラク1〇〇.〇 mm 


• 用紙がセットされている場合、本操作は行えません。 

• 「ラクラク1」〜「ラクラク4」の左余白量はメニューの「ラクラ 
ク1ヒダリヨハク」〜「ラクラク4ヒダリヨハク」にて設定し 
ます。 （139 ページ参照） 

• Windows のアプリケーションソフトから印字する場合は、左余白 
量は 5.1 mm に設定して使用してください。 

左余白量を変更するとアプリケーションソフトで指定する余白量 
と一致しなくなります。 


「楽々セツト」モードの設定 (ML8480SU 2 i のみ) 
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2 


単票のセット 

名刺や封筒またはシートガイドで印字開始位置を調整するときは、「ラクラクセンタ 
ク」を「ムコウ」にしてご使用ください。 （8480 SU 2- R のみ） 

1 シートガイドを単票の左端位置にセットします。 

' • 目盛の「一文字目」の位置が1文字目の中心になります。 

• 目盛上の「▽」の位置にすれば、用紙左端より約 6 mm の位置から印字を 
開始します。はがき，名刺サイズはこの位置で使用してください。 

• 封筒を使用する場合、封筒のフラップ（のり付け部）への印字を避けるた 
め、フラップの大きさに合わせてシートガイドを調整してください。 

• 書式の印刷をする場合は、シートガイドを右に突き当てて固定してくださ 
い0 

はがきおよび名刺サイズを使用するとき、「▽」マークより左へ移動 
して使用すると、斜めに吸入される場合があります。 

1文字目 



广、 > 封筒を使用する場合、用紙厚の調整は必ずマニュアルギャップ調整 
で行ってくださしヽ。 「用紙の厚さに応じた調整方法」（167ページ） 
を参照してください。 


用紙は印字する面を表にして、左端をシートガイドに合わ 
せて、そのまま奥に軽く突き当たるまでまっすぐ差し込み 
ます。 

約2秒後に単票が自動的に吸入されます。 

(メニューに設定された待ち時間に従って吸入されます） 

用紙がセツトしにくい場合は用紙の後端を持ってまつすぐ差し込んでください。 


❸ 



用紙を斜めにセットするとそのまま斜めに吸入され 
ますので、シートガイドに沿わせてまっすぐ差し込 
んでください。 

複写紙など厚い紙の場合は、自動的に吸入されるまで奥に軽く突 
き当ててください。 

複写紙のテーブル排出も可能ですが、印字により用紙下端が力一 
ルし、排出時、折れやジャムが発生する場合があります。このよ 
うな場合はシートスタッカに排出してくださし、。 

封筒はフラップ部を折り返さずに使用してください。 

プリンタ後部のシートスタッカ容量は用紙厚にして 8 mm 程度（連 
量 55 kg 紙で100枚程度）です。 

印刷済みの用紙をシートスタッカにためすぎると用紙ジャムの原 
因になります。たまった用紙を取り除いてください。 



単票をセツトする 
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「楽々セット」モードのときの単票セット方法 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 


r シートガイドをテ 

⑩ 


■ブルの左側に寄せます C 


シートガイドに沿わせた場合、斜行補正動作※の妨げになります 
ので、左側に寄せてください。 

名刺や封筒では「楽々セツト」モードは使用できません。「楽々セツ 
卜」モードを無効にしてください。 


※斜行補正とは斜めにセットされた用紙をまっすぐに補正する動作 

です。 



2 


用紙は印字する面を表にして、セットラベルの用紙セット 
範囲内に用紙をセットします。 

斜行補正動作を行い、単票が自動的に吸入されます。 

(用紙を持ったままでは補正されません） 

用紙がセットしにくい場合は用紙の後端を持ってまつすぐ差し込んでから手 



$ 


通常印字速度範囲 


通常印字速度範囲 


HHHHH- 


■HHHHH 


ぐ F 

BiimT 1 文字目 




用紙セット範囲 


セツトラベル 

〇 


用紙セット範囲外にセットした場合は、用紙をテープルに排出し、表示パネ 
ルに アラームが 表示されます。 


B 

ゥ 

シ 

:セ：ッ 

卜 

ァ 

ラ 

- 

厶：： 




B 

ウ 

シ 

ヲ：サ i ィ 

セ 

ッ 

卜 

シ 

テ：ク：夕 

、、 

サ 

イ 


セ 

ッ 

卜 

ィ 

チ 


ィ 

シ 

、、 

3 

ゥ 






セ 

ッ 

卜 

イ 

チ 


力 

ク 

二 

ン 
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5 用紙の取り扱い 



圓 

参考 


用紙幅が用紙セット範囲を超える場合は、メニユーの「ヒダリヨハク」 
を適正値に設定してください。用紙セット範囲を超えて用紙をセッ 
卜しても正常に吸入されます。 


•.ケ 


用紙幅が1 00 mm 未満または、異常に傾いてセットした場合、アラー 
厶になります。 

用紙セット範囲の両端（色が薄い部分）内に印字を行う場合、高 
速モードでも通常印字速度になる場合があります。（故障ではあり 
ません） 

印字開始位置は現在設定されている「ラクラク1」〜「ラクラク4」 
の左余白量に従います。セットラベルの目盛りとは異なります。 
メニユーの「ラクラクシヤコウケンシユツ」の設定に従い、斜 
行（用紙の傾き）を検出すると排出後、再吸入動作（リトライ） 


をする場合があります。 

• 用紙の先端が力ール、折れがあるものは、斜行補正が正常に動作 
できません。まっすぐな用紙をお使いください。 

• 用紙の長さが 297 mm ( A 4 縦）より長い用紙の場合はテーブルに 
添付品のシートサボートを取り付けてくださしヽ。用紙の長さに合 
わせて前後に調整します。 

• 用紙のセット位置によっては添付品のシートサボートなど斜行補 
正動作の妨げになることがあります。用紙のセット位置を変えて 
ください。 

• 複写紙のテーブル排出も可能ですが、印字により用紙下端が力一 
ルし、排出時、折れやジャムが発生する場合があります。このよ 
うな場合はシートスタッカに排出してください。 

• プリンタ後部のシートスタッカ容量は用紙厚にして 8 mm 程度（連 


量 55 kg 紙で100枚程度）です。 

印刷済みの用紙をシートスタッカにためすぎると用紙ジャムの原 
因になります。たまった用紙を取り除いてください。 


単票の排出方法 

単票がプリンタ内部に残っている場合は、次の手順で単票を排出します。 


「印字可」スイッチを押し、オフラインにします c 


〇 「改頁/高速印字」スイッチまたは「用紙口ード/排出方向」 
1 — スイッチを押します。 

用紙が設定された方向に自動的に排出されます。 


改百 用紙ロード 

胃または 
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単票排出方向の切り替え 

単票の排出方向を、テープル側またはシートスタツカ側に切り替えられます。 
単票手差しモード，自動給紙モードで別々に指定できます。 



「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


〇「用紙口ード/排出方向」スイッチを押します。 

し 「排出方向」ランプが点灯している場合はテープル側へ、消灯している場合は 
シートスタツカ側へ排出します。 


用紙口-ド 


© 


電源スイッチを 「 OFF 」 にするとメニュー設定の排出方向に戻り 
ます。 恒久的に設定する場合は、メニュー設定を変更してください。 
用紙の長さが 297 mm ( A 4 サイズ縦方向）を超える用紙の場合、テー 
ブル排出時は用紙が落ちることがあ ります。 添付品のシートサボー 
卜を取り付けるか、または排出方向をシートスタッカ側に設定す 
ることをお奨めし ます。 


単票をセツトする 
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5 用紙の取り扱い 

連続紙をセツ 


WWW 



□ □ □ □ , 


卜する 


連続紙のセット 


1 電源スイッチを「〇 N 」 にします0 

1 シートスタツカ上に単票が残っているときは、取り除きます。 
連続紙送りの妨げになります。 


〇 「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。オフライ 
し ン状態で「用紙モード/高複写」スイッチを押して'•フロン 
トトラクタ”を選択します。 


保 

約2秒後に用紙モードを切り替えます。 


B 

ゥ 

シ 


ナ 

シ 


フ：口 

ン 

卜 

卜 

ラ 

ク 

夕 


B 

ウ 

シ 

ヲ 


セ 

、、J 

トレン 

テ 

ク 

夕 

、、 

サ 

イ 




A 左側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、横方向の 
卜 印字位置を合わせます。位置を合わせたら、ロックレバー 
を下げて固定します。 

• 目盛上の「▼」および菱形の孔の中心が、横方向の1文字目の中心にな 
ります。 

• 書式の印刷をする場合、右端に突き当てます。 



5 右側のピントラクタのロックレバーを開放し、連続紙の幅 
に合わせて移動します。 


シートガイドは左右のピントラクタの中央に移動します。 
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6 


左右のピントラクタカバーを開いて連続紙をセットし、ピ 
ントラクタカバーを閉じます。 


⑩ 


左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置がずれないよう 


に注意;してくださし、。 


ピントラクタ カバー 



7 


右側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、ロック レバー 
を押し下げて固定します。 

( 注 〆 > 連続紙の張り過ぎやたるみ過ぎがないように注意してください。 

連続紙のスプロケット孔に対するスプロケットピンの位置 


0 

0 


⑥ 

⑥ 


X 〇 


0 

0 

0 

X 



〇 テーブルを閉じ、「用紙口ード/排出方向」スイッチを押し 
C ます。 

1行目印字位置まで連続紙が自動的に送られ、「印字可」ランプが点灯します。 


用紙口ード 



/ T + A 連続紙が途中でつまってしまったときは、つまった連続紙を取り除 
V ? 1 レ ^ き、再度セットし直してください。 


⑩ 


連続紙の置きかた 

• プリンタを置く机の高さは、 75 cm を目安にしてください。 

• 連続紙は、用紙走行経路に沿って、プリンタと平行に置いてくだ 
さい。左右方向のずれは、 3 cm 以下にしてください。 

• プリンタの前部と机の縁を合わせてください。 

• プリンタの後部は印字後の用紙スぺース確保のため、壁から 60 cm 
以上離してください。 

• インタフエースケーブルや電源コードが用紙と干渉しないように 
してください。 60 cm 以上 




連続紙をセツトする 
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5 用紙の取り扱い 


© /^uu\ /^uu\ 

WWW 
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連続紙の排出方法 

印刷が終わった連続紙は、次の手順で排出します。 

印刷済の連続紙を切り取るとき 


「印字可」ランプが点灯している状態で、「機能切替/用紙カッ 
卜」スイッチを押します。 （フロン トカットモード） 

連続紙がシートスタツカ側に繰り出されます。 


機能切替令 

宵 


2 


連続紙をミシン目から切り取ります C 



〇もう一度「機能切替/用紙カット」スイッチを押します c 

^連続紙が元の位置に戻ります。 


機 i 


能切替令 
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連続紙を外すとき 

1 「印字可」ランプが点灯している状態で、「機能切替/用紙カッ 
’ 卜」スイッチを押します。 

連続紙がシートスタッカ側に繰り出されます。 

機能切替$ 

〇連続紙をミシン目から切り取ります。 



4 


「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 


印字可ランプが消灯します。 


印字可 

M 


C 「用紙ロード/排出方向」スイッチを押します。 

ソ連続紙の先端がピントラクタまで後退します。 



㉔. 


連続紙の後退量は最高558.8 mm (22 インチ）です。 

558.8 mm (22 インチ）後退しても連続紙先端を検出しない場合は、 
その時点で後退動作を終了します。 

連続紙の後退動作は、2回 (1117.4 mm [44 インチ])以上連続し 
て行うとジャムが発生する場合があります。 


Q テーブルを開きます。 

"7 ピントラクタカバーを開き、連続紙を外します。 


3 


もう一度「機能切替/用紙カット」スイッチを押します。 


連続紙が元の位置に戻ります。 


讎切替令 

宵 


% 

参考 


トラクタカバーおよびテーブルを兀に民します。 

ピントラクタの手前で連続紙のミシン目を切り取った場合は、残り 
の連続紙はオフライン状態で「改頁/高速印字」スイッチを押して 
排出してください。 



































「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 


n 「用紙モード/高複写」スイッチを押し、切り替えたい用紙 
モードを表示させます。 

用紙モ-ド 


B 

ゥ 

シ 

モ 

— 

卜 



シ 

テ 

ィ 






フ 

□ 

ン 

卜 

卜 

ラ 

ク 

夕 










約2秒後に用紙モードを切り替えます。 

単票がセツトされている場合は、自動的にシートスタツカ側に排出します。 
連続紙がピントラクタにセツトされている場合は、1行目印字位置まで自動 
的に送られます。 


「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 


〇 「用紙モード/高複写」スイッチを押し、切り替えたい用紙 
し モードを表示させます。 

用紙モ—ド 


B 

ゥ 

シ 

モ 

- 

卜 

、、 


シ 

テ 

ィ 






テ 

サ 

シ 















約2秒後に用紙モードを切り替えます。 

連続紙がセツトされている場合は、自動的にピントラクタまで後退します。 
プリンタハードウエア設定モードの「バイタイキリカエドウサ」を「カツ 
トオクリアリ」にすると、印刷済みの連続紙がプリンタに残っている場合 
は連続紙をカツト位置まで送ります。連続紙をミシン目から切り取ったあと 
「用紙ロード」スイッチを押して、連続紙をピントラクタまで後退させます。 


R り扱ぃ /〇〇〇>1 ) 

単票と連続紙の切り替え 

単票から連続紙への切り替え 連続紙から単票への切り替え 



単票と連続紙の切り替え 
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用紙の厚さに応じた調整方法 


このプリンタは、セットされた用紙の厚さを自動的に測定して最適な印字圧に調整 
するオートギャップ調整機能（自動紙厚調整）を備えています。封筒などの用紙の 
厚さが一様でない用紙を使用する場合、この機能が十分働きません。 

特殊な用紙を使用する場合は、マニュアルギャップ調整（手動紙厚調整）で行って 
ください。 

マニュアルギャップ調整は、操作パネルでレンジの設定をする他、用紙モード（単 
票手差しモード，自動給紙（前側）モード，自動給紙（後側）モード，フロントトラ 
クタモード，リアトラクタモード）で別々にメニューで設定できます。 



マニュアルギャップ調整は、プリンタの電源スイッチを「〇 FF 」 に 
するとメニュー設定の値に戻ります。恒久的に設定する場合はメ 
ニュー設定を変更してください。 



「印字可」スイッチを押してオフラインにします。 


印字可 


〇 オフライン状態で「用紙 モー ド/高複写」スイッチを押して、 
し マニュアル ギャップ調整を行う用紙 モー ドを選択します。 


用紙モード 

V\ 


次の表から使用する用紙の厚い部分の「レンジ値」を選び 
ます。 


用紙種類 

レンジ値 

注 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

A 

B 

C 

D 

E 

単 

紙 

連量 45 〜 70kg 
(52 〜 81g/m 2 ) 

〇 













連量70〜 110kg 
(81 〜 128g/m 2 ) 


〇 












連量110〜 135kg 
(128 〜 156g/m 2 ) 



〇 











はがき 




〇 










複 

写 

紙 

連量 34kg 
(40g/m 2 ) の 
感圧紙 

2枚 


〇 












3枚 



〇 











4枚 




〇 










5枚 





〇 









6枚 






〇 








7枚 







〇 







8枚 








〇 






用紙全体の厚さ (mm) 

0.06 

\ 

0.10 

0.10 

\ 

0.15 

0.15 

\ 

0.20 

0.20 

\ 

0.25 

0.25 

\ 

0.30 

0.30 

\ 

0.35 

0.35 

\ 

0.40 

0.40 

\ 

0.45 

0.45 

\ 

0.50 

0.50 

\ 

0.55 

0.55 

\ 

0.60 

0.60 

\ 

0.65 

0.65 

\ 

0.70 


圓 

参考 


—般的なコピー紙（連量 55 kg の場合）の用紙厚さは約0.08 mm です。 
郵便はがき（連量 163 kg 相当の場合）の用紙厚さは約 0.23 mm です。 


㉜. 


用紙の厚さと異なったレンジ値で使用した場合、用紙送りおよび 
印字へッドに不具合を生じるおそれがあります。 

通常印字モードではレンジ6 (用紙厚さ 0.36 mm ) まで、高複写印 
字モードではレンジ8 (用紙厚さ 0.48 mm ) まで設定できます。 
レンジ A 〜 E も設定できますが、複写紙の印字品位が低下し、文 
字が判読できなしヽ場合があります。 


















































5 用紙の取り扱い 



A 「機能切替/用紙カット」スイッチを押しながら「用紙口一 
f ド/排出方向」スイッチを押し、設定したいレンジ値を表示 
します。 

「用紙□ード/排出方向」スイッチを押すたびにレンジ値が変わります。 


㉔. 


マニュアルギャップの設定は、プリンタの電源スイッチを rOFFj 
にした場合や、 IPRIME 信号の受信，メニュー設定終了時にメ 
ニュー設定の値に戻ります。恒久的に設定する場合はメニュー設 
定を変更してください。 

セットされた用紙の厚さに対してマニュアルギャップの設定が狭 
しヽ場合は、 



M 

G 

セ 

ヅ 

テ 

ィ 


ァ 

ラ 

- 

厶 






サ 

イ 

セ 

ヅ 

卜 


シ 

テ 

ク 

夕 


サ 

イ 





と表示する場合があります。もう一度設定をやり直してくださしヽ。 


キ 

、、 

ャ 

ツ 

フ 

° 


セ 

ッ 

テ 

ィ 






マ 

二 

ユ 

ア 

ノレ 


3 

レ 

ン 

シ 

、、 







設定が終了し、スイッチを離すと表示パネルにレンジ値が表示されます。 


才 

フ 

ラ 

ィ 

ン 





ヅ 

ゥ 

シ 

、、 

3 

ゥ 


テ 

サ 

シ 









レ 

ン 

シ 

、、 

3 


「機能切替/用紙カット」スイッチを押しながら「用紙口ード/排出 
方向」スイッチを押したときのレンジ値の変更は、以下のようにな 
参考ります。 


1回目 パネル表示 「マニュアル 〇レンジ」 

(〇は現在の設定レンジ） 

ここでスイッチを離した場合、設定の変更はしません。 

2回目 「オート」（自動紙厚調整） 

3回目 「メニュー〇〇」（〇〇はメニューの設定値） 

4回目 現在の設定レンジに1レンジ追加されます。 

以下、レンジ値は昇順に表示されます。 

1 —2 — 3 - - — E — 才一卜— 1— 2 
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オプション 

〜取り付けから使い方まで〜 


カツトシートフイーダ. 
リアピントラクタ. 
ネットワークカード. 


170 

181 

188 













6 オプション 


カツトシートフイーダ 


プリンタにカットシートフィーダ ( CSF ) を取り付けることにより、単票，はがき， 
封筒および複写紙を自動的に連続給紙できます。 

カツトシートフィーダは、プリンタの前方と後方に取り付けることができます。 


外観と各部の名称 


リア シー ト サボータ (2 個） 



(背面） 
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プリンタ前方に取り付けた図 



プリンタ後方に取り付けた図 













カットシートフイーダの取り付け，取り外し 


㊃. 


カットシートフイーダの接続コードは、必ずプリンタの電源スイッ 
チを 「 OFF 」 にしてから、抜き差しを行ってください。 
オプションのリアピントラクタを取り付けているときは、カット 
シートフイーダをプリンタの後方に取り付けられません。 


プリンタの前方に取り付ける場合 



プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 



〇カットシートフィーダの両側を持ち、両側の U 溝をプリン 
夕のテーブル軸に差し込みます。そのまま、カットシート 
フイーダ全体を静かに下におろします。 



A カットシートフィーダの接続コードをプリンタ左側のコネ 
ト クタに接続します。 



















5 


センタガイドを取り付けます。 

ヨーイングシャフトに引っ掛け、ツメ部を角パイプシャフトに差し込みます。 



リアシートサポータを取り付けます。 

^角パイプシャフトに引っ掛けるのと同時に、リアシートサボータの下端をリ 
アビームにしつがり差し込みます。 



㉞ 


センタカイドとリアシートサボータは各2個添付されています。用 
紙幅に合わせて中央に2個、1個または全て取り外してくださしヽ。 
取り外した場合は、紛失防止のため、用紙ガイドの外側に差し込ん 
で置いてください。 



7 


プリンタの電源スイッチを「〇|\|」にします c 


〇 プリンタをオフライン状態にして、「用紙モード/高複写」 
^スイッチを押してフロント CSF ( F - CSF ) を選択します。 


9 


表示パネルに 「 F - CSF 」 と表示されます。 

カットシートフィーダの接続コードを接続していない場合は表示されません。 

カットシートフィータ'およびセンタガイド、リアシートサボータの取り外し 
は、取り付けの逆の手順で行います。 


Zh 注意 


ケガをする恐れがあります。 




カットシートフイーダを外したときは必ずプリンタのギアカバーを閉 
じてくださしヽ。動作中、誤って指等を入れけがをする恐れがあります。 
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プリンタの後方に取り付ける場合 



プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


〇 プリンタ後方のギアカバーを外します。 

^つまみを押し上げて回転させて外します。 



㉝ 


ギアカバーは、手がギアに触れないためのカバーです。オプション 
を使用しないで外したときは、再度逆の手順で取り付けてくださしヽ。 


シートスタッカおよびスタッカサポートを外します。 



取り外したスタツカサポートは使用しませんので、大切に保管してください。 
シートスタツカはカツトシートフィーダに取り付けます。 





















A カットシートフイーダを持ち、両側の u 溝をプリンタの奥 
9 のポストに差し込みます。そのまま、カットシートフイー 
ダ全体を静かに下におろします。 

カツトシートフイーダが確実にセツトされているか確認してください。 



5 カットシートフイーダの接続コードをプリンタ右側のコネ 
クタに接続します。 



センタガイドを取り付けます。 

^ヨーイングシャフトに引っ掛け、つめ部を角パイプシャフトに差し込みます。 



フ リアシートサボータを取り付けます。 

’ 角パイプシャフトに引っ掛けるのと同時に、リアシートサボータの下端をリ 
アビームにしっかり差し込みます。 



センタガイドとリアシートサボータは各2個添付されています。用 
紙幅に合わせて中央に2個、1個または全て取り外してください。 
取り外した場合は、紛失防止のため、用紙ガイドの外側に差し込ん 
で置いてください。 
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8 


プリンタから外したシートスタツカを、カツトシートフィー 
ダ上にある 4 ケ所のガイ ドにしっかり差し込みます。 

ガイド 



9 


プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします c 


10 


プリンタをオフライン状態にして、「用紙モード/高複写」 
スイッチを押してリア CSF ( R - CSF ) を選択します。 


11 


表示パネルに 「 R - CSF 」 と表示されます。 

カツトシートフィーダの接続コードを接続していない場合は表示されません。 

カツトシートフィータ'およびセンタガイド、リアシートサボータの取り外し 
は、取り付けの逆の手順で行います。 


単票のセッ 


用紙をまとめてカツトシートフイーダにセツトします。 
次の手順に従って、用紙をセットしてください。 




使用できる用紙は、単票，はがき，封筒および複写紙です。 

用紙の挿入方向，用紙の規格については、 「用紙規格および印字範 
囲」（205ぺージ） を参照してください。 

シートスタッカの容量は 、8 mm 程度(連量 55 kg 紙で約100枚）です。 
容量を超えて使用すると用紙ジャムの原因になります。 


※説明ではカツトシートフィーダを前方に取り付けています。 

また、センタガイド、リアシートサボータを一部1個としています。 

1 プリンタの後方にカツトシートフィーダを取り付けた場合 
’ のみ、シートスタツカを前に起こします。 

シ_トスタツカ 



2 


用紙セットレバーを 「 RESET 」 にします c 

用紙 セットレバー 
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6 オプション 
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A 用紙ガイド上の目盛の「1文字目▲」マークが1文字目の中 
f 心になるように用紙ガイド（右）の位置を決め、用紙ガイ 
ド固定レバーを上げて固定します。 



カットシートフィーダを前方に取り付け、用紙をテーブルに排出す 
る場合、テーブルのシートガイドに用紙があたり、ジャムの発生の 
可能性がありますので、用紙ガイド（右）は、はがきの位置にして 
ください。 


リアシートサボータ 用紙ガイド 



用紙幅に合わせてリアシートサボータ、センタガイドを外し、用紙ガイドの 
外側にセツトしてください。 


B はがきをセットする場合には、リアシートサボータ、センタガイド2 
_個とも外し、用紙ガイドの外側にセットしてくださし、。 


リアシートサポータ 



































































































































5 用紙の左端を用紙ガイド（右）に合わせて、そのまま奥に 
突き当たるまでまっすぐ差し込みます。 


印刷する面を表にします。 

普通紙の場合 

折り曲げて用紙の端をずらす 


解きほぐし そろえる 



封筒の場合 



ならす そろえる 



複写紙の場合 

のり付けの部分を下にセツトしてください。（天のり) 


用紙 


用紙ガイド(右) 


用紙は、よくさばき、上下左右をそろえてください。 

特に複写紙の場合、のり付けの部分が次の用紙と貼り付いている 
ことがあります。 

用紙ガイドの上段の線を超えないよう、用紙をセットしてくださし、。 
—般紙の場合、連量 55Kg 用紙で約180枚です。 

はがきの場合、郵便はがきで約30枚です。 

封筒の場合、原紙坪量 85g/m 2 で約20枚です。 



B4 のような大きなサイズや複写紙の場合は、総紙厚 10mm 以下に 
してくださし、。 

折り目，しわ，傷，反りがあるもの，用紙の角が特殊な形状のもの 
は使用しないでください。 

紙質，厚さ，大きさの異なる用紙を、混ぜて使用しないでくださしヽ。 
郵便はがきの両面に印字する場合は、片面の印字後、反りをなくし 
てから反免 H 則の面を印字してください。 

ただし、片面の印字が印刷禁止領域 （217ぺージ参照） にかかる場 
合、反対面の印字時、センサの検出により正常に印刷できない場 
合があります。 











^ 用紙ガイド（左）を用紙幅に合わせ、用紙ガイド固定レバー 
^を上げて、固定します。 

リアシートサボータ 



7用紙セットレバーを、静かに 「 SET 」 にします。 



いきおいよくセットすると、用紙が乱れ、斜めに吸入される原因になります。 


〇 プリンタの後方にカットシートフィーダを取り付けた場合 
^のみ、シートスタツカを後に倒します。 



• 使用中、用紙の端が不揃いになりましたら、印刷を中止し、もう 
—度セットし直してください。 

• 用紙を長時間カットシートフィーダに放置しないでください。 

用紙が力ールする原因になります。 

• カットシートフィーダの給紙の場合、用紙の逆改行量は1回の吸 
入に対して累計で 8.47mm (1/3 インチ）以内です。 

• 複写紙を使用する場合 

① 前方取り付け時 シートスタッカ側へ排出 

② 後方取り付け時 テーブル側へ排出 
(シートスタッカ側も可能） 

をお奨めします。 

前方取付け時のテーブル排出、後方取付け時のシートスタッカ排 
出の場合、薄い用紙や複写紙は印字により下端が力ールし、排出 
0寺、折れやジャムが発生する場合があります。このような場合は①、 
②の排出方向に設定してください。 
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カットシートフイーダを前後に2つ取り付けた場合、メニュー設 
定の 「 CSF 前/後の選択」で、どちらのカットシートフイーダか 
ら給紙するか設定します。 

用紙の種類によっては、セットした最後の用紙が印字規格から外 
れる場合があります。 

オプションのカットシートフイーダご使用時には、最後の用紙の 
給紙が不安定となることがありますので、最後の用紙は使用しな 
いようにしてください。また、用紙残量が少なくなった場合には、 
用紙を補充してください。 



自動給紙 モー ドと単票手差し モー ドの切り替え 

カツトシートフィーダを取り付けたまま、単票を手差しで給紙できます。 
手差し給紙から自動給紙に切り替えることもできます。 


2 


オフライン状態で「用紙モード/高複写」スイッチを押して 
“テサシ”を選択します。 

自動給紙モードに戻す場合は、再度「用紙モード/高複写」 
スイッチを押します。 


圓 

参考 


単票手差し給紙の場合は、テーブルから単票を入れます。 

プリンタ前方にカットシートフイーダを取り付けた場合、カット 
シートフイーダの下から単票を入れます。 

「楽々セット」モードで使用するときは、シートガイドを可能なだ 
け左側に寄せてください。 

自動給紙モードでもテーブルに単票をセットするとテーブルから 
自動給紙します。 ML 8480 SU 2- R の場合、用紙セット方法（「楽々 
セット」モードか否か）は単票手差しモード時の表示パネルの表 
示内容に従います。 

シー トスタ ッカ 
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自動給紙 モー ドと連続紙 モー ドの切り替え 


自動給紙モードへの切り替え 


プリンタ後方にカットシートフィーダを取り付けた場合、カットシートフィーダを 
取り付けたまま、フロントトラクタの連続紙を使用できます。 


y オフライン状態で「用紙モード/高複写」スイッチを押して 
1 “ R - CSF ” を選択します。 




プリンタ後方にカットシートフィーダを取り付けた場合は、リアピ 
ントラクタは実装できません。 

プリンタドライバの給紙方法の選択により切り替えることもできま 


す0 


〇 自動的に連続紙がピントラクタまで後退します。 

し 手動で後退させるには、 「連続紙を外すとき」 （165 ページ） を参照してくだ 
さい。 


連続紙モードへの切り替え 


y オフライン状態で「用紙モード/高複写」スイッチを押して 
1 “フロントトラクタ”を選択します。 


〇 連続紙をプリンタにセットします。 

し 給紙方法は 「連続紙をセットする」（162ページ） を参照してください。 

連続紙がセットされている場合は、自動的に1文字目印字位置まで送られ、「印 
字可」ランプが点灯します。 


⑩ 


フロントトラクタの連続紙を断続的に使用する場合は、カットシー 
トフイーダのリアシートサボータを外してくださしヽ。連続紙の種類 
によっては、リアシートサボータの先端で用紙が引っ掛かる場合が 
あります。 
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リアピントラクタ 


リアピントラクタを取り付けることにより、プリンタ後方より連続紙が給紙できます。 

外観と各部の名称 


ピントラクタ 




リアピントラクタの取り付け，取り外し 

• リアピントラクタの取り付け，取り外しは、必ずプリンタの電源を 
「〇 FF」 にしてから行ってください。 

• オプションのカットシートフイーダを、プリンタ後方に取り付け 
ている場合は、リアピントラクタを取り付けられません。 

※説明をわかりやすくするため、シートスタツカをイラストから省いています。 

i プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


〇 プリンタ後方のギアカバーを外します。 

し つまみを押し上げて回転させて外します。 



ギアカバーは、手がギアに触れないためのカバーです。オプション 
を使用しないで外したときは、再度逆の手順で取り付けてくださしヽ。 




プリンタ本体に取り付けた図 





















〇シートスタッカを上方に持ち上げて固定します。または取 
^り外してください。 



A リアピントラクタは、シートスタッカの内側にセットしま 
ナす。リアピントラクタの両側のレバー①をつまみながら、 
リアピントラクタ先端の u 溝をプリンタ後部のボスト②に 
差し込み、そのまま③方向に回転させるように下におろし 
ます。 


レバー①から手を離すと、リアピントラクタが固定されます。 



レバー 


㉝ 


リアピントラクタを上下に動かして固定されていることを確認して 
ください。 


G シ- トスタツカを下げます。 

w またはリアピントラクタの左右外側に向けて取り付けます。 



リアピントラクタの取り外しは、取り付けの逆の手順で行います。 


B インタフエースケーブルがリアピントラクタの妨げになるような場 
_合はケーブルをリアカバーの爪部にはさみ込んでください。 





インタフエースケーブルを接続するときは、リアピントラクタを外し 
て接続し、その後でリアピントラクタを取り付けてください。 
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連続紙のセッ 


シートスタッカを上方に持ち上げて固定します C 



〇 左側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、横方向の 
し 印字位置を合わせます。位置を合わせたら、ロックレバー 
を押し下げて固定します。 

目盛上の「▼」および菱形の孔の中心が横方向の1文字目の中心になります。 



3 


右側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、連続紙の 
幅に合わせて移動します。 

シートガイドは、左右のピントラクタの中央に移動します。 

ピントラクタ シートガイド ピントラクタ 



A 左右のピントラクタカバーを開いて連続紙をセットし、ピ 
トン トラクタカバーを閉じます。 




左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置がずれないよう 
にして くださし、。 

ピントラクタ カバー 



リアピントラクタ 
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連続紙の置き方 

• プリンタを置く机の高さは、 75 cm を目安にしてください。 

• 連続紙は、用紙走行経路に沿って、プリンタと平行に置いてくだ 
さい。左右方向のずれは、 3 cm 以内にしてください。 

• プリンタの後部と机の縁を合わせてください。 

• プリンタの後部は、壁から 60 cm 以上離してください。 

60 cm 以上 




ロックレバー 


0 

(§) 

0 

(§) 

0 

(§) 


0 

[0 


X 〇 X 

連続紙のスプロケット孔に対する 
スプロケットピンの位置 


5 右側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、ロック レバー 
を押し下げて固定します。 

その際に、連続紙の張り過ぎやたるみ過ぎがないように注 
意してください。 



只ノ- トスタッカを下げ、オフライン状態で「用紙モード/高 
^複写」スイッチを押して“リアトラクタ”を選択します。 

単票がセットされているとき、またはフロントトラクタから連続紙がセット 
されているときは、用紙を自動的に排出またはフロントトラクタ位置に退避 
します。 

手動での排出方法は、 「単票の排出方法」 （16 〇ページ），「連続紙を外すとき」 
(165 ページ） を参照してください。 

1行目印字位置まで連続紙が自動的に送られます。 

連続紙が途中でつまってしまったときは、つまった連続紙を取り除 
き、再度セットし直してください。 


^iin 
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連続紙の排出方法 

印刷が終わった連続紙は、次の手順で排出します。 

印刷済の連続紙を切り取るとき 


「印字可」ランプが点灯している状態で、「機能切替/用紙カッ 
卜」スイッチを押します。（リアカットモード） 

連続紙がテープル側に繰り出されます。 


機能切替 T 


2 


連続紙をミシン目から切り取ります C 


㉝ 



いきおいよくカットすると、ミシン目以外から破れる場合があります。 


〇 もう一度「機能切替/用紙カット」スイッチを押します。 

^連続紙が元の位置に戻ります。 


讎切替令 


用紙の種類によってミシン目位置がカバーのカッタと合わない場合は次の手順で補 
正し汞"5"。 

1 「印字可」ランプが点灯している状態で「機能切替/用紙カッ 
' 卜」スイッチを押し、そのまま押し続けます。 

用紙のミシン目がカバーのカッタ位置まで送られます。 


2 ‘ 


表示パネルに「カットイチホセイ」と表示されます。 

_ 用紙カット動作後も「機能切替/用紙カット」スイッチを押したまま 
にしてくださし、0 


〇カバーのカッタ位置にミシン目を合わせます。 

^①カッタとミシン目の位置を確認します。 

ミドルカバー（ペーパカッタ） 
用紙 ^ Jn /// ステ,ージ 



ミシン目 

②以下のスイッチを操作して、ミシン目を合わせます。 

順方向に微少送り：「機能切替/用紙カット」スイッチを押したまま、「改 
頁/高速印字」スイッチを押します。 


機 1 


能切替令 


改頁 


+ pf 


逆方向に微少送り：「機能切替/用紙カット」スイッチを押したまま、「改 
行/通常印字」スイッチを押します。 


機能切替^ 改行 

符+贷 


m 


カバーオープン状態ではスイッチ操作できません。 


リアピントラクタ 
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ミシン目がカッタに合ったらスイッチから指を離します。 

表示パネルに 


力 

ヅ 

卜 


ィ 

チ 


ホ 

セ 

ィ 







ホ 

セ 

イ 

チ 


力 

キ 

コ 


チ 

ユ 

ヴ 






と表示され、カット位置補正として記憶されます。 



連続紙を外すとき 


1 印刷済みの連続紙を切り取ります。 

' 前ページを参照してください。 

〇 「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 

し 連続紙が元の位置に戻ります。 


n 「用紙口ード/排出方向」スイッチを押します。 

^連続紙の先端がピントラクタまで後退します。 


用紙口-ド 



• 連続紙の後退量は最高558.8 mm (22 インチ）です。558.8 mm (22 
インチ）後退しても連続紙先端を検出しない場合は、その時点で 
後退動作を終了します。 

• 連続紙の後退動作は、2回 (1117.6mm [44 インチ])以上連続し 
て行わないでください。ジャ厶の原因になります。 


4 シートスタッカを上方に上げ、固定します。 




































6 ピントラクタカバーおよびシートスタツカを元に戻します。 


里 

参考 


ピントラクタの手前で連続紙のミシン目を切り取った場合は、残り 
の連続紙はオフライン状態で「改頁/高速印字」スイッチを押して 
排出してください。 


リアピントラクタ 
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6 オプション 

ネットヮ 



ネットワークカ—ドを取り付ける ことによ リネットワーク ( TCP / IP , IPX / SPX , Net ¬ 
BEUI ) から印刷す る ことができます。 



イーサネットケーブルは必要に応じてネットワーク商品取扱店で 
お買い求めください。 

ネットワークカードは、静電気に非常に弱いため、注意して取り 
扱ってください。 

EtherTalk ネットワークを使用して印刷することはできません。 
SMNP の沖データプライべ一卜 M 旧に対応しています。 

ネットワークカードのデイップスイッチの操作にはネットワーク 
力ードの取り付け、取り外しが必要です。 


ネットワークカードの取り付け，取り外し 



ネットワークカードの取り付け、取り外しは、必ずプリンタの電 
源を 「 OFF 」 にしてから行ってください。 

ネットワークカードを使用する際は、パラレルインタフエースケー 
ブルおよび USB インタフエースケーブルを外してください。 


プリンタおよびコンピュータ側の電源スイ ツチを 「 OFF 」 
にします。 


外観と各部の名称 



〇ネジを2本外して、ネットワークインタフェース用ァタッ 
し チメントを取り出します。 
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O ネットワークインタフエース用アタッチメントの盲板を 
^ニッパで切り欠きます。 

ネットワークインタフエース用アタッチメント 




6 


イーサネットケーブルを接続します c 


4 


ネットワークインタフエース用アタッチメントにネット 
ワークカードを取り付けます。 

ネットワークインタフエース用アタッチメン I 




^7 コンピュータにイーサネットケーブルを接続します c 

詳しくはコンピュータのマニュアルをご覧ください。 










































( MEMO ) 
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こんなときには 

〜インクリボンの交換、紙づまりしたとき〜 


リボンカートリツジ内のインクリボンの交換. 

紙づまりしたとき. 


192 
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7 こんなときには 


© /_DD \ / \ 乙 □ 口、 
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リボンカートリッジ内のインクリボンの交換 



□ □ □ □ , 


印字が薄くなったときには、次の手順でリボンカートリツジ内のインクリボンを交 
換してください。 



〇リボンアー厶を倒し、ローラアー厶を図の矢印方向に押し 
ながら使用済のインクリボンを取り出し、リボンカートリッ 
ジの中および周囲，口ーラ周辺のリボンくず，繊維くずを取 
り除きます。 

リボンアー厶 



I 


参考 


使用済みのインクリボンはナイロン製です。不燃物として処理し 
てください。 

使用済みのインクリボンの回収を行っています。詳細は 「使用済 
み消耗品の回収について」 （228 ぺージ） をご覧くださし、。 


3 


新しいインクリボンの包装紙を取り除き、インクリボンを 
箱から20〜 30 cm 程度引き出します。 


リボンカ—トリッジ内のインクリボンの交換 
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A リボンカートリッジをインクリボンの箱にかぶせて、リボ 
ト ンカートリッジと箱をいっしょに裏返します。 




CZ インクリボンを図の経路にセットします。 

^ リボンアームを一旦倒し、口ーラアームを図の矢印方向に押しながら、イン 
クリボンを口ーラの間に通し、リボンアームを起こします。 


インクリボン 




反転锆 


A リボンカートリッジからインクリボンが飛び出さないよう 
U に、静かに箱を取り除きます。 





































フ リボンカートリッジ内でインクリボンが折れたり、ねじれ 
/ たりしていないか、また、口ーラアー厶がフレー厶から浮 
き上がっていないか確認してからふたを閉じます。 



〇 ローラノブを時計回り（矢印方向）に回してインクリボン 
^のたるみを取ります。 

• 口ーラノブを回したとき、インクリボンが動かなかったり、異常 
に鈍いときは、再度ふたを開けてインクリボンの経路を確認して 
ください。 

- 口ーラノブを矢印の逆方向に回さないでください。リボンジャム 

の原因になります。 

• インクリボンの交換は1つのリボンカートリッジにして3回ま 
でです。インクリボンを3回交換したら、リボンカートリッジを 
交換してください。交換の手順は 「リボンカートリッジを取り付 
ける」 （26 ぺージ） を参照してください。 



B — • 使用済みのリボンカートリッジはナイロン製です。不燃物として 
処理してください。 

-使用済みのリボンカートリッジの回収を行っています。詳細は 「使 
用済み消耗品の回収について」 （228 ぺージ） をご覧くださしヽ。 




リボンカ—トリッジ内のインクリボンの交換 
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紙づまりしたとき 


単票の場合 

単票がプリンタ内部でつまったとき 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


A 注意 


ケガをする恐れがあります C 





電源を入れたままカバーを開け 
て作業をしないでください。 
プリンタが突然動き出し、ケガ 
をする恐れがあります。 


3 


プラテンノブを回し、単票を手前または後ろに引き出します c 



2 


印字へッドを用紙のないところへ移動させます。 


△注意 


やけどの恐れがあります c 


A 



印字直後は印字へッドやその 
周辺が高温になっていますの 
で、印字へツドなどにはさわら 
ないでください。 

印字へッドの移動は、印字へッ 
ドの温度が下がってから行って 
ください。 


紙づまりしたとき 
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7 こんなときには 



破れた単票がプリンタ内部に残ったとき 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


注意 


ケガをする恐れがあります。 





電源を入れたままカバーを開け 
て作業をしないでください。 
プリンタが突然動き出し、ケガ 
をする恐れがあります。 


〇 見えている紙くずをピンセットで取り除きます。 


3つに折りたたんだ単票をテーブルから差し込みます。 

このように折りたたむ 


A プラテンノブを回して単票を送り、つまった紙くずを押し 
1 出します。 


連続紙の場合 

連続紙がプリンタ内部でつまったとき 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


A 注意 


ケガをする恐れがあります。 





電源を入れたままカバーを開け 
て作業をしないでください。 
プリンタが突然動き出し、ケガ 
をする恐れがあります。 


〇 印字前の連続紙を切り取ります。 
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3 


テーブルを開き、ピントラクタから連続紙を外します。 



A プラテンノブを回しながら、連続紙を手前側または後ろ側 
に引き出します。 


破れた紙くずがプリンタ内部に残ったときは、連続紙を2〜3枚重ねてピン 
トラクタにセットし、プラテンノブを回して、つまった紙くずを押し出して 
ください。リアピントラクタの場合も同様に行つてください。 


カットシートフイーダ（オプション）でつまったとき 
1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

ケガをする恐れがあります。^ 



電源を入れたままカバーを開け 
て作業をしないでください。 
プリンタが突然動き出し、ケガ 
をする恐れがあります。 


〇カツトシートフイーダを取り外します。 

し 「カツトシートフィーダの取り付け、取り外し」（171ページ） を参照してく 
ださい。 


〇用紙を取り除きます。 

じ紙の送られる方向へゆっくり引き出します。 



引出し方向 


















7 こんなときには 


( MEMO ) 
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定期清掃のしかた 


プリンタを良好な状態で使用できるように、定期的または必要に応じて清掃をしてください。 
汚れにより、本来の機能が損なわれることがあります。 

プリンタの清掃のしかた . 200 

カツトシートフイータ'の清掃のしかた . 202 











8 定期清掃のしかた 
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プリンタの清掃のしかた 



□ □ □ □ , 


清掃 

㉞: 


清掃は電源スイッチを〇 FF にしてから行ってください。 

用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてください。 

印字直後は印字へッドおよびその周辺が高温になっていますので、 
印字直後の清掃は避けてください。 


次表の項目にしたがって、定められた周期、または必要に応じてプリンタの清掃を 
行ってください。 

(その他のプリンタ内部の清掃についてはサービスマンにご依頼ください。） 

実施周期：稼働時間が6か月または300時間の中でいずれが早いほう 
使用工具：ウェス（ガーゼなどの柔らかい布）、筆や綿棒、掃除機 


フロント PE センサ 



テーブルセンサ 
(ML8480SU2-R は7個） 


清掃箇所 

清掃内容 

キャリッジシャフトおよび周辺 

用紙くずを取り去り、汚れ，ほこり，リボンく 
ずなどをふき取る。 

注油禁止 

用紙走行面 

フロント PE センサ、 TOP センサ、 
リア PE センサ、テーブルセンサ 

( ML 8480 SU 2 のみ） 
スキューセンサ、リア PE センサ、 
テーブルセンサ 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

センサに付着したほこりや紙粉を筆や綿棒、 
掃除機などで除去する。 


プリンタの清掃のしかた 


200 

















TOP センサ 
( ML 8480 SU 2 のみ） 
スキューセンサ 
( ML 8480 SU 2 -R のみ） 



スキューセンサ 
( ML 8480 SU 2- R のみ） 


〇フロント PE センサ、スキューセンサ（下側），リア PE センサ 
筆や綿棒、掃除機などでセンサガイドの表面を清掃してください。 

〇 テーブル センサ 

アッパシートガイドの前面から掃除機で下方のセンサ面を清掃してください。 

〇丁〇 P センサ、スキュ_センサ（上側） 

掃除機などでプリンタ前方より清掃してください。 


注油 


⑩ 


プリンタへの潤滑油の注油は行わないでください。プリンタの故障 
の原因となる場合があります。 

(プリンタの注油、分解についてはサービスマンにご依頼ください。） 


プリンタの清掃のしかた 
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8 定期清掃のしかた 


© /^ uu \ 厶□口、 

<€7 W 

カットシートフイーダの清掃のしかた 


清掃 

装置の設置環境/使用状況によりスキュー/ホッピンク'ミスが発生する場合があり 
ます。その場合、以下の内容にてホッピング□ーラ汚れの清搨を行ってください。 


© 


清掃は電源スイッチを〇 FF にし、カットシートフイーダを本体か 
ら外してから行ってください。 

用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてください。 


次表の項目にしたがって、カットシートフィーダの清搨を行ってください。 

(本項目以外の清搨を行った場合には障害の発生する可能性がありますので行わな 
いでください。なお、カットシートフィーダ内部の清掃についてはサービスマンに 
ご依頼ください。） 

使用工具：ウェス （ガーゼなどの柔らかい布）、 アルコール(ェタノー ル） 


清掃箇所 

清掃内容 

左右一対のホッパローラ 

用紙くずを取り去り、油等の汚れ，ほこりな 
どをアルコール（ェタノール）を軽く含ませ 
たウェスで拭き取り、その後乾いたウェスで 
ホッピンク□ーラ面の乾拭きを行う。 



カツトシ—トフィ— ダの清掃のしかた 
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付録 



プリンタ仕様 . 204 

用紙規格および印字範囲 . 205 

ユーザサポートサービス について . 226 













付録 
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塵 プリンタ仕様 



電源コード 

3極 AC コード （2 極変換プラグ付き） 

長さ約 2.3m 

周囲温度 • 湿度 

動作時： 5°C 〜 40°C , 30%〜 8596RH 

ただし、印字精度は測定条件が 15°C 〜 30°C , 40%〜 7096RH 
保存時： 一20°C 〜 60°C , 5%〜 9596RH 

ただし、結露しない状態。保存時は、梱包状態とします。 

塵埃_腐食性 

一般事務室程度の環境で使用してください。 

インタフェース 

IEEE-std 1 284-1 994準拠双方向パラレルインタフェース 
(コンパチブルモード，ニブルモード） 

USB 

ネットワークインタフェース （100BASE-TX/10BASE-T オプション） 

標準使用条件 

平均電源オン時間200 H/ 月 

平均印字時間 50H/ 月（ページ文字密度 3596) 

印字へッド寿命 

平均3億ストローク（ドットあたり） 

装置寿命 

5年 

騒 音 

60 dBA [IS07779 印字パターン](高品位 ANK) 


印字方式 

ドットマトリクスインパクト 

ドツトワイヤ径 

0.2mm 

ドツトワイヤ数 

24ピン 

印字方向 

両方向印字 

改行時間 

4.23mm (1/6 インチ）改行のとき…1改行約 50ms 

改ページ速度 

約 254mm/ 秒 （10 インチ/秒）…最小ギャップレンジの場合 
約152.4 mm/ 秒 （6 インチ/秒）…その他のギャップレンジの場合 

紙送り制御 

フォームフィード 機能有り 
垂直タブ 機能有り 
ダイレクトスキップ 機能有り 

複写能力 

通常印字モード時：オリジナル十5枚（用紙厚合計 0.36mmU 下） 

高複写印字モード時：オリジナル十7枚（用紙厚合計 0.48mm 以下） 

紙送り方向 

フロントパス方式，リアパス方式（オプション） 

紙送り方式 

フリクションフィード方式 
ピントラクタフィード方式 

連続紙ペーパ 
エンド検出方法 

メニュー設定によります。初期値は 6.35mm (1/4 インチ） 

媒体仕様 

「用紙規格および印字範囲」 （205 ページ） を参照してください。 

インクリボン 
(純正品） 

カートリッジ：専用カートリッジ 
インク ：黒単色 

寿命 ：パイカサイズ高速度 ANK 600万字 

外形寸法 

633mm(W)x611mm(D)x263mm(H) 

(プラテンノブ，シートスタッカ実装状態） 
598mm(W) x 387mm(D)x 235mm(H) (本体のみ） 

重 量 

約 19kg (ML 8480 SU2) 

約 20kg (ML 8480 SU2-R) 

入力電源 

単相交流10 0 V±10% (50/60Hz±1Hz) 

消費電力 

動作中：最大約 350W (漢字□一カルテスト印字時約 90W) 

待機時：約 25W 以下（低消費電カモード時 15W 以下） 
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用紙規格および印字範囲 


用紙に関する注意 


プレブリント用紙 


使用禁止の用紙 

次のような用紙を使用すると、紙送りが不安定になり、紙づまりや紙折れ，印字ず 
れ、また、最悪の場合はワイヤドットのピン折れを起こす場合があるため、使用し 
ないでください。 


• 極端に薄い紙または厚い紙（用紙規格を満たさないもの） 

• 小さすぎる紙または大きすぎる紙（用紙規格を満たさないもの） 

• 切り抜き部分や窓のある紙 

• ピン，クリップ，ホッチキスの針などの金属の付いている紙 
• のり付け面が露出しているもの，波打っているもの，はがれているもの 
• 浮き彫りのあるもの 

• 連続用紙の横ミシン目以外で折りたたんだもの 

• 複写紙においてオリジナルと複写紙で大きさの異なるもの、または部分的に複 
写枚数が異なるもの 

• 端または角が破れていたり折れている紙 
• 切手、シールなどを貼り付けたはがきや封筒 



破れ はがれ 折れ 



塞線や表などが入った用紙に印刷すると、用紙送り精度や用紙セットのばらつきに 
より、塞線や表の枠からはみ出して印刷されることがあります。このようなプレブ 
リント用紙を設計する場合は次の点に注意してください。 

• 事前印刷する場合は、あらかじめ十分なテストを行い、印刷品質について問題 
のないことを確認してください。 

^事前印刷部分が印刷禁止領域内にある場合、特に注意が必要です。印字部\ 
の反射率が6096以下になりますと、（特に黒色系）プリンタ内の用紙検出 
v センサが検出しない場合があります。 ノ 

• 事前印刷用紙に印刷インクのベとつきがあったり、インクの乾燥が不完全で 
あったために、用紙どうしが付着しているようなことがあってはなりません。 

• 事前印刷する場合、最大印字可能範囲ぎりぎりに印字位置がくるような用紙設 
計は避けてください。 


横卦線について 


HHHHHHHHHHH - HHH 


HHHHHHHHHHH - HHH 


4.23mm 以上 
8.47mm 以上 
4.23mm 以上 


• 文字の行間隔は 8.47 mm (1/3 インチ）以上とってください。 
• 文字中心から塞線まで上下とも 423 mm 以上とってください。 


縦 I 3 卜線について 



卜 

旧 H HH 卜 

1 


旧 H HH 卜 

1 


3.8mm 以上 3.8mm 以上 



用紙端面 


用紙端面 


• 縦塞線は文字中心から 3.8 mm 以上とってください。 


❸ 


C 卜線のプレ印刷は用紙の端面を基準とし平行度 0.1° 以下にしてくだ 
さし 、0 
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用紙の保管条件 （JISX 6195 による） 

用紙は温度 1 ◦〜 30° C , 相対湿度3〇〜70%の環境条件で保管してください。 

また、保管場所と使用場所との間で環境条件に差がある場合は、使用場所の環境に 
なじませてから使用してください。 


連続紙（スプロケット紙） 

連続紙はスプ□ケット孔付きの折りたたみ用紙です。 

用紙サイズおよび印字範囲 



単位 


録 

付 


付録 


用紙規格および印字範囲 
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記号 


名称 


用紙幅 


用紙長さ 


頭出し位置 


印字可能範囲 


印字可能範囲 


用紙終了検出範囲 


1文字目印字位置 


F 印字禁止範囲 


規格値 


101 .6 〜 406_4mm(4 〜16インチ） 


76.2〜 355_6mm(3 〜14インチ） 

ただし、 25.4mm(1 インチ)の整数倍で、279.4 mm(1 1インチ) 
を標準にします。 


6.35mm(1/4 インチ)以上メニュー設定によります 。珍 


6.35mm( 1/4インチ） 


欲 


6.35mm(1/4 インチ） 


淡 


6.35mm(1/4 インチ）メニュー設定によります。 


1 2.7 〜 25.4mm( 1 /2〜1インチ） 

用紙幅16インチのときは 25.4mm( 1インチ） 


12.7mm(1/2 インチ） 


欲 印字精度保証は19.05 mm(3/4 インチ）以上です。 （メニュー設定項目を参照してください) 


を•ケ 


印字範囲を超えて印字した場合、印字品質を損ねたり、装置に悪 
影響を及ぼすことがありますので、印字フォーマットを設定する 
際は注意してください。 

横ミシン目は必ずスプロケット孔間の中央に設けてください。横 
ミシン目をスプロケット孔の近くに設けると用紙がはがれやすく 
なり、キヤリッジ部が弓Iつ掛かることがあります。 

用紙の裏面は白色（反射率60%以上）とします。 

用紙残 120mm 以下の場合は、用紙退避できません。 

最終ページの印字精度は保証しません。 

とじ孔，コーナカットのある用紙は使用しないでください。 

用紙の平滑度は、100秒 (JISP8119) 以下とします。 


用紙連量 

〇単紙 

• 用紙の種類は白色上質紙 （JIS P 450 2) です。 

• 通常印字モードのとき、用紙連量45〜 110kg (52 〜 128g/m 2 ) の用紙が使 
用可能です。 

• 高複写印字モードのとき、7◦〜11〇 kg (81 〜 128g/m 2 ) の用紙が使用可能です。 
薄紙を高複写印字モードで印字すると、印字によるカールや波打ちが発生し、 
印字汚れや，横塞線印字で破れが発生する場合があります。 

〇複写紙 

• 用紙の種類は、感圧紙，裏力ーボン紙，インタリーブ紙です。 

• 複写紙の用紙連量は、 34kg (40g/m 2 ) を標準とし、インタリーブ紙に使用す 
る力ーボン紙の厚さは 0.03mm 以下です。 

• 通常印字モードのとき、複写紙の用紙連量は、 34kg (40g/m 2 ) を標準とし、 
インタリーブ紙に使用する力ーボン紙の厚さは 0.03mm 以下です。 

複写枚数は、最大6枚（オリジナル十5枚）です。ただし、インタリーブ紙を 
使用する場合は、最大5枚（オリジナル十4枚）です。また、全体の用紙厚さ 
は 0.36mm を超えないようにしてください。 

• 高複写印字モードのとき、複写枚数は最大8枚（オリジナル+7枚）です。た 
だしインタリープ紙を使用する場合は、最大6枚(オリジナル+5枚)です。また、 
全体の用紙厚さは、 0.48mm を超えないようにしてください。 

オプションのリアピントラクタの場合は、通常印字モード，高複写印字モード 
とも最大6枚（オリジナル十5枚）です。全体の用紙厚さは 0.36mm を超え 
ないようにしてください。 


圓 

参考 


用紙連量は、単位面積 (788 X 1091mm) 
1000枚分の重量を ka で表わしたものです。 


の大きさに換算して、 


最大用紙厚さ 

0.36mm (高複写印字モードのとき0.48 mm) 
オプションのリアピントラクタは 0.36mm 
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ミシン目アンクロス 
/ 

横ミシン目 



複写枚数 

カット部の長さ 

アンカット部の長さ 

横ミシン 目 

1 〜 6 枚 

2 〜 3 mm 

1 mm 

縦ミシン 目 

1 〜 6 枚 

3 mm 

1 mm 


• 横ミシン目用紙の両端1〜 2 mm には、カット部を入れないでください。上 
下 6.35mm (1/4 インチ）以内は、印字しないでください。 

横ミシン目は必ずスプ□ケット孔間の中央に設けてください。 

• 縦ミシン目印字範囲内に縦ミシン目が入る場合は、その左右 6.35mm (1/4 
インチ）以内は印字しないでください。 

横ミシン目との交差部は用紙のはがれを防ぐため、カツト部どう 
しを交差させないでください。 


— 6.35_ 

網かけ部印字禁止 


1〜2 

アンカット部 


ミシン目 

• ミシン目の寸法は、最高速度の用紙送りに耐え、かつ容易に切断できるものを 
使用してください。 

• ミシン目のアンカット部は確実につながっていて、すべての箇所で破れていな 
いことが必要です。特に、用紙折り曲げ部は破れやすいので、注意してください。 
• ミシン目のカット寸法の比率は、紙質，用紙連量，複写枚数などによって適当 
な値が選ばれますが、下記の値を推奨します。 


アンカット部 
2〜3 


カット部 


ミシン目アンクロス 


X 

I 

I 

ミシン目クロス（不可) 



□ □ □ □ , 


横ミシン目 


単位 ： mm 



網かけ部印字禁止 






〇 


〇 


-1-- 〇 


シン目クロス（可） 



插丄、 ' I-R 
COI 〜 CJI 

5 、 'I-RIAIK 


録 

付 
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25.4 mm 


50.8 mm 
(2 インチ） 




点のり付け部 


W W 
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複写紙の重ね合わせの固定方法 

複写紙の重ね合わせの固定方法は、点のり付け、線のり付け、または紙ホッチキス 
とし、両端ともに同じとじ方とします。 

ただし、層間ずれ （1 枚目と最下層の印字ずれ）を防止したいときは、点のり付け、 
または線のり付けとします。（紙ホッチキスの場合、層間ずれが 3 mm 程度発生する 
場合があります） 

金属ホッチキスの使用は厳禁です。 

〇点 のり付け 

• 点のり付けは両端点のり付けとし、片端とじは不可とします。 

• 点のり付けは均一であり、その大きさは巾3〜巾 5 mm とします。 

• 点のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。また、著し 
いしわのあるものは使用しないでください。用紙送り精度の乱れの原因になり 
ます。 

• 点のり付けの位置は、図のとおりにしてください。 

• 横ミシン目と1つ目の点のり位置は 25.4 mm 以内とします。 

• 点のり付けは、用紙ごとに千鳥状にしてください。 


〇線 のり付け 

• 線のり付け部は均一であり、幅は1〜 2 mm とします。 

• 線のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。また、著し 
いしわのあるものは使用しないでください。 

• のりは用紙端よりはみ出ないようにしてください。 

• のり付け部が固い場合、用紙送り精度の乱れなど発生しやすくなりますので注 
意してください。 

1 2 3 4 5 6 7 8 

枚枚 枚枚枚枚枚枚 



8枚目 

7沒目 

6枚目 
5咬目 

4咬目 

3位目 

2位目 
1枚目 
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〇紙ホッチキス 

• 紙ホッチキスは両端紙ホッチキスとし、片端とじは不可とします。 

• 紙ホッチキスは必ず用紙の表側から行い、表面には何も出ないようにしてくだ 
さい。 

• 紙ホッチキス部は確実にかみ合っていて、浮き上がりなどのないようにしてく 
ださい。 

• 紙ホッチキス後プレスを行い、浮き上がりを防いでください。 

• 紙ホッチキスは、ダプルホッチキスを推奨します。シンク'ルホッチキスは使用 
可能ですが層間ズレが発生する場合があります。 


6.35 


50.8間隔 


用紙進行方向 

一介 


横ミシン目 


^6.35 


単位 ： r 


2以上 

3〜4 

▲約1 


プレスを行い、 

ぐ;孚き上がりを防ぐ 







紙ホッチキスの形状および位置（シングルの場合） 


用紙進行方向 


紙ホッチキス部拡大図 


50.8間隔 



紙ホッチキス部拡大図 


紙ホッチキスの形状および位置（ダブルの場合） 
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プレプリント禁止範囲 

事前印刷された用紙に印字するときは、印刷済の部分が下記のプレブリント禁止範 
囲にかがらないよう注意してください。 

プレブリント禁止範囲内の反射率は6096以上とします。 

〇フロントトラクタの裏面印刷禁止範囲 



〇リアピントラクタの裏面印刷禁止範囲 


1文字 目 

(10CPI) 




巳, 






心 


用紙挿入方向 


印字範囲 


単位： mm 


:プレブリント禁止領域 


単位： mm 


A 

巳 

C 

42 

44 

— 

52 

14 

12.7のとぎ 


:プレブリント禁止範囲 




複写紙の組み合わせ 


複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 

ペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いが、もしくは同等の厚さの 
用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外も使用可能ですが、用紙送り精度が悪くなるため、保証 
外とします。 








高複写モード 


通常印字モード（リアピントラクタ） 

(フロントトラクタ） 

最大複写 
枚数 

2 枚 

3 枚 

4 枚 

5 枚 

6 枚 

7 枚 

8 枚 

1枚目 

34〜 55 kg 

34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

2枚目 

34〜 55 kg 

34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

3枚目 


34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

4枚目 



34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

5枚目 




34 〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

6枚目 





34 〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

7枚目 






34 〜 43 kg 

34 kg 

8枚目 







34 〜 43 kg 


A 

B 

C 

33 

44 

— 

43 

14 

12.7のとき 


m 
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ス プロケッ ト孔 

スプ□ケット孔の形状は真円とし、孔の縁は歯状でも可とします。ただし、切□は 
だれていないことが必要です。 

複写紙重ね合わせ時のずれによるスプ□ケット孔の層間ずれは 0.4mm 以下のもの 
を使用してください。 



しわ，折り曲げ跡 

用紙には、しわや折り曲げ跡のないことが必要です。特に新しい用紙の場合、最初 
と最後の数ページは、しわや折り曲げ跡が発生しやすいので、使用しないようにし 
てください。用紙送り精度の乱れ，カールやジャム発生のの原因になります。 



用紙先端，下端のしわ，力ール，折れ，めくれ 

用紙先端、下端にしわ、カール、折れ、めくれがある場合は、印字品質の低下や紙 
づまりが発生しやすいので使用しないでください。特に新しい用紙の場合、最初の 
数ページ〜十数ページはカール等が発生している場合があるので使用しないように 
してください。 

力ール，折れ，曲がりの規定は 219 ページを 参照ください。 

用紙折り曲げ部 

用紙は横ミシン目を用いて、交互に折りたたまれていることが必要です。 

用紙折り曲げ部が下の図のようにふくらんでいるものは、用紙送りに悪影響を与え 
るので使用しないでください。 



横ミシン目部の盛り上がり 

複写紙において、横ミシン目部に盛り上がりがある場合は、用紙送り精度の乱れな 
ど印字品質が低下したり、紙づまりが発生しやすくなります。特に複写枚数が多く 
なると用紙送り精度が悪くなります。 

盛り上がり高さは 1mm 以下になるようにしてください。 

横ミシン目部 imm 以下 


1 mm 以下 


横ミシン目部 


録 

付 
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とじ孔 

とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
ください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 

• とじ孔の周囲 5mm 以内は印字しないでください。 

• とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意してくださ 
し、また、紙厚測定エラーになることがあります。 

•とじ孔の縁は盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 


10以上 


10以上 



コーナー カット 

コーナーカットのある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
ください。 

以下にコーナーカットのある用紙の使用時の注意点を示します。 

• コーナーカット部の下図網がけ部範囲内には印字しないでください。 

• コーナーカットのパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• コーナーカット部周囲には用紙のはがれを防ぐため、縦/横ミシン目のカット 
部を接続しないでください（アンカット)。用紙はがれの原因となり、印字へッ 
ドが引っ掛がることがあります。 

• コーナーカット部が用紙検出スイッチにかかると、用紙終了あるいは用紙ジャム 
と判断するため注意してください。また、紙厚測定エラーになることもあります。 
• コ_ナ_カットの位置は、下図によります。 



付録 


用紙規格および印字範囲 


213 
























































© /^uu\ /^uu\ 

w W 



□ □ □ □ , 


単票 
単紙 

〇用紙サイズおよび印字範囲 

1文字目 

\(10CPI) 


印字範囲 


最大 135X2.54=342.9 
(10CPI) 


C 




用紙サイズは B5, B4, A4 を標準とします。 


名刺の場合 
用紙挿入方向 

合 


6.35 


印字範囲 


6.35 


55 


6.35 


6.35 


90 


単位 ： mm 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

55 〜 420 mm (2.2 〜 1 6.5 インチ） 

「楽々セツト」モードは、 100 〜 364 mm (3.9 〜 14.3 インチ） 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 欲 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

1 〇〇〜 364 mm (3.9 〜 143 インチ） 

L 

用紙長さ 

7 〇〜 420 mm (2.8 〜 1 6.5 インチ) 

テーブル排出の場合、用紙長さ 297 mm 以下とします。 
オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 
前方取り付け時 90 〜 364 mm (3.5 〜 14.3 インチ） 

後方取り付け時 100 〜 364 mm (3.9 〜 1 4.3 インチ） 


記号 

名称 

規格値 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上 

メニュー設定によります。 

B 

1 文字目印字位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上ただし、 A 3 横の場合 31 mm 以上で 
す。 

「楽々セツト」モードは、第 1 ドツトまで 5.1 mm 
( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

C 

印字禁止範囲 

6_35 mm (1/4 インチ） 

D 

印字禁止範囲 

6_35 mm (1/4 インチ） 



欲 メニューの「ヒダリヨハク」を変更することで 420 mm まで可能です。 

( ML 8480 SU 2 -R のみ） 

„ A 4 縦 (297 mm ) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

珍珍珍 印字精度保証は 6.35 mm (1/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照して 
ください） 

〇用紙連量 

• 用紙の種類は白色上質紙 （JIS P 450 2) です。 

• 通常印字モードのとき、用紙連量45〜 180kg (52 〜 209g/m 2 ) の用紙が使 
用できます。 

• 高複写印字モードのとき, 7◦〜 180kg(81 〜 209g/m 2 ) の用紙が使用できます。 
薄紙を高複写印字モードで印字すると、印字によるカールや波打ちが発生し、 
印字汚れや横塞線印字で破れが発生する場合があります。 

• カットシートフイーダでは用紙連量55〜 135kg (64 〜 156g/m 2 ) の用紙が 
使用できます。 

• カットシートフイーダで高複写印字モードのとき、7◦〜 135kg(81〜156g/m 2 ) 
の用紙の利用ができます。 

45 kg (52 g / m 2 ) の用紙は剛性が少ないため、スタッキングは保証 
しません。 

用紙の縦横比は、1:2/3〜2とします。 

用紙の表面，裏面は白色（反射率60%以上）とします。 

折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 

とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

用紙の平滑度は、100秒 （JISP 811 9) 以下とします。 


録 

付 
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複写紙 

〇用紙サイズおよび印字範囲 

用紙挿入方向 



用紙サイズは B5, B4, A4 を標準とします。 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

90〜 420mm(3.5 〜 16.5 インチ） 

「楽々セツト」モードは、100〜 364mm(3.9 〜14.3インチ） 

(ML 8480 SU2-R のみ） 珍 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

100〜 364mm(3_9 〜143インチ） 

L 

用紙長さ 

70〜 420mm(2.8 〜 16.5 インチ） 珍诊 

テーブル排出の場合、用紙長さ 297mm 以下とします。 
オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 
前方取り付け時90〜 364mm(3.5 〜 14.3 インチ） 

後方取り付け時100〜 364mm(3.9 〜1 4.3 インチ） 

A 

頭出し位置 

6.35mm(1/4 インチ)以上メニュー設定によります。 

珍珍欲 


記号 

名称 

規格値 

B 

1文字目印字位置 

6.35mm(1/4 インチ)以上ただし、 A3 横の場合 31mm 以上で 
す。 

「楽々セツト」モードは、第1ドツトまで 5.1mm 
(ML 8480 SU2-R のみ） 

C 

印字禁止範囲 

6_35mm(1/4 インチ） 

D 

印字禁止範囲 

6_35mm( 1/4インチ） 珍繆欲 


メニューの「ヒダリヨハク」を変更することで 420mm まで可能です。 
(ML 8480 SU2-R のみ） 


珍珍 A 4 縦 (297 mm) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

印字精度保証は 6.35mm (1/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照して 
ください） 


〇用紙連量 

• 用紙連量 34kg (40g/m 2 ) の裏力ーボン紙、または感圧紙を標準とします。 

• 通常印字モードのとき、複写枚数は、最大6枚（オリジナル十5枚）です。ま 
た、全体の用紙厚さは 0.36mm を超えないようにしてください。 

• 高複写印字モードのとき、複写枚数は、最大8枚(オリジナル+7枚)です。また、 
全体の用紙厚は 0.48mm を超えないようにしてください。 

• カットシートフィーダでは、通常印字モード，高複写印字モードとも複写枚数 
は最大5枚(オリジナル+4枚)です。また、全体の用紙厚さは0.325 mm を超 
えないようにしてください。 


⑩: 


用紙の縦横比は、1:2/3〜2とします。 

テーブルから挿入した用紙はシートスタツカに排出してください。 
カツトシートフイーダから吸入した場合は 

① 前方取り付け時シートスタツカ側へ排出 

② 後方取り付け時テーブル側へ排出（シートスタツカ側も可能） 
をお奨めします。 

前方取付け時のテーブル排出，後方取付け時のシートスタツカ排出 
の場合、薄い用紙や複写紙は印字により下端が力ールし、排出時、 
折れやジャムが発生する場合があります。このような場合は①、② 
の排出方向に設定してください。 

用紙の表面，裏面は白色（反射率60%以上）とします。 

折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 

挿入方向の上端にのり付けしてください。 

とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

用紙の平滑度は、100秒 ( JISP 8119) 以下とします。 
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複写紙の組み合わせ 

複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 

1枚目とペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いが、もしくは同等 
の厚さの用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外も使用可能ですが、用紙送り精度が悪くなるため、保証 
外とします。 


最大複写 
枚数 


テーブル挿入通常印字モード 


テーブル挿入 

カットシートフイーダ 


高複写モード 

2枚 

3枚 

4 枚 

5 枚 

6 枚 

7枚 

8 枚 

1枚目 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

2枚目 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

3枚目 

\ 

43〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

4枚目 

\ 

\ 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

5枚目 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

6枚目 

\ 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

34 kg 

7枚目 

\ 

\ 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 

34 kg 

8枚目 

\ 

\ 

\ 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55 kg 
(34 kg ) 


複写紙の重ね合わせの固定方法 

• 複写紙の重ね合わせ固定方法は用紙挿入方向の先端側に幅 1mm の線のり付け 
とします。（天のり） 

• のり付け部は強くのり付けし、必ずプレスを行い、浮き上がりを防止してくだ 
さい。 

• のりは、用紙端よりはみ出さないようにしてください。 

•のり付け部には著しし ) しわやばりがあつてはなりません。 





) 内の用紙も使用可能です 


力ールは 2 mm 以下 

すき目方向とのり付け方向が垂直になつた場合、のり付け部の波 
うちが多く発生します。 

のり付けバリおよび紙の切断バリは極力少なく押さえてくださし、。 

バリの方向は表面方向としてくださし、0 

力ールを防ぐため、保管方法に注意してくださし、。 

力ールは 2 mm 以下とします。 

のり付け幅は基本的に 1 mm としてくださし、。 

とじ孔は印字領域内には開けないでください。 


録 

付 
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裏面プレプリント禁止範囲 

事前印刷された用紙に印字するときは、下記のプレブリント禁止範囲にかからない 
よう注意してください。 

プレブリント禁止範囲内の反射率は6096以上とします。 

手差しの場合 

• テーブルのシートガイドの左右移動範囲においての印刷禁止領域。 

(印刷禁止領域内の反射率は6096以上とします） 






□ □ □ □ , 


テープルのシートガイドを右端にセツトした場合の印刷禁止領域。 

(印刷禁止領域内の反射率は6096以上とします） 

用紙挿入方向 用紙挿入方向 



「楽々セット」モードにおいての印刷禁止領域。 (ML8480SU2-R) 
(印刷禁止領域内の反射率は6096以上とします） 

用紙挿入方向 

〇 M 部範囲内 
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付録 


カットシートフイーダの場合 

(プレブリント禁止領域) 
用紙挿入方向 


© 厂 □口、 


_紙ガイドを右端にセットした^ 
l 場合のプレブリント禁止領域」 




es 両面プレブリント禁止範囲 
単位 ： mm 
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とじ孔 

( 注/ > とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
ください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 


• とじ孔の周囲 5mm 以内は印字しないでください。 

•とじ孔のノヽ°ンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意してくださ 
い。 

•とじ孔の縁は表面側に盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 


用紙挿入方向 



uo (網かけ部)/ 


印字禁止 


単位 ： mm 





















































ミシン目 

ミシン目のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
ください。 

以下にミシン目のある用紙の使用時の注意点を示します。 

• ミシン目の仕様は連続紙のミシン目の項目に準じます。 

• ミシン目の周囲5.08 mm 以内は印字しないでください。 


折れ（単票•連続紙） 

• 全幅に渡って折れたものは使用不可です。 

• 隅の折れについては 2mm 以下に修正してください。 

ただし、カットシートフイーダの場合（単票）は修正しても使用不可です。 



全幅に渡って折れたものは使用不可 



2 mm 以下に修正 


隅の折れ 





□ □ □ □ , 


—ル，曲がり（単票•連続紙） 

* 全面的な力ールは 5mm 以下（メニュー設定で TOF 位置または、才ートロード 
位置を 2.12mm( 1/1 2") に設定する場合、紙づまりが発生するため 2mm 以下）， 
カットシートフィーダの場合（単票）は 2mm 以下なら使用可です。（はがきの 
場合も 2mm 以下です） 

' 用紙端から 15mm 以内で 2mm 以上の曲がりは使用不可です。 



5 mm 以下 

[カットシートフィーダの場合（単票） ：2 mm 以下1 
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付録 


vly 


はがき 

用紙サイズおよび印字範囲 

〇通常はがき縦挿入 

はがき挿入方向 


1文字目 

(10CPI) 


148 


6.35- 


6.35- 


介 


100 


6.35 




DQ 


印字範囲 


-S 


J.35 


単位 ： mm 
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〇通常はがき横挿入 


はがき挿入方向 

合 


1文字目 

(10CPI) 


6.35 


100 


6.35 


148 


.6.35 



左 .35 


単位 ： mm 






































































〇往復はがき縦挿入 


はがき挿入方向 

合 



〶 



□ □ □ □ , 


〇往復はがき横挿入 


1文字目 

(10 CPI ) 


1 6.35_ 


148 


『6.35 — 


6.35 


-^ ：：：：：：： 


はがき挿入方向 

ふ 

200 


□□□□□□□ 


印字範囲 


6.35 


1 :- 




単位 ： mm 


使用はがき 

郵便はがき 

坪量19〇 g/m 2 ( 連量1 63kg 相当） 
厚さ 0.23 mm 


㊃: 


折れたり、曲がったりしていないものを使用してください。 
はがきの反りは 2 mm 以下とします。ただし、下向きの反りは使用 
できません。 


2 mm 以下 


2 mm 以下 


往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 
はがきの表面•裏面は、白色（反射率60%以上）とします。 
郵便番号枠などの印刷は除きます。 

プレブリントの印刷禁止領域は単票用紙に準じます。 
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封筒 


フラップ部基準端 封筒挿入方向 



フラップ部基準端 
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監卜、寸法 

A 

B 

C 

D 

し 

長形4号 

205 

90 

15〜20 

8〜20 

220〜225 

長形3号 

235 

120 

15〜25 

8〜20 

250-260 

角形3号 

277 

216 

15〜35 

10〜20 

292〜312 

角形2号 

332 

240 

15〜40 

1〇〜25 

347〜372 


巳 


封筒は、 JIS S 5502「封筒」に準拠した一重封筒とします。 
マニュアルギャップ調整で最大紙厚（中央重ね合わせ部）に合っ 
たレンジを設定してください。（使用可能な封筒の最大紙厚は 
0.36mm です。） 

フラップ部基準端を有する形状のものを使用してくださしヽ。 

表面，裏面に印刷されていない白色（反射率60°/。以上）の封筒を 
使用してください。 

上端または下端でのり付けされている場合は、その面および前後 
各 5mm 以内での印字はさけてくださし、。 

破線部のくい込みが封筒肩より 12mm 以上の場合は、破線部の右 
側で印字を行ってください。 

次のような封筒の使用は禁止します。 

•窓付きの封筒 

• フラップ部が折り返されている封筒 
• フラップ部にのり付け加工処理されている封筒 


• 二重封筒 


• 封筒ののり付け部近くまで印字した場合、印字範囲であってもの 
り付け部の状態（特にエッジ部の折れ，ふくらみ）によっては印 
字汚れがつく場合があります。 

• 角形2号は、カットシートフィーダでは使用できません。 

• 用紙厚の調整をする場合、用紙厚は最大の箇所（中央重ね合わせ 
部）に マニュアル ギャップモードで合わせてください。 （「用紙の 
厚さに応じた調整方法」167ページ参照） （例：クラフト紙封筒 
70, 80g/m 2 の場合、レンジ 6) 

• 「楽々セット」モードでは使用できません。 (ML8480SU2-R) 
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ラベル紙 

ラベル紙を使用する場合は以下の基準に合ったものを使用してください。基準から 
外れたラペル紙は印字品位に悪影響をおよぼすだけでなく、粘着材の付着によって 
故障の原因になります。 


的 


ラベル紙を使用する場合（「楽々セット」モードで、単票ラベル紙 
を使用する場合 （ML8480SU2-R)) は、事前に十分テストをして、 
問題のないことを確認してく ださし、。 

「楽々セット」モードでは、ラベルが剥がれる場合があります。 
(ML8480SU2-R) 


用紙サイズおよび印字範囲 


「連続紙」（206ページ）、「単票」 （214 ページ） の規格に準じますが、下記にラべ 
ル紙固有の条件を示します。 

用紙挿入方向 

D /\ D 


介 


印字範囲 


F rs 


t ：- 


印字範囲 


F 1¢=¢ 


〇 


、 R4~R5 


J 


印字範囲 

1 

匚 


J 


印字範囲 

1 

匚 


〇 


〇 

J 


〇 

印字範囲 

〇 

1 

匚 


J 


〇 

印字範囲 

〇 

1 

匚 

〇 


〇 


OJ 単位: 


記号 

名称 

規格値 

A 

ラベル幅 

50mm 以上 

B 

ラベル長さ 

25mm 以上 

C 

ラベル禁止範囲 

6.35mm(1/4 インチ）以上 12.7mm(1/2 インチ）以上を推奨 

D 

ラベル禁止範囲 

用紙幅304.4 mm( 12インチ）のとき、14.0〜 22.2mm(1 1/20〜 
7/8インチ） 

用紙幅279.4 mm(1 1インチ）のとき、12/7〜 22.2mm(1/2 〜 

7/8インチ） 

E 

印字禁止範囲 

2.54mm 以上 

F 

印字禁止範囲 

2mm 以上 

G 

印字禁止範囲 

8.46mm(1/3 インチ）以上 

印字精度保証は 25.4mm(1 インチ）以上 


用紙連量 

ラベルは上質紙で連量 55kg、 厚さ aimm 以下。台紙ははくり紙で厚さ0.06〜 
0.08mm 以下です。 

最大用紙厚さ 

0.2mm 

粘着剤 

• はくり強度 10g/ インチ以上。 

• 直径 Z7mm の円筒に巻き付けたとき、ラベルが台紙からはがれないこと。 

• 印字中や用紙走行中にラベルがはがれない状態に保たれた用紙を使用してくだ 
さい。 

粘着剤が表面にはみ出さないようにしてください。 

F w F 210 g / インチ 



台紙 


幅/インチ (25.4 mm ) 
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• カットはラベル（表面基紙）のみに入れてください。 

• 台紙の横ミシン目に対応するラベルのカットは、横ミシン目と同一とし、両端 
1〜 2mm にはアンカット部を設けてください。 

• ラベル上方の左右コーナ付近に 0.5 〜 1mm 程度のアンカット部を設けてくだ 
さい。 

ラベルのカス取りについて 

ラベルのカス取りは行わないでください。 

〔ラペルをはがしたときに残るラベル以外の部分（カス）が取り除かれていないこと〕 
下図のようにカス取りのしてあるラベル紙は、段差ができるため、使用禁止です。 


ラベノレ 


fon □二 

カス取り|- 

° 1__ ] 「 1, 



/ 

段差ができる 

/ U 

ラベル 




台紙 




ラベル紙と台紙の厚さは、合計 0.2 mm 以下とします。ただし、ラべ 
ル紙および台紙の厚さはどちらも 0.1 mm 以下とします。 

直径 27 mm の円筒にラベル紙を表にして巻き付けたとき、ラベル紙 
が台紙からめくれたり、はがれたりしないものを使用してください。 

ラベルの貼付強度 

次の条件でめくれないラベルを使用してください。 


巻付ドラム径 

$27mm 

巻付角度 

180° 

巻付時間 

24時間 

周囲温度 

40°C 

周囲〉显度 

30% 



かすとり（ラベル以外の粘着シールをはぎ取ること）をしていない 
ラベル紙を使用してください。 

かすとりをしていないラベル紙 
ラベル 


台紙 


ラベル 




ラベル 


ル丨ベル〕: 


ラベル 


かすとりをしているラベル紙（使用しないでくださし、） 
ラベル 


台紙 


ラベル 


ラベル 


ラベル 


ラベル 


ラベル ラベル 


再生紙 

再生紙は製造メーカや紙質により特性が異なりますので、ご使用に際しては以下 
の注意事項をご確認の上ご使用ください。 

• 再生紙は紙粉が発生しやすいため、清掃を短い周期で行ってください。 

• 再生紙は湿度の影響を受けやすいため、高湿度での使用は避けてください。 
• 再生紙は用紙の引張強度や剛性が弱いため、用紙ジャム率、用紙スキュー、 
重送率等が増加します。 

• 再生紙は紙厚が厚くなる傾向がありますので、ホッパやカットシート 
フィーダへのセット枚数が減少します。 
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宅配伝票 

宅配伝票を使用する場合の注意点を示します。 

• 用紙サイズおよび印字範囲は、連続紙および単票の規格に準じます。 

- 複写能力，印字精度は保証外です。 

厚さが不均一な伝票は、印字汚れやスキューの原因になりますの 
で使用しないでください。 

• 紙厚調整は、厚さ 0.5mm 以上の場合、オートギャップで使用して 
ください。 

•「楽々セット」で使用する場合、1枚目が斜行するものがあり斜行 
検出にてエラーとなるものがあります。この場合は、メニューの 
「シヤコウケンシュツ」を「厶ケンシュツ」に設定してください。 

(ML8480SU2-R) 


和紙 

オプションのカットシートフィーダでは使用できません。楽々セット ( ML 8480 SU 2- R ) 
を含めた手差しで使用する場合、湿度の影響を受けやすいため、以下に和紙使用時の 
注意点を示します。 

• 湿度の影響を受けやすいため、高湿度の環境での使用は避けてください。 

• 低湿度の環境では、静電気が帯電しやすいため、低湿度の環境での使用は避け 
てください。 

• 和紙は紙粉が発生しやすいため、清掃は通常の清掃周期（稼働期間6が月また 
は4〇〇時間）より短い周期で行ってください。 


印字規格 

用紙の頭出し位置 

自動給紙したときの用紙上端から1行目中心までの位置精度。 


単位 ： mm 


• 印字行の傾きは除く 
• 用紙セットが正確であること 

印字行の傾き 


HHH- 

-HHH 


改行精度 


- HHH 
- HHH 


- HHH 


HH 

HH 


HH 


B は 40 行間 


縦 I 3 卜線のずれ 


I 


用紙 

A 

連続紙 

単紙（連量 55kg) 

±1 

その他の用紙 

±2 

単票 

単紙（連量 55kg) 

±1 

その他の用紙 

±2 


単位 ： mm 


用紙 

印字幅 

A 

連続紙 

260 

1.0 以下 

単票 

100 

1.0 以下 

郵便はがき 

100 

1.5 以下 


単位 ： mm 


用紙 

A=4.23 

B=165.1 

連続紙 

単紙 

±0.5 

±1.0 

複写紙 

±0.8 

- 

単票 

単紙 

±0.5 

±2.0 

郵便はがき 

±0.5 

- 


単位 ： mm 


印刷方向 

A 

片方向 

0.15 以下 

両方向 

0.3 以下 
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連続複写紙の層間ずれ 

5枚複写紙の1枚目と5枚目の印字ずれは 2 mm 以下 
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保証について 

• 本製品には「保証書」が入っています。 

• 「保証書」は、お買い上げの販売店が所定事項を記入してお渡しします。記入 
内容をご確認の上、大切に保管してください。 

• 保証期間中に万一故障が生じたときは、「保証書」に記載されている当社保証 
規定に基づき無償で修理します。無償保証期間は「保証書」に記載されています。 

• 「保証書」に所定事項が記入されていない場合や紛失した場合は、保証期間中 
であっても、保証が無効となる場合があります。 

• 純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保証期間中 
あるいは保守期間中であっても有償になります。（純正品以外の消耗品の使用 
が全て不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留 
意ください） 

• 保証期間経過後は、修理によって本プリンタの性能が維持できる場合、お客様 
のご要望により有償にて修理します。詳しくは、お客様相談センターまたは、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

• 本製品の故障、またはその使用によって生じた直接•間接の損害については、 
当社はその責任を負わないものとします。 

最新版のプリンタソフトウェアを入手したい 

ダウン ロー ドサービス 

沖データホームページから入手できます。 
http :// www . okidata . co.jp 


プリンタのご相談と修理について 

プリンタの操作方法がわからない、故障かもしれない、修理をして欲しい、商品に 
ついて闇きたいなど、プリンタに関するお問い合わせをお受けします。次の「お問 
い合わせチェックシート」に記入してからお電話ください。なお、内容確認のため、 
録音させていただいております。 


お客様相談センター 


0120 - 654-632 

(携帯電話がらは 03-5846-5921) 


受付時間 9 :〇〇〜2◦:〇〇月曜日〜金曜日 

9: 00〜17:00 土曜日 
(但し祝日、年末年始等を除く） 

※月曜日〜金曜日の17:30〜20:00及び土曜日のお問い合わせで、訪問修理が 
必要な場合は、翌営業日に改めてご連絡をさしあげます。 

※上記以外にも弊社都合によりお休みをいただくことがあります。 

♦プリンタのサボートサービスは（株）沖電気カスタマアドテック（〇 CA ) とその 
グループ会社が担当しております。 


個人情報の取り扱いについて 


当社はお客様の個人情報を厳正に管理し、以下の場合を除き、第三者への開示や、 
提供はしないものとします。 

a ) 当社が指定する業務提携会社に対して、お客様の氏名 • 住所 • 電話番号などの保 
守サービス等の業務を委託するために必要な限度でお客様情報を提供すること。 

b ) お客様情報を統計的に集計•分析し、個人を識別、特定できない形態に加工し 
た統計データを作成させていただき、製品開発、サービス向上の判断材料とし 
て利用すること。 

c ) 予め登録時に同意頂いたお客様に対して、当社または当社提携会社より、サー 
ビス提供、アンケートその他の告知等のため電子メールや郵便物の郵送、また 
は営業担当者からコンタクトを取らせて頂くこと。 

d ) 裁判所の発行する令状、捜査事項照会書その他法令に基づいてお客様情報を開 
示すること。 


録 

付 


付録 
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一 お問い合わせに回答できない場合について 一 

1. UNIX 環境でのお問い合わせ 
Z アプリケーションの使い方 

3. 問題解決に必要な情報が不足している場合 

4. お客様固有のシステム環境のアドバイスやコンサルティング 

5. プリンタの非公開仕様に関するお問い合わせ 


お問い合わせチエックシート 


具体的な症状 


プリンタ環境 


機種名： 

製造番号： 

購入日： 

年 月 

追加オプション： 

コンピュータ環境 

なし あり （ 


) 

□ Windows 

バージョン： 



□ Mac 〇 S 

バージョン： 



接続方法 




□ パラレル 

□ USB 

□ RS 232 C 

□ ネットワーク 

□ TCP/IP 

プリンタドライバ 

□ IPX/SPX 

□ Ethertalk 

□ NetBEUI 


プリンタドライバ名：_ 

アプリケーション 

アプリケーションソフト名 
使用フォント名： 


バージョン 


バージョン 


エラー 表示（正確に） 

コンピュータの画面に表示される内容 ：_ 
プリンタの操作パネルに表示される内容：_ 

その他 

他のアプリケーションからの印刷： □ 正常 
他のコンピュータからの印刷 ： □ 正常 


□ 印刷できない 
□ 印刷できない 


消耗品を購入したい 

プリンタをお買い上げいただいた販売店よりご購入ください。 

プリンタを廃棄したい 

お買い上げいただいたプリンタの廃棄の際、事業所でお使いの場合は、産業廃棄物 
処理業者に委託してください。一般家庭でお使いの場合は、お客様がお住まいの地 
方自治体の条例に従って廃棄してください。 

なお、詳しくは各自治体にお問い合わせください。 


付録 
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使用済み消耗品の回収について 

沖データでは環境保全と再資源化を目的として、使用済みの MICROLINE プリンタ 
の消耗品とメンテナンスユニットの無料回収を行っています。 

下の用紙をコピーし、必要事項を記入して FAX 、 もしくは、弊社のホームページ 
( http :// www . okidata . co . jp ) よりご連絡いただければ、お客様のところまで指定の 
宅配業者が回収におうががいいたします。 

(ぉ願ぃ) 

• 包装箱やビニール袋は捨てずに保管し、ご使用済みの消耗品およびメンテナン 
スユニットの回収時に利用してください。 

• 力一トリッジ1本でも回収にうかがいますが、地球環境への負荷をできるだけ 
低減させるためまとめ回収にご協力ください。 

• できましたら、回収品の数が多い場合、不要になったダンボール箱などにまと 
めて頂くようお願いいたします。 

皆様のご協力をお願いします。 


FAX 0120 -107995 

沖データ回収センタ宛 


受付 No . 


K 弊社にて記入いたしますので、お客様の 
記入は不要です。 


西暦 


年 月 


お客様名（会社名） 
ご担当者名 
ご住所 
お電話番号 
回収ご希望 日 





年月日 

【お断り：受付時間以降に FAX された場合、回収日がずれる場合があります。】 


回収依頼品 

イメージドラムカートリッジ 
トナーカートリッジ 
定着器オイル□ーラ 
廃棄トナーボックス 
転写べルトユニット 
定着器ユニット 
インクリボンカートリッジ 
その他マイク□ライン消耗品 

個 

個 

個 

個 

個 

個 

個 

個 

【 * 不要となったダンボール箱などにまとめて入れてください。】 

まとめた箱の荷姿で合計： 個 口 


ご不明な点は下記へご連絡ください。 

沖データ回収センタ 

TEL 024-594-21 85又は、フリーダイヤル0120 -640991 
受付時間：月〜金曜日（祝日、弊社休日を除く） 

9 : 00〜12 : 00、13 : 00〜17 : 00 


録 

付 


付録 
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